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1994a; バウマン、2001; ベック、2005; 見田、2006; 大澤、2008, 2011）。自然を客体化
する機械論的な世界観に基づいた自然科学の進歩や資本主義体制の確立によって、深刻化
した環境破壊や経済格差などの問題を目の前にして、人間と自然に関わる知識の問い直し
が求められている（例えば、Prigogine and Stengers, 1984=1987; 鬼頭、1999a; 鬼頭・福
















化を問い直すために、ESD（Education for Sustainable Development: 持続可能な開発の
ための教育3）は提案された。その誕生は、1992年の国連環境開発会議（リオ・サミット4）
3 
で採択された「アジェンダ 21」の第 36 章に見ることができる。それ以降、ESD は世界的
に促進され、2002年に UNDESD（United Nations Decade of ESD: 国連持続可能な開発
のための教育の 10年）として国連総会で採択された後、国際連合教育科学文化機関、ユネ
スコ（United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization: UNESCO）を
主導機関として、さまざまな教育現場で実践されている（例えば、UNESCO, 2005a, 2008, 
2009aなど）。 
国内においては、環境省や文部科学省を始めとして関係省庁が集まり、「国連持続可能な







































































と社会を変容させるための学び（Learning to transform oneself and society）」が ESDの
特徴の一つであることが示された（UNESCO, 2009b, 2010）。以上のことから、ESDは自
己変容と社会変容をもたらそうとする教育であると考えられる。 


































（2005a: 29）として ESD 論を構築していくことを目指す11。同じように、岩佐（2013）
も鶴見の内発的発展論を用いて地域における ESDの実践を捉えて、トップダウンで展開さ
れる ESDのあり方に疑問を呈し、「内発的 ESD」の意義を強調している。 
次に、国内外における優良実践をもとに検討した事例研究である。IISや関連する文書資
料に書かれている ESDの特徴が現れている具体的な事例を集め、どのような教育活動が行





















Education for Sustainable Developmentを始め、欧米の環境教育関連の学術誌が刊行され
ており、ESDや持続可能な開発に対する批判的議論がなされている（例えば、Jickling, 1992, 








































































































































図 II 世界の失業者数と失業率の推移と予測 
出典）ILO(2013: 16)より抜粋。注記、筆者訳。 
 
   政策の不確実性   経済の不確実性    失業率 
































































も報告されている（Nordin, et al, 2009）。また、近年、就職のために習得したスキルと実
際の労働市場で求められているスキルとの間に生じている齟齬が世界的に問題視されてい























































































































                                                   
















http://www.caa.go.jp/information/index12.html (2013年７月 16日)を参照されたい。 
6 1953年、ASPnet (Associated Schools Project Network)として、ユネスコ憲章に示され
た理念を学校現場で実践するため、国際理解教育の実験的な試みを比較研究し、その調
整をはかる共同体として発足した。国内では ASPnetへの加盟が承認された学校をユネス
コスクールとしている。世界 180か国で約 9,000 校が ASPnetに加盟し、国内では 2013
年９月の時点で幼稚園から教員養成系大学までの 615校が加盟している。ユネスコスクー
ルについては、公式ウェブサイト「ユネスコスクールとは」、







のホームページを参照されたい。UNESCO Education for Sustainable Development 
(ESD) http://www.unesco.org/new/en/education/themes/leading-the-international-agen 


















































































































































II. 世代間倫理の問題 現在世代は、未来世代の生存可能性に対して責任がある。 







































































































































































なっている Society for Organizational Learning (SoL)という非営利な学習コミュニティ
を中心にして、「学習する組織」論の実践に基づいた研究を積み重ねている3。シャーマー



















































































































































































































































































































































3 SoL についての詳細は、同ホームページ＜http://www.solonline.org＞(2014年１月 13
日)から確認されたい。また、国内における SoL については、SoL ジャパンのホームペー
ジ＜http://www.soljapan.org＞(2014 年１月 13日)を参照されたい。 
4 PIの活動については、＜http://www.presencing.com＞(2013年１月 13 日)を参照された
い。また、世界中の PI コミュニティの一つとして、グローバルな活動と日本をつなげ、
























































































































































































































戦後、「環境教育」という言葉が 1948 年の IUCN（International Union for Conservation 































































な逸脱を求めている（Fien and Tilbury, 2002: 3）。両者の違いは持続可能性がどこに向け
られているかにあり、デイビッド・W・オーの言葉を借りれば、前者は「技術的な持続可
能性」であり、後者は「生態的な持続可能性」である（Orr, 1992）。IUCN は、ブルント






























































































































































































































































































































































































































































































































































































    
 
 



















































































5 1992 年のリオ・サミットから 20 周年を迎える機会に、ブラジルのリオ・デ・ジャネイ
ロで開催された首脳レベルの国際会議であるが、国際機関や民間企業、市民社会から約
４万人が参加したとも言われている。持続可能な開発のための制度的な枠組みづくりや
グリーン・エコノミーへの移行、持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: 
SDGs）への移行などについて議論された。同会議の成果文書として「私たちが望む未来
（The Future We Want）」がまとめられた。〔参考、外務省ホームページ(2012)〕 
6 Sustainable Development の邦訳は「持続可能な発展」とされることもあるが、本論で
は Sustainable Development が公表されてからの邦訳である「持続可能な開発」を用い
る。 






を述べる。このような主張は、筆者が参加したナヴダーニャのコース（2010 年 11 月 24
日から 12 月４日まで）で度々繰り返された。ナヴダーニャについては、曽我(2011a)を
参照されたい。 

















                                                                                                                                                     













17 マクフェイグ(1997)は、あらゆるものが主体性 subject（元々は、[sub-]「～の下に」と 
[-ject] 「投げられた」が合わさり、「～の支配下にある」という意味をもつ。）ある存
在、つまり、神の被造物であるということに着目して、他者・自然との関係を

























開発のための教育の 10 年』実施計画」が策定された。同年 12 月には戦後制定されてから
約 60 年を経て、教育基本法が改正された。それに伴い、2008年７月に公布された「教育
振興基本計画」において地球規模の問題に対応する学びとして ESDが位置づけられた（文











第１節 「国連 ESD の 10 年」採択までの国際的動向 
１．ユネスコの設立 
 戦争の世紀とも呼ばれる 20 世紀において、人類は数々の戦争を経験した。二度にわた
る世界大戦の後、国際連合の設立準備と並行して、1945年８月にユネスコ憲章の原案が連





















































































らなる「人間環境宣言」と 109 の勧告からなる「国際環境教育計画（International 





















1956 東西文化価値相互理解重要事業計画 1956 ラテンアメリカ初等教育拡充重要計画







1970年代 『成長の限界』（ローマ・クラブ） ノン・フォーマル教育（フィリップ・クーム） 基礎教育(Basic Education)




































































育学会(2012: 200-203)、ESD-J ホームページ「ESDの経緯」＜http://www.esd-j.org/j/es 




区分 年代 内容 
第１期 1975-1977 年 環境教育の国際的な認識の拡大 
第２期 1978-1980 年 環境教育の概念・方法の進展 

















































































出典）UNESCO(1978: 26, 27)をもとに筆者訳・作成。 
 

























ストックホルム会議から 10 年を経た 1982 年、ケニアのナイロビで UNEP 特別管理理
事会（ナイロビ会議）が開催された。そこで環境問題について提言する委員会の設置が日
本政府によって提案され、1984 年に国連に「環境と開発に関する世界委員会（World 




























































ユネスコは、「アジェンダ 21」の第 36 章を踏まえた、分野横断的かつ諸機関間のプロジ
ェクトである「人間開発のための環境・人口教育と情報（Environment and Population 
Education and Information for Human Development: EPD）」を 1993年のユネスコ総会






























 リオ・サミットで採択された「アジェンダ 21」で芽を出した ESDは、サミット翌年に
開かれたユネスコ総会で採用された EPD の流れの中に埋没したかのようにその存在は希
薄化した。一方で、「持続可能な開発と教育」に関して議論されることは世界的に増してい




用についても議論され、「持続可能性のための教育（Education for Sustainability: EfS）」
の概念が提唱された（鈴木、2011: 8）。そこでは、「教育が、態度やライフスタイルを変化
させる手段であり、人々に知識やスキルを広め、持続可能性に向けて変革するための備え

















の深い環境教育や「アジェンダ 21」第 36 章が反映した EPD、またテサロニキ会議で提唱
された EfS の中に吸収されたかのように、2002 年のヨハネスブルグ・サミットまでの約
10年間、ESDが注目されることはなかった。換言すれば、リオ・サミット後の約 10 年間
























保するために、1990 年にタイのジョムティエンで「万人のための教育（Education For All: 
EFA）世界会議」が開催された。同会議では、2000年に向けた EFAの行動枠組みである
「万人のための教育世界宣言」が採択され、初等教育の普遍化、男女格差の是正、識字率
の改善などが目標とされた。この 10 年後の 2000 年には、セネガルのダカールで世界教育
フォーラムが開催された。1990 年の宣言で書かれた目標が達成困難であったことが示され、














































られつつある（Wade and Parker, 2008; UNESCO, 2009b, 2011a; 北村、同上書; Guevara, 










































UNDESD が、同年 12 月の国連総会において採択された。その主導機関となったユネスコ
































の設立の歴史を踏まえ、ESD の誕生までを扱った。ESD は、環境教育から EPD、そして























































































































































































スターリン（2001: 50-61, 2004, 2007）は、G. ベイトソンの学習論を用いて、学習の３
93 












持続可能性の移行 社会的反応 持続可能性の状態 教育の状態 







２ 弱い 補足 うわべだけの改革 
持続可能性についての
教育 





































































































































































































































































































transform oneself and society）」が ESD の特徴の一つであることを示した（UNESCO, 
2009b, 2010）。しかし、その詳細については明らかにされていない。例えば、UNECE

















ための学び（Learning to know）」、「為すための学び（Learning to do）」、「共に生きるた
めの学び（Learning to live together）」、「存在を深めるための学び17（Learning to be）」
という「学習の４本柱」に「社会を変容させ、世界を変えるための学び（Learning to 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ために子どもたちを教育していくならば（Wals, op.cit: 179; 吉田、前掲書: 212）、教育は

































































7 原文は“Environmental Education towards a Sustainable Future: Partners for the 
Decade of Education for Sustainable Development”である。 
8 スターリン(2007: 68-70)は、それぞれを「する領域（Doing Domain）」、「知る領域










                                                                                                                                                     
(2013年 10 月 16 日)、および曽我(2011b)を参照されたい。 
10 同会議は、2007 年７月 31日から８月５日まで都内渋谷区広尾にある聖心女子大学で開
催された。日本ホリスティック教育協会とユネスコ・アジア文化センターの共催で、「ESD
へのホリスティック・アプローチ――アジア太平洋地域における〈つながり〉の再構築






13 佐藤・菊池(2010)は分析の枠組みに、バルト海大学プログラム（Baltic University 







ticuniv.uu.se/＞（2013 年 10 月 29日）を参照されたい。また、BUPによる「持続可能











tml＞(2013 年９月 14日)〕 














21 UNESCO ＜http://www.unesco.org/new/en/education/themes/leading-the- 
international-agenda/education-for-sustainable-development/＞(2012 年７月 31日) 
22 ESDに求められる「学力」に関する議論を展開することは、本論の趣旨から外れるた
123 
                                                                                                                                                     
め、本論では扱わないが、ESD における「学力」については、トランスファー21編著(2012)、
丸山(2009)、Mochizuki and Fadeeva(2010)を参照されたい。 











































































































































終戦を迎える 45 年までに 221 名の卒業生を送り出している6。近年では、阪神大震災支援
活動、東日本大震災支援活動を行っている。海外では、最高学部の学生がネパールで植林
















































































































































う考えを表明する。それは、「教育と変化する社会（Education and Changing Society）」
をテーマにした、1932 年フランスのニースで開かれた世界新教育会議で、もと子が講演し
た内容にも現れている。自由学園の教育について「それ自身一つの社会として生き、成長


































































































































































調査日 協力者（調査時間 h/m/s） 
2012 年 10 月３日 3A（1.43.20） 
2012 年 10 月９日 3B（1.10.00）、3C（2.09.10） 
2012 年 10 月 10 日 3D（53.00） 
2012 年 10 月 11 日 3E（1.13.30） 
2012 年 10 月 16 日 4A（1.15.50）、3F（1.08.40） 
2012 年 10 月 17 日 4B（51.00）、4C（1.00.30） 
2012 年 10 月 23 日 4D（1.21.50）、3G（1.25.10） 
2012 年 10 月 24 日 3H（1.31.30） 
2012 年 10 月 25 日 4E（50.55） 
2012 年 10 月 30 日 3I（1.42.40）、3J（1.13.15） 
2012 年 11 月６日 4F（1.46.15）、3K（3.29.30） 
2012 年 11 月８日 4G（1.14.05）、4H（1.34.50）、3L（35.55） 
2012 年 11 月 20 日 4I（1.29.10）、4J（54.15） 
2013 年４月 24 日 1A（1.02.40） 
2013 年５月 10 日 2A（1.51.50） 
2013 年５月 11 日 1B（1.29.55）、1C（1.43.20） 
2013 年５月 14 日 1D（1.54.05） 
2013 年５月 18 日 1E（1.37.35）、2B（1.17.40） 
2013 年５月 26 日 2C（2.51.20） 
2013 年６月３日 2D（1.57.20） 




































る「クラスの時間」で筆者自身による調査の依頼をして、希望者を募り、67 人中 22 人の協
140 
力を得た。卒業生は、紹介法で調査を依頼し、承諾した 10 人がインフォーマントとなった。
したがって、調査協力者の総数は 32 人であり、その男女比は 17：15、平均年齢は 21.81





調査期間 2012 年 10 月から 2013 年６月 まで 
調査場所 【在学生】自由学園最高学部  
【卒業生】都内某所または聖心女子大学 
調査協力者 32 人 
【在学生】137 人中 22 人（16.06％） 
2012 年度３年生 32 人中 12 人（37.50％） 
2012 年度４年生 35 人中 10 人（28.57％）  
【卒業生】10 人 
2011 年度卒業生 34 人中５人（14.71％）  




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 同会議は、1977 年のトビリシ会議の 35 年後の開催であることから、「トビリシ＋35」と
呼ばれる。宣言文については、Intergovernmental Conference on Environmental 
Education for Sustainable Development[Tbilishi+35]. (2012＝2013)を参照されたい。な



























































Department of Children, Schools and Families(2008, 2009), Government Office for 
London(2008)を参照されたい。 
15 クリスピン・スクールについては、永田(2006)を参照されたい。 









































































































































































































































































































































Children, Schools and Families(2008)〕また、この枠組みをもとにして、曽我(2010b)は
枠組みを作成し、日本国際理解教育学会第 21回研究大会で発表した。 
7 例えば、International Journal of Sustainability in Higher Education を始めとする学
術誌や、本論でも取り上げたスターリンやウォルスらは HESDの論者として関連する文










































































































































































shin_ho/kaisei_2011.html＞（2013 年７月 16 日） 
―――― (2010) 『平成 22 年度版環境白書――循環型社会白書／生物多様性白書――地球
を守る私たちの責任と約束――チャレンジ 25』、＜http://www.env.go.jp/policy/hakus 






















































（ESD）の実施動向――Baltic21 大学プログラム（BUP）の ESD11 要素に基づく現






持続可能な開発のための教育の 10 年推進会議 [ESD-J] ホームページ 「ESD の 10 年の





自由学園総合企画室編(2010)『自由学園とは？100 問 100 答』自由学園広報室. 
消費者庁ホームページ 「消費生活情報」 ＜http://www.caa.go.jp/information/index12.ht 
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内閣府(2012)『平成 24 年度自殺対策白書』内閣府ホームページ＜http://www8.cao.go.jp/jis 



































































―――― (1931)『羽仁もと子著作集 みどりごの心』16、婦人之友社. 













































メドウズ, ドネラ・H、メドウズ, デニス・L、ランダース, ジャーガン、ベアランズ三世,
ウィリアム・W著、大来佐武郎監訳(1972)『成長の限界――ローマ・クラブ「人類の
危機」レポート』ダイアモンド社. 










＜http://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/080701/002.pdf＞（2012 年５月 22 日） 
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―――― (2013a)「教育振興基本計画」＜http://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/detail/_ 
_icsFiles/afieldfile/2013/06/14/1336379_02_1.pdf＞（2013 年９月 14 日） 
―――― (2013b) 「教職員のメンタルヘルス対策について（最終まとめ）」＜http://www.m 
ext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2013/03/29/133265











―――― (2011)『ひろがりつながる ESDの実践事例 48』ACCU. 
ユネスコスクール ホームページ「ユネスコスクールとは」




―――― (2008)「結 ESD への『子ども』と『文化』の視点――『ホリスティック ESD
宣言』解読」日本ホリスティック教育協会 永田佳之・吉田敦彦編『持続可能な教育と
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別紙資料１ 自由学園での聞き取り調査の質問項目 
●学生への質問 
・自由学園に通って、何年目ですか？（いつから自由学園に通っていますか？） 
・なぜ自由学園に入学しようと思いましたか？ 
・自由学園での一番の思い出は何ですか？ 
 一番たのしかったこと、うれしかったこと、かなしかったこと、つらかったことなど 
・自由学園で受けてきた教育の中での一番の思い出の授業は何ですか？ 
・今までで印象の強かった出会いはどんな人ですか？それはなぜですか？ 
・自由学園を出ようと思ったことはありますか？ 
・なぜ最高学部に進学しようと思いましたか？  
・最高学部の魅力は何ですか？また、もしあれば、どこに不満や不安などを感じますか？ 
・自由学園の魅力（絶対にゆずれないもの、大切なもの）は何ですか？ 
・自由学園外での活動をしていますか？それは何ですか？ 
・自由学園を卒業した後の進路はどうしますか？ 
・自由学園のゆずれないところは、何ですか？なぜですか？ 
・つらい問題に直面したとき、どう対応しますか？ 
・分かり合えない他者と、どう対応しますか？ 
・自分の人生の中で最高学部での時間にタイトルをつけるとしたら何をつけますか？なぜ
ですか？ 
 
●卒業生への質問 
・自由学園への通学歴（何年通いましたか？） 
・なぜ自由学園に入学しようと思いましたか？ 
・自由学園で受けてきた教育の中での一番思い出のある経験は何ですか？ 
・自由学園で受けてきた教育の中での一番思い出のある授業は何ですか？ 
・大切な人との出会いはありましたか？それはどんな人ですか？なぜですか？ 
・なぜ最高学部に進学しようと思いましたか？  
・最高学部での学びで一番思い出に残っている経験は何ですか？ 
・学部の頃、学園とは関係のない団体等で活動をしていましたか？ 
・学園への働きかけを通して、学園をよくしていると思いましたか？ 
・卒業後、改めて気づく学園の教育の良さは何ですか？ 
・卒業時、ご自身が社会にどう関わろうと思っていましたか？（他者との付き合い方、会
社でのあり方。）今、実際、どうですか？ 
・理想と現実の生活とのギャップをどう対応していますか？ 
・学園での時間、特に、学部での４年間を人生の過程にどう位置づけますか？（タイトル
をつけるとしたら何をつけますか？） 
・そのために、学部での学びはどう効果的でしたか？ 
・今の学部生へのメッセージは何ですか？ 
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 ・自由学園のゆずれないものは何ですか？ 
・学園、または学部のここを変えるともっとよくなると思うことは何ですか？ 
・環境破壊や人権侵害などのグローバルな問題に、自身はどう関わっていると思いますか？ 
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ID 1A
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 親の意向 親の意向
父親が行きたかったらしい
学園での学び 純粋培養 純粋培養された
有機的な発達 うまく細胞分裂したんだと思う
男子部での学び 先生からの影響 歴史とか古文
外に触れたい 高等科
先生に影響された
外部の先生から、外に触れたい一心で話をした
コミュニティ コミュニティ的なところがある
内向性
つらかった寮生活 男子部の寮生活
特に中１
縦割り、今つらくない
先生との出会い 古文の先生
世界の広がり いろんな本をくれた
外に出たい思い 外に出たいと思った
中２と中３と高２
大学進学 他大学進学希望
受験意識が低い
学部での学び 学ぶ場
掃除 嫌だった
嫌だけど、学園だから
仕方がない
学外での活動
勉強
自主性、自発性
個人社会
課題
男子部、女子部に学生に広報させればいい
映画の台本を書いて、映画会社の仕事を手伝っ
ていた
学部は学ぶ場で、映画業界は働く場で両方を融
合させて、社会に出る意識だった
映画が好きで、映画の勉強がしたかった
勉強以外の面が強いから、受験に対する意識が
あんまりない。高３で受験考えても間に合わな
いし、浪人することは考えていないから、学部
に上がるタイプが多い
広報
男子部までは生活を学んだらいいけど、学部で
学ばなかったらどうするのって思ってた
自分で突き進むことを経験しないと伸びない
高校の勉強で終わらないようにって言いたい
１年でもがくのは大事だけど、３、４年生で目
的がなくてもがいているのは、ただの甘えん
ぼ。そこも自分自身で考えて、自分でやるしか
ないってことを言いたい
結局は一つですから
勉強しろってこと
そういう意味で、学部は個人社会
内向きなところが嫌だったから、そこから出て
みないと学園のこともわからない
縦割りで、いろいろつらかったけど、今の仕事
始めて、離職率も高い職場なのに、つらいと思
わない
そこから発展して、自分でいろんな本を買って
読んだりした
SNSを通して特殊メイクの会社の社長に働かし
てほしいとお願いができたのは、外の世界を知
れたからだと思う
自分で勉強すればいいと思って、外には行かな
かった
掃除しなきゃいけないのは学園だから仕方がな
い
200
1A
学園内の連携
自分の変化 「覚醒」か「変革」
男子部はやらされてたことが多い
学部の教育 効果的だった
俎上はしっかりしているから
教養 歴史、思想史、経済学、経営学
含蓄、教養が広がった
ブランディングとか、今の仕事にも役立ってる
新しかったから、基礎的な意味でも学んだ
働きかけること 学園への影響
意識だけ持っているの
が大事
内部はできて当たり
前、かつ外
仕事 仕事は想像通り、経済
の影響あり
学園と会社との違いを
消化するためには人一
倍働く、自分のものに
していく
学園のよさ あったかさ
ふるさと
つらさへの対応
自分から話しかける
働きかけて、仕事をも
らってきた
思考パターンから先読
みする
思いを伝えてきた
今も、伝えている
行動してみる
得るものはある
判断基準 利益など経済面
耐久性
大変さ 大変なほうを選ぶ
自分の成長
違いを消化していくには、人一倍働くんだと思
う。それが根底にあって、変わらないもの。そ
の場に応じて、常識は変える。いろいろ知っ
て、自分のものにして働く
それは、学園という組織がそうだし、卒業生も
学園を見守っている。故郷（ふるさと）的な感
覚
学生当時、わからないっていう感覚がなかった
でも実際、いろいろ一人で作業するときとか
は、何を考えているかわからなかった
学園長や先生たちに自分の思いは伝えたことが
ある
同僚の名前覚えたり、朝早く来て掃除して、
コーヒー作ってとかして、仕事もらったりした
段取り決めるときとかは言う
わからなさの感覚がな
かった
わからない人しかいないから、自分から話しか
けるしかない
男子部、女子部を外部だと捉えて、それに働き
かけることもできなくはない
いろいろ目覚めて、いろいろ学んで、自分が変
わった時期
学部は、つぶれる人はつぶれてくし、伸びる人
は伸びる
ちゃんと見守っててくれるような感覚はある
散々言われてきたし、掃除も学園をきれいにし
てるからいいんじゃないのかって感覚だった
大量に物は買わずに、ずっと使いたいものを買
う
楽なほうがいいけど、得るものないから
仕事は想像通りだけど、経済状況が悪いからも
のづくりには苦しいところがある
わからない人の考えを聞いて、そう考えるんな
ら、って先読みして、会話する
言ってみないとわからない
言えば、どの道、得るものはあるから
表に出さない。行動で表すタイプ
仕事の場合は、目先のことだけ考えている
普段は、持続可能性を考えて買い物している
奮発しても長く使えるものを買う
働きかけるっていう意識だけでも持っているの
が大事なんじゃないかな
学部は外のことしか考えていなかった。内部だ
けで終わらせちゃだめ。内部はできて当たり
前、かつ外みたいな意識だった
でも、それに甘えちゃいけないと思う
201
1A
チームが仲よくなる
学園の強み 掃除 掃除
身近な経営、自分で治
めること
行事への学生の関わり
地球規模の問題と
のつながり
新聞で確認
俯瞰的な思考ができて 俯瞰的に考えることを最近できていない
いない
これからの自分の 続ける 仕事は続けるけど、立場を変わりたい
あり方 クリエイティブな仕事
がしたい
自分が作りたいものを作りたい
人間関係 人間関係をすごい大事にすると思う
根底となるもの
大変なほうやったほうが、一緒にやる人がみん
な仲よくなるし、後々の思い出話になって楽し
いから
自治区域は、身近な経営で、自分で治めるとい
うこと。何もしていなければ荒れていく
内容を考える演出とかプランニングとか、クリ
エイティブなほうに行きたい
骨組みとして、根底となるものがあるのとない
のとでは重みが違う
景気に左右される業界だから、新聞は毎日読む
ようにしている
自分の２年後とかよりも、来週何するんだっ
けって考えるほうが多い
いろんな行事を学生が関わるのも、どこかが怠
けると他がやらなくちゃいけなくなる
誰にもみたことないようなものしか作りたくな
い
毎日の仕事のスケジュールのことで頭がいっぱ
い
202
1B
ID 1B
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 親の意向 親と本人の意向
学園の雰囲気 父の思いが強かった
在学生の態度と対応
女子部での学び 親しみやすさ よかった
自分の変化、内向的か
ら外向的へ
多角的な視野 歴史
自分で教科書を作った
面倒
ひどい出来からの上達 音楽会
高２
懇談の時間、クラスへ
の働きかけ
先生との出会い 指揮者の先生
熱心で本気 先生がすごく熱心で本気だった
苦手な時間
中２
大学進学 他大学進学希望
親の反対
オケでのいい位置にい
られる
学部での学び 共学
学外との関わり ない
ゼミ 教育
親の薦めへの反抗
学園が好き
先生たちの熱心さ、伝
えたいことがあること
課題―閉鎖性、外への
関わり
４年間 前半が「一生懸命」で、後半が「暗黒期」
働きかけること 学園特別実習 農芸
創設者の言葉
集団の変化の認識 学園の変化の認識は、音楽会であった
国との関わり なし
海外
就職 卒業したくなかった 卒業したくなくて、卒業後を考えると暗い気持
ちだった
学部に行けば、オーケストラでも指揮者の一番
近くにいられるから
中１から農芸の係りを続けていたから、迷いな
く選んだ
入学式で言われる「学園をよくするために入学
を許された」っていうことを認識してた
学園が好きで、一番多く単位を取ってた人だと
思う
ネパールワークキャンプ、フィリピン、アメリ
カなど
学園が好きだったから、教育を選んだ
数理と迷ったけど、数理は一人しかいなかった
し、親が薦めてきたのの最後の反抗だった
学園内にこもってしまったから、外に関わるで
も働きかけるでもあったほうがいい。中だけ
じゃなくしたほうがいいと思う
学園の雰囲気がよかったのと、学園生の態度や
対応がよかったから
小学校が嫌いだったから、新しい環境でやって
いくぞと思っていた
小学校まで内気だったけど、みんなも話しやす
い人ばかりだったから、いろんな人と話した
学部の授業は楽しかった。先生たちが熱心で、
伝えたいことがある感じがした
初めは面倒くさいと思っていたけど、あとに
なって思うとひとつだけじゃないっていう捉え
方はすごく活きている
指揮者の先生にひどい出来だって駄目だしされ
て、何とかしたいなって思って、懇談の時間を
使って、クラスに働きかけたこと
音楽を極めたかった
マラソン
親の反対を押し切れず、そこまでしたくなかっ
た
男子がいるから、違うなって思ったくらい
203
1B
稼ぐことの興味がない
子どもたちと接する場
社会との違い 人間関係
組織化されていないこ
と
対応―自己開示、気持
ちを伝える
行事に指示出しをした
教えないことは不親切
専門学校との違い つまらない
やる気なし、時間の消
化
地球規模の問題と
のつながり
弱者をいいわけにした
くない
これからの自分の
あり方
一人ひとりと向き合う
こと
子どもたち一人ひとりに向き合いたいなと思う
ケア
学園の強み 寮生活とか料理とか 寮生活とか料理とか
忙しい生活の中に学び
がある
実習が終わって、自分の気持ちを言ったら、自
由にやりたいことをやっていいと言われて、自
分らしくいていいことを意識するようになった
就職活動していて、稼ぐことに興味がわかな
かった
教育の分野だけ興味があって、実際に子どもた
ちと接する現場に行ってみたいっていう気持ち
もあったから
職員の中でうまくやっていくのが難しかった
組織がないから、指示も定まっていなくて、も
う少し整備してくれれば、効率よく動くところ
があると思っていた
小さいときに、ご飯が食べられないときに言わ
れる「ご飯が食べられない子もいるんだか
ら」っていうのは違うと思う
２年目に先生方がやめて、園のことを知ってい
るのが自分なので、今は自由にしている。行事
の指示出しもしてしまった
何も教えないことは厳しいんじゃなくて、不親
切だと思っているから、新しい先生たちには教
えている
授業がつまらない
できない子が切り捨てられていくのがかわいそ
うだと思うから
羽仁翹先生の本を読んだときに、より楽に生活
できるようにすることを提案しがちだけど、忙
しい生活の中に学びがあるんだなって思った
先生もやる気ないし、お互いに時間を消化して
るだけみたいな感じ
204
1C
ID 1C
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 友の会 親と本人の意向
母：友の会会員
体操会、学園の生活へ
の憧れ
女子部での学び 慣れること 想像以上に大変
小学校までとの違いに
戸惑い
自分なりの解釈 歴史
意味づけ 高１
勉強の仕方の変化、自
分で発展的に考えるよ
うになった
午餐会
高２
友達の不登校
精神的なつらさ
システムを考えるよう
になった
英語
生徒指導の部分が小さ
い
友達との出会い 同級生
悩みを相談できる子
学外での活動
課題―閉鎖性、伝統固
持
クラスみんなでの合唱
を午餐会で披露した
そのあと、学校の仕組みや個々の仕事の振り方
とかを考えるようになった
点数が悪くても追試や留年っていう仕組みがな
かったから、改めて勉強しなおす機をなくした
から、今でもどう勉強していいかわからない
勉強し直す機会をうし
なった
ただ、先生が嫌いだから授業が嫌だとかはなく
て、すごくいい先生が多かった
先生と関わる機会はそんなになかった、進路や
勉強の相談は先生ではなくて、先輩や同級生
だった
生徒指導の部分がかなり小さい学校だと思う。
周りの人に助けられたり、自分の中で整理つけ
たりしていた
先生には恵まれたが、
関わる機会は少なかっ
た。相談は先輩や同級
生
入学した当初からずっと仲がよくて、お互いの
悩みを相談できる子に出会えただけでも、学園
に入った価値がある
学園の相対化
特に、閉鎖性、伝統を重んずるあまり、仕組み
が変わらないところを意識するようになった
障がい者の子どもも行くキャンプに参加してい
た
『婦人之友』を見て、自由学園を知って、体操
会に行ったのがきっかけで、学園の生活や環境
に魅かれた
自分たちで自発的にやる学校だったので、小学
校とは全然違うし、人間関係も変わるので戸惑
うこともあった
歴史的な出来事だけじゃなくて、自分なりにそ
の出来事を解釈して、どういう意味をもつのか
を考察する授業だった
それから、歴史もすごく楽しくなったし、ほか
の授業にも影響して、自分なりに勉強してみた
り、発展させて考えてみたりするようになった
食事作りだけじゃなくて、クラスみんなで歌っ
たこと。それぞれ忙しい中で、全員で練習し
て、歌えたのが楽しかった
友達が不登校になったこと
高校に入ってから高等科新入生からの質問に学
園の特徴を気づかされる
高３の始めの委員の期間で忙しかったのと、ク
ラス内でつらいことがあって、それがきっかけ
で友達が学校に来られなくなってしまった
自分も精神的なつらさが身体的にあらわれて、
食事ができなくなってしまった
205
1C
大学進学 他大学進学希望、親や
先生と話して断念
学部での学び 時間の無駄、したいこ
とが見つけられない
学内の活動 学園新聞
上下級生との関わり、
新しい人脈の広がり
達成感、創作に関われ
ることに感動
海外 ネパールワークキャンプ
自分の無力感
ゼミ 環境と経済、社会
働きかけること 掃除 正直面倒くさい
面倒だけど、その環境
に愛着がわく
自発的に環境を整える
ことを考える
自分たちでやるしかな
い
学園特別実習 食
総合的な見方
学園へは義務 義務だからしなきゃいけないところもある
面倒 正直面倒くさい
管理は周囲を見る目に
つながる
学園への影響はない
発信が一部にとどまっ
ている。自己満足な研
究
学園と社会の結びつき
学園での学びを発信す
る方法を考えるところ
学園での学びを客観視
するところ
環境に愛着がわく。ただ勉強するだけの空間だ
けじゃなくて、自分たちがどういうところで学
んでいるのか、自発的に環境を整えることを考
えるようになる
誰かがしてくれるだろうってところもなくはな
いけど、誰もやらないんなら、私たちがやるし
かないって思う
自分たちが何を食べているか、何を食べたい
か、バランスを見るようになって、実際の食事
になるので、総合的に物事が見れるようになっ
た
学園の維持・管理をしてくことが、周囲を見る
視点につながっていると思う
卒業論文報告会でも、発信が一部に留まってい
る。学部の研究が自己満足というか、自分たち
が所属してきた学園について取り上げたテーマ
でも、男子部・女子部・初等部への内々に発信
していく力が弱い
働きかけが学園をよくしているとは思えない
１、２年のとき、好きでもない勉強をやって時
間を無駄にしちゃってるって思ってた
特に、２年のときの編集長の経験はすごい緊張
したけど、達成感があった。実際に実物になる
こと、自分たちで作れることに感動した
高１くらいからずっと栄養士になりたくて、資
格取るためにも他大学進学をしようと思ってい
たが、両親や先生方と話して、とりあえず学部
に進学することを決める
何をしたいか明確に見つけられなかったから
女子部で上下級生と積極的に関わってこなかっ
たから、かない濃い交流をすることで、先輩・
後輩の関わりを通して新しい人脈の輪が広がっ
た
全然違う国に行って活動して、自分がこんなに
できないんだって経験を積めたこと
「学園と社会の結びつきを考える４年間」
学園で学んできたことをほかの人にどう伝える
か、どうやったら伝わるのかを考えることがで
きる環境が学部
学園の教育や自分の学びが社会にどう評価され
るのか、自分の考えが世の中でどういう位置づ
けになるのかをきちんと理解することができた
４年間
自分たちで掃除することで、汚したくないか
ら、汚れているところが目につく
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課題―勉強不足
積極的に、自主的な活
動ができる仕組み作り
外部に伝えるための、
知識や言語力、学力不
足
学歴
就職活動で振り返る
悔しさ、単位免除にな
らない
学園での学び 生活と勉強の一体
土壌づくり、基礎づく
り
卒業後 進学 短期大学（社会人コース）
違和感 違和感がある
職員による掃除 掃除を職員がやっていること
勉強だけ 勉強だけしていれば認められること
学校のシステムを考え
る時間の欠如、話し合
いの欠如
最小限の人間関係
自分のことだけ考える
専門性
学園での経験が活かさ
れている
これからの自分の
あり方
食事の大切さを学ぶ環
境の提供
そのために話し合う時間もないから、人間関係
も広げなくても、最低限の人に限られる
自分のことだけ考えていればいいのと、自分の
ことも周りのことも考えなきゃいけないとのは
大きな違い
現在の学校との違
い
学部を卒業するまで、特に感じていなかった
し、在学中の勉強も十分満足していた
就職活動で、みんな学部が曖昧な位置づけにあ
ることの意味を考え直すんだと思う。そこで気
づく子が多い
同じ科目を今の学校でも受講しなくていけない
こと、単位が免除にならないことの悔しさはあ
る
学園で学んだことがいかに素晴らしくても、そ
れを相手にわかるように表現したり、伝えたり
するためには、ある程度の知識なり、言語力な
り、学力が必要になってくる
生活と勉強が一体ということ、環境を整えるの
も勉強の一環と学んできた
テストをこなし、課題を提出して、試験に合格
すればいいから、学校の仕組みや運営のシステ
ムを考える時間がない
学園のことを話すのは楽しい。みんな興味を
もって聞いてくれるから
人間関係も勉強も、こうして生きたいってこと
も基礎を作ってきたところ。その土壌があっ
て、これから世の中に発信したり、自分が学ん
だことをどう活かすか、社会でどう動くかって
いう苗を植えるための基礎を作ってきた
研究内容を発表する学会への参加だったり、自
由学園を知らない人に説明する機会が増えて、
学園での学びをどう活かしていこうか考える場
が多かった
病気にならない食事に興味があったけど、その
前に噛めなくなるとか飲み込めなくなるとかに
ならないためにどうしたらいいかを考えていき
たいと思うようになった
勉強すること
全体的に学園生の学力が足りない
勉強の質を上げれば、社会に通用する人になる
と思う
学生がもっと積極的になって、自主的に活動で
きる仕組みをつくってもいい
学問的に、専門的な勉強ができる
学園で経験を積んできたことで、食事の大切さ
をからだで理解している
子どもや母親、母親になる人に食事の大切さを
生活の中で学べるような環境を提供していく側
になりたい
今までは高齢者福祉施設で働きたいと思ってい
た
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学園での学びと専門性
との融合、食に対する
考え方の発信
食に対する価値観 整えること
技術、選択する力
未来志向
サイクル全体をみる
学園の強み 話し合うこと
先生の介入はほとんど
ない
自分たちで考えること
話し合うこと
死ぬほど話し合う時間がある。そこに、先生は
介入しない。あまりに迷走していると助け船を
出してくれる程度
自分たちで話し合って、今こういう問題が起き
ているけど、自分たちはそれに向けて、どうい
うふうにやっていけるのかを考える時間をなく
してしまうと、学園の教育が変わってしまうと
思う
生産から消費、廃棄までのサイクル全体を見渡
せるようになりたい
学園の10年間で学んできた食育に、今の専門的
な知識を組み合わせて、自分なりの病気になら
ない食事づくりとか、食に対する考え方を発信
していく仕事をしてみたい
自分で食事や生活を整えることができることが
根本にある
調理する技術、食事を選択する力、情報を選択
する力を身につけてほしい
今の食事が、10年後、20年後の体づくりにな
ることを理解してほしい
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ID 1D
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 親の意向 親の意向
男子部での学び 違和感 中学３年間でやめたいと思っていた
話し合い 高等科３年生の懇談の時間
歴史
教科書を見るのが好きだった
みんなでやる、気持ち
の高まり
友達との濃い関係
何でも話せる
大学進学 学部進学、勉強不足、
ネパールの活動、野球
部があること
学部での学び 昼食 食事の時間
みんなの顔を確認
ゼミ ライフスタイル
変化を考える
学外での活動 NGOのキャンプに参加した
学部４年生
海外での活動 ネパールワークキャンプ
問題への対応―議論
コミュニケーション
悔しさ―言葉、行動
参加メンバーをまとめ
ること
「見つけた」
そこにはみんなが集まるから、みんなの顔を確
認できる
コミュニケーションをうまく取れるようにした
かった。先生と参加学生との関係をうまくした
いと思っていた
男子部が「人間関係」。人と人とのつながりが
あった時代で、学部は自分が一生懸命になれる
ものを見つけた、その基礎になったものに出会
えた時期
現地で言葉が通じないこともあって、思ってい
ることを発揮できなかったこと、夜は日本でや
れるようなことを場所を変えてやってるだけと
いうことが悔やまれた
３年目は１、２年目よりもネパールのことを考
えられなくて、いかに参加メンバーをうまくま
とめるかを考えていた
東京に行けるっていうそれだけで試験を受けに
来て、それが結果的に自分は東京にいくんだと
友達に思われた。合格してから、駄々こねてい
たけど、母親に説得された
言葉の違いもあるし、東京もあんまり好きじゃ
なかったから、違和感があった
みんなが寮に集まって、夜遅くまで男子部の運
営について話しあって、っていうのが好きだっ
た
みんなでやること、みんなでつくること、気持
ちを高めてやっていくのは好きだった
何か変えたらこうなるっていうのを考えたく
て、ライフスタイルのいろんな観点から見れる
のに興味をもったから
１年目の現地でのスケジュール変更の連絡が全
然降りてこなかったことに、リーダーと先生に
意見する。次年度参加意思をもっていたので、
副リーダーになろうと思った
クラスメート
１年から３年まで参加、２年副リーダー、３年
リーダー
嫌だと思っても、違うところでいいところを見
つけて、何でも話せる濃い関係が築けた
勉強もしてなかったし、ネパールの活動と野球
部があるから、学部進学を決意した
一生懸命になれるもの
出会えた
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学部の教育
課題―資格とれればよ
かった
意志
失敗をして、それから
考えること
一人ひとりがケアされ
る社会
ネパールに対して 夢中、好きだから、つ
らくてもつらくない
就職活動 親に迷惑かけられない
どういう仕事がしたいとかまったくなかった
母親の後押しで、ネ
パール行きを決意
NGOのスタディツ
アーに参加、学園との
違いを考えた
学園―学び、守られて
いる環境、NGO―支
援、協働
働きかけること 特別実習 施設管理
掃除 当たり前になっている
学園への影響 よくしてる気持ちはなかった
男子部のとき石畳作ったことがある
友達とか、上下級生を
考えた
自分たちの生活がよく
なる
働きかける環境がある
卒業後 留学 ネパール留学
仕事するために、言葉
を覚える
自分がしたいことをす
るという意志
学園関係者がやっているNGO団体を知り、その
スタディツアーに参加し、学園のとの違いを考
えるようになった
夢中になってやってる感じ。だからなぜ好きな
のかわからない。好きだから、つらくてもつら
いって思わない
十分だった
学園のキャンプは学びが大きいので、守られて
いる環境がある。NGOは支援に重きが置かれる
から、ネパール人と一緒に協働する
学園の就職支援室からもらった話がだめだった
ときに、もう就職はやだなと思った
親に迷惑かけられないと思って、就職活動を始
めた
学園で学んだことによって、出てきたこと。自
分たちで何とかしなきゃいけないとか、それが
できる環境もある
就職活動をやめたことに対して、悩んだことも
あったけど、結局学部も扱いとしては大学では
ないので、組織に属するよりも、自分がしたい
ことをして本領発揮したいと思った。就職から
逃げたと言われることもあったけど、そういう
考え方自体が好きじゃない
資格とかとれる環境であればよりよかったけ
ど、学部のいいところの恩恵を受けられた
周りから間違っているとか、違うとか言われて
も、自分が正しいと思っていれば、その言葉に
耳を傾けてはいけない
無理だと思ったら、自分でやめることを決めれ
ばいい。後悔するくらいなら、やればいいと思
う。失敗することを恐れる人生ではなくて、失
敗してそれからどうすればいいかを考えるほう
が絶対楽しいと思う
仕事をするためには言葉を覚えなきゃいけない
学園はみんな平等に親切に扱ってくれる。社会
はそうではない。けど、それを知っていること
は必要なこと
ネパール行きたいなと思っていたときに、母に
見抜かれて、就職活動をやめ、ネパールに行く
ことを決意した
学園のためとは思っていなくて、友達とか上下
級生のことを考えてやったこと
自分たちの生活がよくなるとは思った。みんな
が過ごしやすくなるんじゃないかっていう思い
つきだった
後づけだけど、そういうことが学園としても望
んでいることなんじゃないかと思う
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ネパールでの生活
を通して考えるこ
日本との違いを楽しん
でいる
と 純粋さ、日本人―周囲
を気にしすぎる
ネパールがよくなるこ
とを考える
ネパールにいる日本人
の行いに違和感がある
外国人がネパールのよ
さを壊している
環境問題
これからの自分の
あり方
教育に携わる
学園の強み 自分はあんまり言いたくない
学生の自主性で変えて
いくことができる
家 家
つらい時に思い出す
「いってらっしゃい」
で送り出される卒業式
みんなで考えてくれる
環境、見放さない
原動力 弱さ、もっと大変な人
はいる
つらさを話す
母親の存在
友達の承認
自分の特異性
考える よく考える
ネパールでも環境問題も紛争問題も、商品のコ
ピーの問題もある
日本に比べて整備されていないことも多いけ
ど、その部分を見ているのが楽しい
ネパール人の純粋さに、本能的なものを感じ
る。日本人は周りを気にしすぎるんじゃないか
と思う
自分がもともと、学園生みたいに礼儀正しい人
間ではなかったから、ネパールにきてちょうど
いいくらい
この国にいたら、外人でしかないから、ネパー
ルでなぜ？と思うことをどうしたらよくなるか
を考えるようしている
長く住んでいる日本人の中には犯罪に手を染め
る人もいる。日本でやらないことをネパールで
していること、ネパールの治安を悪くしている
ことに疑問を思う
つらいときに思い出す学園での生活が懐かしく
なるときがある
強くないから失敗してもいいって言える。実際
はめっちゃビビってる。自分が大変なときは元
気ないけど、自分よりももっと大変な人間はい
るっていつも考えている
つらいときはつらいって言う。友達や家族にと
ことん話す
何か問題があれば、仲間を助けてくれる。それ
は怒ってでもその場から救出してくれる。みん
なで考えてくれる環境だし、見放さない
外国人がネパールの環境問題を悪化させている
部分もあるので、今後どう関わっていけるの
か、今考えているところ
子どもに教える大人のマナーも悪いので、教員
になろうかと思っている
ネパールが好きで来ているはずなのに、どうし
てそういう行為ができるのか信じられないし、
外国人がネパールのよさを壊しているところも
目に付く。それは、目に見えない部分も
広報も学生たちが自然とやっている行動で、外
部の人に伝えていけばいいと思う
大人が入ってくる機会が増えている気がする
もともと新聞を読むのが好きで、興味がある
今の時代に合わないものは変えていくべきだと
思っているし、それは、学生・生徒が自分たち
がすごしやすいようにしていけばいいと思う
戻れないけど、戻ってもいいのかなって気持ち
にさせてくれるような言葉「いってらっしゃ
い」を卒業式で言われる意味に気づかされた
地球規模の問題と
のつながり
特に、母の存在は大きい
友達に認めてもらいたい気持ちもある
自分がメインストリームから外れて特別なこと
をしていることが好きでもある
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両義性、どこかで正当
化すること
意識しているときは、何かをした後で、してい
るときはなかなか考えられないし、それを考え
てしまうと生活できない部分はある
ある意味、正当化する部分はあると思う
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ID 1E
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 友の会 親の意向
男子部での学び 勉強とフィールドとの
リンク
歴史、地理、産業
特に、産業
体操会
行事の雰囲気
一つの目的に向かう
みんなでやること
懇談
クラスに自分がどう思
われているのか
寮生活 寮生活
上級生が厳しく、つら
かった
友達の存在
自分の行いへの指摘
大学進学 最高学部進学 学部進学を考えた
学部でしたいこと 卒業式で卒業したかったから
学園新聞を改革したい
学部での学び みんなに会えること 食事の時間
リベラル・アーツ
学外での活動 アルバイト
地域との関わり 自主研究グループ（治水）
地域の環境フェスティバルに参加した
ゼミ 環境と経済、社会
数学のグラフ理論、社会学、経済学、被服学
話し合いに積極的に参加するタイプではなかっ
たから、クラスからどう思われているのかが気
になった
クラスメイト
自分の思いだけでつっぱしるな、お前の考えが
すべてじゃないって指摘をされた
みんなで集って食べるから、みんなに会える
受付から会場設営まで全部やること
体操が好きなわけではないけど、行事の雰囲気
が好きだった
中でも、高３のときの室長としての対応を指摘
してきた同級生には、はたと気づかされること
があった
母が友の会会員
全校みんなで一つの目的に向かってがんばるこ
と
勉強以外での記憶が多い
勉強とフィールドとのリンクがあった
初等部ではつか大根育てて、みんなで抜いたこ
と
果樹グループで、毎週楽しみだった。午後全部
その時間に割り当てられているから
就職活動中は昼には戻ってこれるようにしてい
た
いろんな教科が受けられるから、興味があるの
は取った
ここら辺の人は学園関係者が多いので、学園を
客観視することはできなかったけど、活動を知
らない人がいれば紹介した
上級生が厳しくて、毎週末に実家に戻るけど、
日曜日に寮に戻るのがつらかった
すべて実現させた
戻ってくると安心できた
卒業式でピアノを弾きたい
みんながいなかったら、今の自分はいないし、
みんなと一緒に生活できてよかったと思う
体操会の種目アナウンスをしたい
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学歴
特異性
学園のいいとこどり 「自由学園のいいとこどりをした４年間」
教養
閉鎖性、外部からの入
学者には賛成できない
挑戦 自分が思ったことを何でもできること
実現させてくれるサ
ポート
それをやらせてくれる環境はいい
働きかけること 掃除 抵抗ない
無性に今でも掃き掃除がしたくなる
他愛もない話
もしなければ、人任せ もしなければ、人任せにしてた感はある
学園特別実習 図書
学園をよくしてる思い
はない。お邪魔させて
もらっている。
卒業後 就職
非常用のバッテリーや電池を扱う会社
学園と社会との違
い
ギャップ
希薄な人間関係
結果重視、形式主義
キャリア支援室から紹介を受けて、今の会社に
決まった
社会のためと理念にあるから、それに向かって
みんながんばっているのかもしれないけど、形
だけ。自分の生活もあるから、個々の世界で、
人のことは構わない感じ
結果が重視されて、プロセスはどうでもいいか
ら判子だけまわってるような、形式ばったとこ
ろは多い
就職活動のときはハンディだとおもったけど、
社会に出てからは思ったことがない
違う生き方をしてきたこと、学園での生活を誇
りに思っているから、否定はしたくない
治水の研究につなげたくて、自然系と迷ったけ
ど、幅広い視点から考えてみたかった
実際、3.11があって、治水の研究はできなく
て、防災の研究をしたけど、今の仕事につな
がった
会社でも、男性社員が女性社員にお茶を入れて
もらって、そのまま退席するのは驚く。もし、
自分も学園でやってなかったら、そうなってた
かもしれない
もし、掃除を導入したら、社の雰囲気は変わる
と思うけど、仕事に直接関係ないから、浸透し
なさそう
学園をよくしているっていう思いはなかった。
特別実習は学園の担い手の一員にお邪魔させて
もらっている感じだった
講義は興味のあったものを何でもとれるから、
引き出しは増えた
会社はみんなでつくるというよりも、自分で何
とかするしかないという雰囲気
閉鎖的な環境をどうにかと思うけど、外から入
学者を入れてほしいとか、就職のための講座と
かを設けるとかはしてほしくない
自分の生き方も否定することになるし、学園も
否定することになるから
会社に対する理想はなかったけど、学園の生活
とのギャップは感じる
会社は自分のやっていることがすべてな感じ
で、横のつながりがなくて、話せてもない。人
のいないところで陰口を言って、話し合うこと
がない
しゃべりながらできたのが、好きだったのかな
先生や学園長も相談にのってくれて、実現させ
てくれるサポートもある
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他愛もない話がない、
つながりがない
学園の強み 環境 環境
一緒に暮らす
有機的なつながり
「みんなで感」
これからの自分の
あり方
会社での変える輪を広
げる
自分の居方 人に優しくありたい
人に優しく、オープン
でありたい
判断基準 直感
地球規模の問題と
のつながり
遠いけど、近い問題
自分一人の限界 自分でどうこうできる、言える問題ではない
意識の広がり
一緒に暮らす、生活してきたからそういう意識
になるのかもしれない
どこが始まりかもわからない、どれもなくした
らだめ
学園が言っている社会をよくする人を育てる、
実際に社会をよくしていくっていうことを少し
でも広げていきたい
誰とでも気軽に話したり、仲よくなって、知っ
てる人も増やしていきたい
まず基本は身の周りを整理することからとか、
自分の使ったものぐらい片づけるとか、それが
仕事にもつながるのかなと思う
掃除することで、仕事とまったく違う話ができ
るかもしれない。他愛もない話がないから、つ
ながりがない
社会人生活の中で実現させたいという環境に自
分たちがしないと絶対にかわらないので、少し
でも変えられる努力を自分の近い人から輪を広
げていく
自然環境とかではなくて、何か目的をもって、
みんなでやるっていう「みんなで感」
大きなベクトルが目標とかがあって、それに向
かってやったことが思い出になってる。そこに
みんなもいる
手の届かないところにあるけど、自分の属して
いる世界ではあるから、まったく影響がないわ
けではない
みんなに広がっていけば、実感としてわくかも
しれない
自分ができることは、節電とごみを出さないこ
と
何でもいいよっていうのは、ただの「いい人」
人に聞くけど、最終的には自分の直感で決める
相手のことをまず思って、自分の行動をしな
きゃいけない
相手のことを考えながら、自分の中にも人の意
見を取り入れて、人の認識とか見方を変えて対
応していきたい
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ID 2A
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 ものづくり 本人の意向
寮生活
学園を知った理由
男子部での学び 想定外 すべて想定外
恐怖
ラグビー ラグビー
学科嫌い、感性教育は
好きだった
小遠足 小遠足
つらさ、驚き
交流、楽しい
室長との出会い 新入生部屋の室長
「ミスター男子部」
真面目、忠実、生活の
基本、理想の姿
学校変容、最悪最底辺
からの変化
身の周りの問題に向き
合う、徐々に改善
ゼロに戻る、当たり前
つまらない男子部とい
い男子部
学外での活動 なし
大学進学 専門学校への進学 専門学校に進学しようとしてた
解放への要求
学部の扱いに対する疑
問
学部には行かないで、専門学校に行くって言っ
てた
男子部からも、人間関係からも解放できる場所
を探していた思いと、一歩出たいという感覚が
すごい強かった
大学卒の資格が取れないことに対する疑問が
あった。何のために学部に行くのか、何に役立
つのかわからなかった
木のもの作りができることを知って面白いなと
思った
寮生活に興味があった
一つひとつのやり取りが厳しかった
卒業後もその関係は変わらず、差が縮むことが
ない人
最悪最底辺の状況が何か少しずつ変わっていっ
て、自分たちが６年になるころに、よくすると
かを考えるような
６年の頃に、ゼロに戻って、そこからスタート
するために、当たり前のことを当たり前にでき
るようにするためにどうするべきかを考えた
つまらなくなった半面、すごいいい男子部に
なった。すごく難しいときだったと思う
中１から男子部内にある身の周りの問題につい
て向き合っていて、それが徐々に改善されて
いった
解放できる場所を探そうとしていたけど、見つ
からなかった
すごい真面目で忠実な人。生活の基本から理想
の形を見せてくれた人
母の知り合いに女子部卒業生がいたこと、小学
校のときに習っていたラグビースクールに初等
部の生徒がいたこと
楽しそうとか面白そうとかいう興味をもってい
たけど、初日の一日がすごく長かった。恐怖で
しかなかった
自分がやってたから。学科がすごい嫌いだった
から、得意な授業はないけど、ものを作ると
か、スポーツとかの感性教育は好きだった
学年の最後の最後にある行事で、それまでいろ
んなことを乗り越えてきて、まだあったかって
思った
普段あまり話さない子とかと話したり、遊んだ
りした。中１以降は一番楽しんでた行事
当時、ほかにはいなかっただろうって言われる
ような人、ミスター男子部
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2A
ハンディ、不安
学部での学び リベラル・アーツ
学歴への疑問、手放す
不安の継続 不安は今も持ち続けている
学部の４年間の証明の
仕方、自分の欠点
入学後のモチベーショ
ンの低さ、６年間の延
長
甘えていた４年間
ゼミ ゼミ 人間形成と教育
人と接する、社会福祉
学園生活を振り返る機
会
つなげる４年間 「次につなげる４年間」
興味・関心の深まり
学部の課題
内向性
それがすごくもったいない
もっと外を知ろう
自己完結
社会の状況を知ること
新しい機会の提供
働きかけること 自治区域での疑問
設計ミスの発見
機会の提供
わくわく感、面白さ
寮の暖炉使用
卒業後、どこかで問われることはないけど、学
部の４年間をどう証明するのか、自分にはまだ
欠けているから。それだけの行動をしてこれな
かった
力をつけたいなと思うことに対して、社会がど
うなのかを知ってほしいなと思う
そのためには、先生たちがそういう環境を与え
てほしい
中１の自治区域の時間に不思議に思った排水溝
排水できないことを疑問に思って、先生に相談
したら、学園の設計図をもとに一緒に確認して
くれて、設計ミスを見つけた
普通できないことをしたことへのわくわく感
と、そういうことができる面白さを知ったきっ
かけだった
ゼミの内容から、学園の生活を振り返られるよ
うな機会になると思ったから
どうしても内々で完結させようとしちゃってる
部分がある
例えば、男子部の椅子の自主研究は研究に値し
ない
同じ環境で長ければ１９年とかの時間を過ごし
ているから、そこで完結しちゃいがち
地域との関わり
学部入学した時点で、ある意味いらないって
思った
男子部６年間が一番学園に対していい時間だっ
たのに対して、学部４年間は甘ったれてた気が
する
自分の興味・関心をすごい深めさせてくれた
何も考えてなかった。６年間の延長に４年間が
あると思ってた。モチベーションが低くて、１
年生のときは何やりたいのかもわからないし、
できるのかもわからなかった
学部４年間が卒業後、どう活かされるのか、学
部卒がどう影響するのか、ハンディみたいな不
安を感じていた
勉強ができない自分は、やりたいことだったら
できるっていう自信があって、専門学校に行こ
うっていう甘い考えだった
自分の選んだ方向に勉強を傾けられるのはすご
いよかった
中１でできる仕事を先生が与えてくれて、壁に
穴をあけて排水させた
専門学校に行こうと思ってたのは、人と接する
仕事がしたかったら、社会福祉みたいなところ
に興味があったから。その方向に関われるゼミ
と思って、教育を選んだ
高３で寮長をしているときに、寮にあった暖炉
が使われていないのを、使えるようにした
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2A
場づくり、みんなに対
する取り組み
学部寮の風呂場改善
地域に対して
学園全体への変容な
し、活かせる場の欠如
海外 ネパールワークキャンプ
植林と子どもたちへの
教育
地すべりや水不足と関わっていること
学園の強み 自由学園をよくするた
めの入学許可
考える、行動する（能
動性）
「よくする」―合意形
成みたいなもの
目標達成や反応を気に
している
現在への影響―メン
バーからの評価が原動
力
進路 進学 専門学校への進学
学園との違い、詰め込
み教育だけど、自分の
関心に触れる内容
学園での学びを振り返
る２年間、無知な自分
への気づき
学部の中途半端さ
例、学部生による植林
は男子部の労働の延長
研究の希薄、キャンプ
化
自分のことや学園のことで知りたいことが多
かったから、卒業生とか関係者から昔の話を聞
くことが楽しかったし、実際知ることもできた
けど、活かせる場所が学園になかった。大人に
なればもっと社会に対してできることがあった
んじゃないかなって今考えると思う
身近なフィールドをもって働きかけるとこも
あったけど、自分は全然できていなかった
創立者やあそこを始めた宮嶋先生がやりたかっ
た形なのか、研究とか少なくて、キャンプに
なってしまっている
合意形成みたいなもの。みんなでいいと思って
いるから、自分一人がこれがいいっていう「よ
さ」に直結しない
「自由学園をよくするために、入学を許されま
した」っていうところ
入学式で創立１年目から言われ続けていること
で、そういうことができるっていうこと、自ら
考えて行動する人を育てたり、与えられたもの
だけを消化していく教育の現場じゃないことを
表しているから
すごい詰め込み教育だったけど、自分の気持ち
にストレートに触れる内容だったから、毎日楽
しかった。かなり充実していた
学園であれだけ木工や林業に関わることをたく
さんやっているのに、全然知らないんだってい
うことに気づかされた２年間だった
学部生が行ってる植林地は、日本一の森林を
持っている人の敷地を借りているにもかかわら
ず、学部生は男子部の労働の延長でしかない
学園でもっともっと勉強すれば、専門学校に行
かなくても、直接就職できたかもしれないって
思うぐらい、もったいない
はげ山にしておく危険性をネパールの子どもた
ちに教えて、植林をした
今の組織も委員会みたいなものだから、メン
バーに評価されること、望んでいることにこた
えていかなきゃいけない。そこが一番の原動力
になる。会社なら、それは株主かも
何か対象があって、その結果とか反応とかを気
にしてる気がする
いろんなポイントで、すごい疑問に思うことが
学部の中にはたくさんあるのに、男子部であん
なにできたことが学部になるとやらなくなるこ
とへの疑問が強かった
夕食後、みんなが集まる場を作って、自分自身
のことじゃなくて、みんなに対する何かができ
た
学部寮の風呂場にオイルヒーターをおいて、脱
衣所の床の老朽化を防いだ
専門的なことを学べるのに、中途半端な気がす
る
218
2A
学園へのこれからの働
きかけにつなげる
仕事 NPO法人 NPO法人
理想と現実とのギャッ
プ
自分だけで解決できな
い
しかけづくり
理想に近づけるために
考える
木に対する思い 学園での経験
実学
地球規模の問題の認識
価値が置かれていない
ことへの疑問
日本への興味の希薄
日本の魅力の認識と
人々の認識のギャップ
ニーズと資源の使い方
のミスマッチ
子育てへの影響と貢献
時間のかかる問題
学園での経験、ものづ
くり、愛着
自分で植えて育てて、先輩たちが育ててきたっ
ていうことに価値があまり感じられないことに
すごい疑問をもった
自分のフラストレーションは、木工の非常勤と
して関わるときに発散しようと思う
理想として、もっと日本の木を使えるようにし
たい、使ってほしいと思っていた
実際にはいろんな課題があって、それは自分だ
けでは解決できない部分で、ぎくしゃくする
必要とされないから使われないし作らないんだ
ろうと思うので、消費者に興味を持ってほしい
どうしたら理想に近づけられるか、いろんな方
向から考えることが必要で、それは、学園の経
験から感じる
学園で勉強してきて、いろんなところで木に触
れることが多かった
時代のニーズと森林資源の使い方がマッチして
いない
それは、木の価値を知っている人があまりにも
少なすぎると思った
最初の子育てをきっかけに、影響できたらいい
なと思う
でも、木の家具がいいといって、有名店の外国
産のものを買っている
中３の産業の時間に養豚を選んで、自分で作る
感じ、育てる感じとか、今食べてるものとかを
リアルに感じることがあった
木は食べ物じゃないから、育てる感じが伝わら
ないかもしれないけど、何十年も前に誰かが植
えた一本が大根よりも価値が低いって、なんで
だろうっていう素朴な疑問をもった
学園で学んだこと、木で物を作ったりして大事
にしたり、愛着がわいたから思うんだと思う
だから、遠くに見えている景色にしかならない
し、価値として感じられないんじゃないか
そのためのしかけを作ることが解決の鍵だと思
う
いろんな課題があって、まだまだ１年や２年
じゃ解決できる問題ではなくて、木が育ってき
た分、かかるような話なのかもしれない
日本の森に対して興味がないのは普通だと思っ
てて、でもそもそも日本に対しても興味がない
人が多いように感じた
日本の魅力って、森林率とか一番古い木の家が
あるとかに現れると思うけど、それを知らない
人たち
ネパールの問題が日本にもあること、また、日
本の皆伐を通してオーストラリアが被害を受け
ていることを、専門学校で学んだ。それを学園
で勉強できればよかった
森林、林産業、川下での消費までに結びつける
と、木の価値がほんとにない
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これからの自分の
あり方
人間関係が大切、自分
ができることをする
価値の問い直し 価値
小さな働きかけから関
わる
それが自分ができる関わりだと思う
木の価値を問い直したい
地球規模の問題と
のつながり
木を育てて切って、ものを作って、それを伝え
ていくことは自分ひとりではできないので、小
さな働きかけだけど、そこから木の価値を問い
直したい
人間関係が大事だと思うから、仕事抜きなら、
小さな町とか田舎で自分のできることをしてい
きたい
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ID 2B
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 寮生活 親の意向
母が初等部卒業
生活団には通った
寮生活に魅かれた
男子部での学び 寮生活 怖かった
怖かった
美術 美術
ものづくり
登山 登山
学園の特徴 あとにも先にもない経験
英語 英語
実用性への応用の困難
さ
筋トレ 筋トレ
大変
室長との出会い 室長
面倒見てくれる
会社のOB 会社のOB
アドバイス
大学進学 最高学部への進学 すんなりと決めた
受験をそもそも考えなかった
学部での学び 自由 自由
解放
学外での活動 アルバイト（塾講師）
中高生―楽、でも大
変、成果を求められる
成果を求められる学生だと思った
学園特別実習 図書
よくしている感覚なし よくしている感覚はない
当たり前 やること自体が普通になっているから
改善の気づき
日常への影響 図書館の使い方、ものの調べ方に役立った
２年の研究発表、学園
の源流を知る
中学入学したら、大学まで行って卒業するんだ
と思っていた
学園生ではない中高生を見て、楽な生活してる
なと思った
掃除も洗濯もしなくていいし、テレビもゲーム
もできる
男子部で縛られていたのもあって、学部で自由
度が高くなった印象があった
ただ、受験勉強しなくちゃいけないのは大変だ
なと思った
高３が、思った以上に怖かった
就職活動のときに、いろいろとアドバイスをい
ただいた
いろんな材料を先生が持ってきて、作るのは面
白かった
授業はわかるけど、実際使おうと思うとわから
なかった
入学当初、全然体力も筋力もないから、非常に
大変だった
入学してからいろいろ面倒見てくれる親代わり
のような存在
試験の点数が彼らにとってはすごい大事で、そ
れによって成績も決まる
活動しながら、こうしたらいいのにっていう気
づきはある
２年の研究発表のときに、『婦人之友』創刊前
の歴史を探り、学園の源流に迫れたことは面白
かった
学年平均以上の点を取らないと親に言われる
もし自分なら、勉強の虫になっていたと思う
いい大学に入るために必死に勉強してたと思う
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変わらないもののよさ
ゼミ 数理モデルとインターフェイス
３年のときに研究室のレイアウトを考えた
課題解決の勉強
基礎
学歴のハンディ
学部への貢献 「学園をよくした４年間」
学部が一番学園に貢献したと思う
ごみの減量のためのシ
ステムづくり
課題―現代社会に適用
性
今、散々会社で言われること
生活の中での気づきを
筋道立てて考えられる
ようにすること
進路 就職 IT
理想と現実とのギャッ
プ
学園との違い 違う
同世代がいない
価値観や考え方の違い
つらさへの対応 抗えない状況に対し
て、割り切る
他者に対して、目的の
共有
学園の強み 生徒主体 生徒主体
生徒が考える機会があ
る
自分でやる
誰もが知り合える、一
つの社会
就職活動が早く終わったのもあって、委員に就
くことが多くて、学園に貢献できたなと思う
学園では日々いろんな生活の中で気づきがある
から、課題を見つけてそれを解決するのは大事
だけど、それをちゃんと筋道立てて考えられる
ようになるといいと思う
学園生とは全く違う価値観や考え方をしている
人が多い
周囲に同世代がいないのが一番大きい
あるところはあるんだと思う
社会に出て使える人材をつくるみたいなことを
うたっているので、それを具体化するようなカ
リキュラムを入れてもいいんじゃないか
研究室の課題とそれを解決するために何が必要
か考えて、実際に作っていく一連の課題解決の
勉強をした
数学のほうは、幾何学の勉強で、多面体を数学
的に理論だてて知っていく、基礎を勉強した
自分はあからさまに感じたことがない
何かやらなきゃいけない目的意識を達成させる
ために、どういうことができるかを考えて、そ
れを出していくようにした
学園の友達のように、気心も知れられる関係を
築けるようになると思う
物事を主張するときには、ちゃんと筋道立て
て、説得力のある話し方で説明できるようにし
なさいってこと
割り切るしかない、やるしかない
一本変わらない軸があるのはすごいいいなって
思う
小さい学校だから、誰もが知り合えている一つ
の社会が形成されているところ
例えば、生活環境委員でごみを減らすためのシ
ステムをつくって、実際にごみを減らした
学園をよくするための思想、生徒主体の学校で
あるという学園の根幹となる前提が崩れないよ
うな変更ならいい
いろんな場で生徒が考える機会がある。それを
先生がやったら、何か違うなって思う
仕事してるときは、この人がどういう人かは考
えない、モードが違う感じがする
自分でやるっていうこと
自分のやりたい仕事にはつけないんだなって
思った。今となっては仕事に慣れたので、何に
も感じていない
自分はあんまり気にしないタイプかもしれない
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機会の提供
協調性
利他的な思考
地球規模の問題と
のつながり
地球よりも、自分のた
め
判断基準 自分へのメリット
楽しい経験 楽しい経験ができるか
これからの自分の
あり方
会社において、お客さ
んの役に立っている実
感をしたい
自分自身において、オ
ンとオフとの切り替え
をする
グループで何をやるという場が大量に用意され
ていること
オンとオフを切り替えて、オフは好きなことし
たい
その分をオンで仕事に還元できればいいと思う
配慮というか、どっちかというと地球のためよ
りも自分のために、節水とか節電する。支払う
料金を上げないようにするため
お客さんに一番よい結果をもたらすためにどう
すればいいかっていう視点で自然に考えられる
ところ
周りの人と協調し合えるところ
自分がどれだけのメリットを享受できるかを考
える
会社に対して貢献できる人間でありたい。自分
がした仕事でお客さんの役に立っているってい
う実感したい
大きなプロジェクトをするときとか、夢のある
経験ができるとか
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ID 2C
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 友の会 親と本人の意向
母が友の会会員
女子部での学び 寮生活
異年齢の人と同じ部屋
社会系 社会系
実学
委員 高３の寮長
考えたり悩んだりした
体操会 体操会
みんなで
競技的じゃない
体の動かし方
友達との出会い
つらさ―委員 寮長
自分だけ寮全体のこと
を考える
つらさ―足ならし
同じ道で楽しみがない
数学嫌い 数学
先生はいい先生
大学進学 最高学部への進学
専門的に勉強したいわ
けじゃないから
学部での学び びっくり 正直、びっくりした
学生の変化に驚く
卒業旅行 ２回の卒業旅行
毎年同じ場所だから、道を知っていて、楽しみ
がなかった
わりとすんなり思った
女子部は何をやるにも明確なルールがあって、
それをやってきた人たちがこんなに適当になる
のがびっくりだった
２年課程に行っていたので、３年編入だった
帰りたいって思った
体操が好きで、芝生で体操できるのも好きだっ
た
親に紹介されたこと、料理と裁縫が好きだった
から、授業の中でできるのが魅力的だった
寮だったので、初対面の人と話せなかったか
ら、異年齢の人と同じ部屋だったから、でも
思ったより厳しくなかった
毎朝、百葉箱で気温と湿度と降水量を調べて報
告する当番でもあったから
特に気象の授業で、天気図描く授業が印象に
残っている
絶対にやらないと思ってたのに、委員候補メン
バーを見てもしかたらって思った。高３で学校
のこともいろいろあるのに、寮のこともあっ
て、一番考えたり悩んだりしたときだった
体操会に向けて、午後授業が全部授業になって
みんなで頑張ろうってやってくのが好きだった
どう動かしたらきれいに見えるかがだんだんわ
かるようになってくるとうれしかった
外に行こうかと思ったけど、別に何か専門的に
勉強しなくちゃいけないわけじゃないから、っ
て考えたら、学部で学んでもいいなと思った
単に嫌いだった。基本的に先生はいい先生だっ
た
登山の足ならし
競技的じゃない
中１で同じ部屋になった同級生
新入生が入ってくる時期だったから、みんなも
学校と新入生のこと考えてるけど、自分だけ寮
全体のことを考えなきゃいけなかった
彼女がいなかったら、学園での生活はつらかっ
たと思う
自分のことを一緒に考えてくれる人がいないと
か落ち込んでいた
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自由学園の歴史を実
感、友達との共通経
験・意見の共有
ゼミ 文化
残りの時間
考えること
学部―理想と現実との
ギャップ
自己変容―俯瞰的な視
点
リベラル・アーツ 学部になって、自分で選べるようになった
視点の広がり
経験できる機会の提供
課題、個人の時間
みんなで一緒にやるこ
と
働きかけること 掃除 抵抗なし
面倒
やらないことへの罪悪
感
業者委託したら反対 反対
本末転倒
学園特別実習 図書
利用者から運営側を経
験できる機会
理想と現実の自分の間にギャップがあった、理
想に近づいていく努力もそこまでできなかった
物事を俯瞰できる、視点を切り替えてみること
ができるようになった
全部自分の責任でやらなければいけないので、
視点が広くなったと思う
全部自分たちがやってるとか、やらされてる感
が強いけど、それは経験させてもらってること
がたくさんあること
何を選ぶかを考えること
学部までが一番考えて生きていた
選択の自由が広がって、その中から自分がいい
と思うことを選ぶ
学生の話を聞くことができた、いろんな経験を
積み重ねて、感じたこととか考えたことだった
行事が最後になるから、一個一個大事にしてい
きたいと思っていた
意識的に、礼拝に行こうと思っていた
いろんなことを考えていたほうがいいと思った
考えるのって、やらないとできなくなると思っ
た
学部の特徴、自分で考
えること 強制ではなく、どうやったら参加できるか考え
ること
同じように過ごしてきたはずなのに、こんなに
違いが生まれるのかがわかるようになった
個人の時間をもっと大事にしてもいいと思う
フォローしてもらえる環境で大丈夫って言って
くれる人がいるときに、成功も失敗もできるの
は運がいい
学園生としてみんなで一緒にやるなら、そこは
もっとちゃんと大事にしていく
『婦人之友』の資料整理はどう記録に残すか、
どうすれば利用者が使いやすくなるかを考え
て、学園の運営の一環を担っているって言われ
ていた
２年生のときに行った卒業旅行が、今までの歴
史があるからいけるようなところばかりで、そ
れを友達と一緒にいける共通経験にできたこと
がよかった
同じところに行って、みんなが違うことを感じ
て、それを共有できるって意識で行けたことが
よかった
正直面倒くさいから、やらない人もいる
自分は、ずっとやってきたことだから、やらな
いことに対する罪悪感があった
女子部生、男子部生が見てるから、高校まで当
たり前にできてたことが大学生になってやらな
くなるのは違う
学部で業者に頼むなら、全部頼んでしまったほ
うがいいけど、それは本末転倒かと思う
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利用者側から運営側に携われる機会だった
小さいところからの関
わり
一部で携わっているこ
と。機会の平等
やらしてもらっている
与えられた使命を全う
する
よくなってほしい
変えることは無理
小さいことの積み重ね 小さいことの積み重ね
学園生としてのプレッ
シャー
進路 就職
仕事
どこまであきらめてもらうかを考える
予防、備え
学園との違い、達成感
これからの自分の
あり方
会社において、責任が
取れること
自分自身において、穏
やかに、優しい人
みんなが同じところを目指して行っていればで
きるかもしれないけど、仕事は仕事なので難し
い
今の上司が理想の上司なので、自分の下に人が
つくようになったら、ちゃんと責任がとれる人
になりたい
抗えないものに対して
（年配の方）
わかってもらうための情報を集めなければなら
ない。２回目を繰り返さないようにも
つなぎ役なので、どっちでもいいことがある。
でも、何とかせねばその後の先が困ることもあ
る
学園を変えるのはたぶん無理
穏やかに生きていきたい、優しい人になりたい
ここで自分が投げたら、目の前の人はわからな
いままで、同じことを繰り返す、それも効率が
悪いから、次につなげるためにどっかでならな
きゃいけない
学園は、自分たちが参加する行事を成功させる
なり、やり切るためにやってる。でも、会社は
利益を上げるためにやってると、達成感を感じ
ることが難しい
理想はそうかもしれないけど、現実は無理だと
いうこともあるから、それをわかってもらわな
ければならない
中１から委員会に携わって、小さいところから
関わっている
自由学園が栄えていた頃の人たちの思いに応え
なきゃいけないっていう学園生としてのプレッ
シャーも感じる
キリスト教の学校だからだと思うけど、学園生
としての意識が高かったから、与えられた使命
を全うしているっていう考え方をする人がい
て、そこでずっとしてきているからそうなるん
だと思う
よくなってほしいとは思っていた。それが正し
いかどうかはわからないから
仕事が決まっていて、それ以外はしなくてい
いっていうような会社では働きたくなかった
ちゃんと人間関係つくれる職場がいいと思って
いた
上司に恵まれた。全体を通して、そんなに嫌で
はない
自分がやっているっていうよりも、やらしても
らっているっていう感覚だった
学園の運営を考えなきゃいけないときに、一部
でも自分が携わっていればもっと変えたいと
か、こうしたほうがいいとか意見としていえる
と思う。みんなグループは違うけど、平等に機
会は与えてもらっている
ほぼ理想通りの職場
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基盤をもっていること
厳しくも優しいこと
判断基準 今までの経験
学歴のハンディ
覚悟
努力の差
特異な教育への引け目
はない
学園の強み 面倒くさいこと
意味がある
地球規模の問題と
のつながり
知らない人だから、で
きること
わざわざ面倒くさいことをやることに意味があ
るのかなって思ってた
働き始めてから、意識することが全然ない。変
わった教育を受けてきたことへの引け目はない
あえて面倒くさいことさせること
何でもいいよって言う人は甘いだけだから、甘
やかすのではなく、厳しくも優しい人になりた
い
自分が助けてもらったから今ここにいると思う
から、今までの経験が判断の基準になると思う
それをやらなくてもできる環境の中でも残して
きたこと
何か考えの基盤みたいなものをもっていて、そ
れを基準によし悪しを判断している人
もしそこで苦労したくないのであれば、高校の
ときに勉強する。どこで自分が努力するかの差
だと思う
学部進学を決めた時点で、就職のときに苦労す
るしかない
就職活動のときに意識した
遠い世界の話のような気がする。自分の近いと
ころにいる人って、国籍とか関係なくて、知ら
ない人に対してだから、できることがある
掃除もご飯炊くのも、裁縫やるのも正直面倒く
さい
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ID 2D
焦点的コーディング オープン・コーディング
志望動機 友の会
キャンパス、昼食のお
いしさ
女子部での学び 寮生活
大変
自分でやることになれ
ること
美術
ものづくり、実学
懇談の時間
共通経験
小学校とのギャップに
驚く
委員
何もできないことへの
気づき
思い込み、自分に対す
る言い訳
委員
下級生への対応の難し
さ、苦悩
つらかったこと
嫌いな授業
先生たちの丁寧な対応
女子部の課題 ない
女子部の特徴
大学進学 最高学部への進学
学外への憧れ、やりた
いことがない
学部への期待、英語
自由、共学に対する居
心地の悪さ、女子部と
の違い
学部での学び 掃除
さぼる人もいる
面倒
苦手な科目が嫌いにならなかったのは、補習を
設けるなどして、先生たちがすごく丁寧につき
合ってくれたからだと思う
女子部みたいに絶対やんなきゃいけないとか、
やんないと誰かに言われるという感じじゃな
かったから、さぼってる人もいた
面倒くさいなと思うときに、さぼるときもあっ
た
文書セグメント
親と本人の意向
特にない
特にない
寮長だったから、自分ばかりが大変だと思い込
んでて、寮長であることを理由に自分に対する
言い訳をしていた
１学期は寮が嫌いな子が集まるような部屋の室
長をやって、その室員の対応に追われた
本人にわからせることの難しさ、苦悩って感じ
だった。だんだんその室員も変わってきて、任
期を終えることができた
中１の１学期の終わり頃に、一人の子がクラス
で気になったことがあったみたいで、そのこと
について話し出したら、最終的にその子が泣き
出してしまった。それを聞いていたみんなまで
泣き出して、クラスで泣いたことがあった
小学校のときは、そんな時間自体がないから、
その一体感に驚いた、すごく仲よくなっている
感じがした
洗濯とか自分でやりだすので、一杯いっぱい
だった
美術
動物のぬいぐるみを作った。図鑑を見て、型紙
を作って、手縫いでつくった
懇談の時間
学校説明会に行ったときに、キャンパスがいい
なと思ったことと、昼食がすごくおいしかった
母親が友の会だった
最初はホームシックだった
生活に慣れるのが大変
女子部できっちり時間が決まっていたのが、急
に授業以外は自由になるのと、男子がいること
に対する居心地の悪さがあった。女子部と違う
空気を感じていた
高３での寮長
問題が発生しても、自分が何もできないという
ことに気づかされた
厳しさが女子部らしいと思う
悩んだけど、学部進学を希望
学園以外への憧れだったから、これといってや
りたいこともなかったので、学部でやりたいこ
とを探せばいいと思った
英語の勉強がんばろうかなと思ったぐらい
抵抗ない
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自分が扱う場所をきれ
いにするのは、学生も
社会人もやること
気づき、するかしない
かの選択の下地づくり
学園特別実習 食
楽しい、当たり前だっ
た
ゼミ
生活と密着
先生の存在
力を抜くことができた
ゼミ
学外との関わり
学部の特徴
面倒、顔合わせる
別々、つながり
一か所にみんなが集ま
ること
孤立することはない
悩む４年間
生きてる意味
反学部的な学生
学部の課題
社会との関わり、視野
の広がり
閉鎖性
人とのつながりを作る上で、どこか一カ所はみ
んなで集まるのがあるのは大事。面倒だけど
お金払ってる分もったいないって思うし、拘束
されてるみたいな感じもするけど、友達できな
くて、孤立することはない
学部みたいに、基本的にはバラバラなときだか
らこそ、普通の家庭でご飯はみんなで食べよう
ねみたいなのと同じ感じ
４年間わりと悩んで終わったみたいな感じ。逆
に女子部のときまで悩まな過ぎた
生きてる意味みたいな
勉強したいことがあって来てるわけではないの
で、何しに毎日時間をかけてきてるんだろうっ
て、反学部的な学生だった
何のために今ここに来てるのかって悩んでた
ライフスタイル
美術が好きで、美術系のことを論文で扱いたい
と思っていた
自分の生活と密着したことで研究できたらいい
なと思ったから
自分が扱う場所をきれいにするのは、学生だか
らやるんじゃなくて、社会人になってもきれい
にしなきゃいけない
掃除してると、汚いところに気づいて自分でや
る、別にやらなくてもいいこともするのかしな
いのかの選択は、社会に出てもあると思う。そ
の下地をつくっていたと思う
先生が好感持てた人で、あの先生だったから、
続けられたと思う。一時期学部をやめようかと
思ったときもあったから
楽しくやっていた。別に大学生になってまでこ
んなことしなきゃいけないという感じもなく、
自分が学園を支えているという感じでもなく、
当たり前にやる感じだった
ゼミの先生が、こうあらねばならないとかいう
先生ではなかったことと、ゼミ生も真面目にや
りすぎなくてもいいんじゃないっていうタイプ
もいたことは、「スーツ軍団」から抜けてもい
いかなって思ったきっかけだった
なし
学園生同士しかわからないこともあるけど、学
園のことしかわからないのはどうかと思う
システム
学園外の人も入ってくる環境のほうが、学生の
視野は広がる。社会との関わりをもつ
掃除と昼食
学食じゃないので、時間が決まってて、みんな
がその時間に来て、食べること
面倒くさいときもあったけど、あれがあったか
ら、嫌でも誰かと顔を合わせなきゃいけない
みんな別々に行動してるけど、どこかしらでな
んとなくつながりがあるみたいな感じになって
た
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各種学校でいる意味の
不明さ
学部の扱い
学園の社会的認知不足
学部の客観視
進路 資格取得準備中、やり
たいことをする
学歴への後ろめたさ、
リベラル・アーツの課
題
就職活動への疑問
勉強不足
学部での学びを表現で
きない
「見える学力」不足
就活をやめてからも不
安、アピールの足りな
さ
現在 資格取得準備中
女性にはよい
不安だけど、捨てるも
のは何もない
後悔したくない
楽観性
学園の強み 自主性
自分で考える、機会の
提供
学園の課題 学外へのアピール
学園での10年間
これからの自分の 仕事において
そういうことがいい方向につながるのかなって
思う
学部卒業したので、もう捨てるものがないって
思いながら、第二新卒ということを考えて不安
もある
就職活動とか、他大学の学祭で、自分がやりた
いことをやってる人たちの姿を見てたら、いい
なと思った
３年生ぐらいから、決まった専門の勉強をして
いるわけではないことに対する後ろめたさが
あった
結局、自分が何を勉強しているのか、決まった
答えがないので、それに悩み始めた
就職活動そのものにも違和感を持った
資格取得（司法書士）準備中
女性にはいい仕事なのかなと思った
就職活動をやめても、楽になることはなく、こ
の先が見えない感じもあった。結局は自分のア
ピールがうまくなかったことを感じていた
自分はもっと勉強しなきゃいけないんじゃない
のかなって思った。就職活動を通して、自分は
何もできないということを思った
就職活動
学部の外と中、自分との違い、ギャップを感じ
てたほうが、より自分に合ったことが考えられ
るんじゃないかなと思う
学部のいいところもよくないところも意識して
たほうが今後につながっていくと思う
大学として就職活動をしていいといわれるもの
の、企業側の認識がないので、そのギャップの
埋め合わせをどう捉えればいいのか、考えた
学生に変な負担がかかるのはなくしたほうがい
い
ハンディを感じる
学部は楽しかったし、ほかの大学生がやってな
いいいところもあるんだろうなとは思っていた
けど、それをうまく表現できない自分がいた
学歴や偏差値、受験など、いわゆる一般的に見
られるところで自分は足りなんだなって考えた
各種学校でいる意味がこの時代においていまい
ちわからない
社会とのギャップの認
知の低さ
学園の10年間は「考え抜いた10年間」
学園の外も見たほうがいい
悩むんだったらやったほうがいいので、どうに
かなると思って始めた
ここで自分はやらないと、後悔するっていうの
があって、今まで勉強しなかった分をここでし
ろっていう感じかなって思う
アピール力
困っている人の助けになりたい
生徒の自主性
自分で考えて何かすることが大事。人任せと
か、言われたらやるとかじゃなくて、なぜやら
なきゃいけないのか、なぜ自分がこうしたいの
かを考える場面がやたらとある
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あり方 困っている人の助け
自分自身において 自由人になりたい
自由人、組織に拘束さ
れない
生活を自分で決める
社会貢献
少数派
学園でのつらさが人の
ためになれたらへ
クラスメートとの出会 クラスの子
何でも話せちゃう
働きかけること 芝刈り 高１の芝の係り
景観づくり
昼食づくり 昼食づくり
委員 寮長
管理
先生との話し合い、運
営を実感
関心をもつこと
節水
日々の行い
学園とは 考え方の基盤
考える方向性
特殊な環境、人格に影
響
自由にしつつ、ちゃんと社会貢献したい
10代の多感な時期に、ああいう特殊な環境に置
かれて、いろいろ考えてきたことが自分の人格
に影響しているのは確実にある
問題に関心をもつことで、直接的にできないか
もしれないけど、みんなにそういう意識があっ
たら、いいほうに行くんじゃないかと思う
やろうと思えば何でも
節水にもつながるし、洗剤の使う量も減る
食器をゴムべらにかけてから洗うこと
考え方の基盤が作られた場所
考える方向性が作られた
力になれることがあれば、利益がいい仕事より
も、自分の持ってる資格でなるなら、助けるよ
うな仕事ができたらいいなと思う
あんまり組織に縛られない人になりたい
自分の生活は自分で決めたい
地球規模の問題と
のつながり
今まで少数派だったので、組織に入らなくても
いいって思える
人のためになれたらいいなっていうのは、学園
のつらかった経験とか、そのときに誰かに助け
てもらった経験があるからだと思う
寮長と担当の先生で話し合いするときに、運営
していることを実感した
戸締りの確認して、みんなを守ってることを感
じる
そういう仲間がたくさんできたことは、特別だ
と思う
芝刈りとか、植え替えとか、雑草抜くとか、い
ろいろあるんだけど、目に見えて、学園のきれ
いな景観をつくってるのは自分たちだっていう
のがあった
自分たちが作ってるから、みんなで食べられる
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ID 2E
焦点的コーディング オープン・コーディング
志望動機 姉妹が在学生
楽しさ、自分でやって
る姿
女子部での学び 寮生活
厳しさ
温かい、楽しいだけ
じゃない
忙しい、覚えることが
多い
自治寮、運営
慣れることで一杯
委員
みんなのためにって言
う生活
料理、裁縫
小学校の受け身の授
業、自分で考えたり、
疑問に思ったりするこ
とがなかった
学園は能動的な授業、
一つの方法だけではな
い、多様な方法、選択
する学び
友達が財産、大事
退学者が出たときのつ
らさ
課題
大切な出会い
大学進学 悩んだ
クラスメイト
いろんな外の世界とつながっていること、閉ざ
されていること
自治寮。大人がいない寮で、生徒だけで運営し
ていく
一年目は追われていて、気づいたら一年。一年
目は慣れるので、一杯いっぱい
小学校の頃は、ただ先生が授業をして、それを
聞いて、勉強して、テストを受けてっていう受
け身な授業だった。ただ聞いて、それを覚える
だったり、裁縫、家庭科とかだと、もう作る物
が決まっていて、全部この手順でこうやりま
すっていうふうに説明されて、それをやってで
きればOKみたいなところがあって。自分で特
に考えたり疑問に思ったりすることがなかった
例えば裁縫だと、一応こういう順序でやるって
いう方法は教えてもらうけど、一つのことを学
ぶのに、一つの方法だけじゃなくて、いくつか
方法があって、どれを自分が選ぶかっていうと
こから学んで、能動的な授業というか
結構考えた
中等科と高１まではただただ自分の生活とか、
追われるというか、それで一杯いっぱいだっ
た。高２に委員が回ってきた
自分よりも生活がすべて、学校とかみんなのた
めに、っていう生活にその期間は入って。その
経験が一番大きいような気がする
料理、裁縫
寮生だったので、常に周りに誰かがいる環境で
24時間過ごしてて、もちろん楽しくもあり、い
ろんな経験してきた友達はすごいかけがえな
い、今でも私の財産っていうか、大事なもの
途中で辞めちゃう子もいたし。その子を失うこ
とになっちゃったときは、つらかった
忙しくて、覚えることも、勉強だけでなくて、
生活のこととか、寮の約束事とか
文書セグメント
本人の意向
姉が帰ってくる度に学園の楽しい話とかしてく
れて。それまですべて親がやっていたことを自
分でやってる姿を見て、私もやりたいと思った
ちょっと違った
厳しさ
温かい面もあったけど、ただ楽しいだけじゃな
い
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本当に自分のやりたい
ことをやりたかった、
受験をしていない劣等
感、焦り
学部生と話して、学部
への進学を決意。リベ
ラルアーツ
学部での学び 自由
責任
学園特別実習、体を動
かせる
過酷
自分のためだけじゃな
い時間、学園と向き合
う時間、自分の利益以
外の時間
自由を履き違えるこ
と、自分勝手に生きる
こと。みんなのことを
考えられなくなる。立
ち止まって考える
団体への所属
掃除、疑問もたない
誰かがきれいにしてい
ることを考えてなかっ
た
自然にできることの大
切さ
ゼミ
過酷。楽しまないとやってられない
他の授業は自分のことばっかり考えて、実習で
唯一、学園のこととかみんなのこととか、自分
の学びたいこととか利益とかのため以外の時間
を過ごせた。今女子部は、どうなってるとか見
れたりとか、女子部生と接したりとか、そうい
う時間にはなってた。自分は学園に属してるこ
ととか、自分のためだけじゃない時間、学園と
向き合う時間、みんなとか団体と向き合う時間
が得れた
団体から抜けて、それぞれ自分で何でも選べる
ようになったときに、人っていきなり自由にな
ると、それをはき違えちゃうことってある。自
分勝手に生きちゃうとか。みんなのこと考えら
れなくなるとか。そういうのを立ち止まって、
自分は一人で好き勝手生きていいわけじゃない
（笑）って
個人が集まって団体になるって意識
個人あっての団体に変わった
疑問をもたなかった、自分が汚したところ、
使ってるところは、自分が掃除する。自然と
やってた
社会人になって、誰かがきれいにしてくれてる
なんて考えてなかったけど、掃除してくれてた
んだなって思う
自分の環境は自分で整えるっていうのを自然に
できるって大切
ライフスタイル
全部自分に任されてるんだなって感じ
団体って枠が抜け、なくなったから、すごく自
由。もう子どもじゃないんだなというか、自分
のことに責任をもたなきゃという思い
樹木庭園。何か体を動かすのがいいと思った。
女子部の時に、木を切ってる学部生が楽しそう
だったから。あと、終わった後にみんなでアイ
スとか食べてて、いいなと思った
中高は、団体の中にいる自分。でも自分の想い
とかやりたいこととかできないこともたくさん
あって。当時は学園とか女子部とかから離れ
て、本当に自分のやりたいこととかだけを熱中
したいって思ってる時期。もう１つは、学園の
勉強ってすごく独特、受験のための勉強ではな
いので、当時は焦りというか。やっていない自
分に心配というか劣等感みたいなものを抱いて
いるときもあって。このまんまで自分は（笑）
いいのかなって思う時期
みんなが勉強しているようなことをきちんと自
分も勉強したいっていうのは、そのまま学部で
もできること。知識を得たいなら勉強すればい
いし。女子部では団体の中の個人っていう意識
が強いんですけど、学部入ると、個人が集まっ
て団体になる感覚があるというのを学部生と話
して感じて、別に自分が目指してたのは、他の
大学に行くことではなかったなって思って。い
ろいろなもの勉強するっていうことで、学園の
教育の最終段階に進むことを選んだ
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振り返り
学部の位置づけ
理想と自分の現実に葛藤していた６年間
学部の教育の意義、変
えるチャンス
学部のよさ
リベラル・アーツ、い
ろんなものに触れられ
ること、みんなのため
に何かをする時間
学部生へのメッセー
ジ、いろんな生き方を
知ること、自分の生き
方を考える４年間にし
たらいい
働きかけること
当たり前と思わない
気づき
みんなで使ってる意識
進路 就職
働く前の思いとの
ギャップ、社会をよく
したい
学園での学び 学園の10年：アイデ
ンティティの確立
つらさへの対応 わかり合えない他者へ
の対応
考えを埋める
学園の強み 自治
自分でする、整える
先生がいない環境
これからの自分の
あり方
仕事において、社会人
と学園とのかけ橋
振り返る機会の提供
楽しく生きる
関係性地球規模の問題と
が
自分とまったく関係がないこととは思わない
自信がついた４年間。自分を受け入れた期間
いろんなことを変えられるチャンスがあったの
かもしれない
アイデンティティの確立
しょうがない。その人の考えに無理に合わせよ
うとしない、その人の考えって受け止める
攻撃はしないけど、疎遠になるかもしれない。
仕事を一緒にするなら、お互いの考えを埋めて
いくしかない
大きな変化はない
当たり前のことを当たり前って思わないこと
小さな学校だから限りがあるけど、自分が学び
たいときにそれを実現する場がある。気づく機
会がたくさん与えられていた
自分をおごってはならないこと
いろんな生き方があること、世の中にはいろん
な人がいるから、多くの人と触れることも大
事。自分がどういう生き方をしたいかって真剣
に考えることが４年間のうちにできるといい
楽しく生きていきたい。友達も大事にしたい。
本質とか大事なことは見失わないように生きて
いきたい
生きていく中で自分のことは自分でする、自分
の生きていく環境は自分で整えるっていうこと
は、与えられるわけではないから
自分がどういうことを学んできて、これからど
う生きていきたいのかを考えるため
自由学園の食教育について論文を書いた
自分を知った
自分のいる社会をよくできる人になりなさいっ
ていう教育理念を、社会に出たと同時に忘れて
しまいがちだから、自分がかけ橋となれればい
いかなと思う
自分が受けてきた学びを振り返る機会を提供し
たい
気がつく人が掃除すること、何か気づいて言え
ば、ちょっとずつ変わる。気づくことで自治が
保たれる
意識の中でみんなで使ってるとかいうのがある
かもしれない
働きたい業種も決まっていなかった、とりあえ
ずの駄目な選択
自分の働く社会をよくしたり、できればいいか
なくらいの軽い動機だった。社会に役立てれば
いいと思っていた
リベラル・アーツ。専門職はないけど、いろい
ろなものに触れられたのがいいことだった。い
ろいろなものに触れられる機会と、自分のやり
たいことだけでなくて、みんなのことを考えた
り、みんなのために何かやるっていう時間が授
業としてあったことは、大事だった
234
2E
日々の行い 全部が全部つながってるのつながり
フェアトレードの商品を買う
けどいつも買うわけではない
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ID 3A
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 兄弟が在学生 親と本人の意向
いじめからの逃げ
男子部での学び つらさ 中等科のときのいじめ
耐える 「耐える、ひたすら我慢する」
不登校、中等科1年の３学期
友達の存在、再登校
新年度（２年生）から通学になる
３年生
先生の助言 「君自身も一歩歩んでみたらどうか。」
一歩を踏み出すための一言をくれた担任の先生
後輩の存在を通した自
己承認
憧れの室長の姿として、受け止められたこと
自分の変化
存在確認 ラグビー
輝く
課外活動 名栗・海山・那須の学外活動（中高大）
疲れと喜び、達成感
相補関係
みんなの助けになれた
協調性 協調性
組織内での効率的な仕事の仕方を学べた
一人の限界、みんなで
やること
基盤形成
大学進学 最高学部への進学 最高学部
低い学力 他校からみると、学園のレベルが低い
他大学への興味ない 他大学に行く気がなかった
リベラル・アーツ 学部でやりたいことができると聞いた
慣れ
学部での学び 離れがたい よかったと思う
小学校の時のいじめが原因で地元中学への進学
ではなく（「逃げる」）、兄の通う学園での生
活に期待した
今の捉え方：関心のあるいじり、小学校のとき
は「排斥」、「外に追い出そう」
当時の対応：室長に相談、母親に告げる、いじ
めた子へもやめるように促す（効果なし）
母親から、継続して通学するかやめるかの選択
を狭まれる
学びとるための、置くための位置ができた。そ
の上に、授業で学んだことを入れるみたいな感
じ
疲れてても、みんなの顔がすごく楽しそうだっ
た
当時の体型が重宝され、そのときばかりは僕が
輝くって思ってた
土木作業の疲れでも、一日が終わったあとの喜
びと達成感
クラス一人ひとりの相補関係（できる人がそれ
ぞれできる分野で活躍する）
絶対一人じゃできない、みんなで必ずやらな
きゃいけないこと
高等科新入生として入ってきた彼への対応を通
して、自分の存在が認められた
徐々に、コミュニケ―ションを取れるようにな
る
数名の話の合う友達の存在を頼りに、学校に行
き始める
修養会で、自分の気持ちを言うようになる。(怖
いながらも）
その後、友達じゃない人たちとも接するように
心がける
学園の生活に慣れてたから、離れようって思わ
なかった
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なぜかわからない
いやなことばかりだけど、「離れがたい」
クラスの雰囲気があってるのかもしれない
深く干渉しない
うべだけのつき合いとも言えるかも
ばらばらだけど、気がつくとなんかいる
視座の転換 キリスト教
ネットを活用した学園のブランド戦略
個人的な場
中高は、団体で動くとか、みんなでするとか
地域への関わり 特別実習
学園特別活動 市役所で、自然と水の関わりについて話した
当たり前 当たり前のことをした
流し 先生の指示に従っただけ
掃除 抵抗ない
中高の延長
気まぐれにやったり、さぼったり
学園特別活動 グループで課題に向き合う
グループ活動 授業とは違う
面倒
植林活動 海山での植林
学園での学び 自分の変化
多角的な視野 いろんな側面から捉えられるようになった
鈍感 反面、言葉への反応が鈍くなった
いい思い出なんて欠片しかない
働きかけること 現状の肯定
伝統
学問的な証明
家庭と学校の統合
生活の営みの一部 生活の営みのなかに学校がある
切り離してない
つらさへの対応 不安定な社会に対して 就職できなかったら、やだなっていうぐらい
就職への不安 不安だからテンパっても、どうにもならない
楽観性 のらりくらりと生きてたほうが、なんとかなる
ある程度のことはできる
手放す
ローリスク、ローリ
ターンだけど、緩めが
いい
わかりあえない他者 自分からは関わろうとしない
学園がかわることを強く思ったことはない
卒業論文を通した働き
かけ 学園の一般認知度がないから、そのブランド力
を上げる
全部受け止められなかったら、捨てればいい
肩肘張りつづけても、生きていけない、とがっ
てばかりいてもだめ
卒業論文を通して、いいのがあれば、先生たち
の目に留まるかも
母も兄も卒業生だから、学校の生活の延長に家
庭がある
面倒くさいけど、グループ内で話しながら取り
組む
例、土木作業、植物の知識、湧水の場所を知っ
ているから、なんとかなる
築きあげられた伝統を大事に守っていく学園
強く変えようと思ったことはない
学部は個人的な場。団体意識が薄れる。個が重
視される
自分の中の痛みも傷もすくない、その代わりも
らえるお小遣いも少ないかもだけど、のらりく
らりのほうがいい
いじめを通して、自分の考え方や受け止め方の
変化があった
いじめの記憶が常に手の届く範囲にある
それまでの聖書の解釈とは異なる視点を持てた
ゼミなら、変えられるかなって思うこともある
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関わらない
場を許容しつつ、でき
ることをする
備える
例、知識を蓄えるとか、対処法を知るとか
学園の強み 多様性 変わり者の集まりで楽しい
大量生産的なのりではない
非常線 変わり者が来る最後の非常線
許容 それを許容する学校、全部を許容してくれる
人が持ってるものをそのまま許容してくれる
いさせてくれる ありのままをいさせてくれる
ありのまま 先生たちもありのまま
包みこみ 他ではゆるされないことでも包み込んでくれる
有機体 学校がいさせてくれる
主体性 グライダーではなく、プロペラを育てる
能動性 能動的に自分から進んで動く人
気づいたらいなくなってること、それは、学校
が許してくれなかったから
例、自然界。ワニだっていさせてくれるサバン
ナとかと同じ
天敵としてる存在すらいるのに、環境がいさせ
てくれる
高望みや格好つけ、当たり障りのない答えはし
ない
ありのままを許容しつつ、その環境でできる範
囲のことを自分がやる
そのために必要なことは、今やっておこうと思
う
本当に孤独はつらいから、誰か横に気の合うや
つがいるだけでいい
別に集団の中で自分が一人になっても気にしな
い
でも、存在は排除しない、排除するのも面倒だ
から。排除するにも力がいるから
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ID 3B
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 友の会 本人の意向
在学生への憧れ 母親：友の会会員
女子部での学び 寮生活、大変 生活に慣れるのが大変
学年が上がるにつれて、慣れてきた
閉鎖性 外の世界がわからないってこともある
客観的な見方
自分の変化 学園に染まりたいと思うようになる
寮生活、楽しさ 一緒に生活したこと
読書の時間 創立者の言葉の解釈、現代的な読み取りなど
先生とのやりとり
先生との関係 先生がなぜ否定するのかわからなかった
今のほうが、仲良し
小学校の時の先生
学園の先生ではいない
友達の再発見
女子部をよくすること
大学進学 学園のことを学ぶため 学部への進学
女子部出ただけでは知らないことがある
みんなと一緒にいたい
学園のためにいたい もっと、学園のためにいたいなって思った
学部での学び 学園の新しい見方 社会学、哲学、教育学
でも、刺激があったのは、学園特別実習
学園の客観視 学園新聞
学園を客観視できる
先生との出会い 自然誌の先生
考え方のヒント
時間の共有
第二のお母さんみたいな、厳しくもあり、一
緒に遊んでくれる先生だった
いろんな情報をくれる、何でも知ってる人だ
けど、すべてを教えてくれるわけではなく、
ヒントを教えてくれる
一緒に学園内を回りながら、植物の状態を確
認してくれる
６年間学園にいたのに、学園のこと学び切れ
ていない
高３の生活が忙しすぎて、自分のことを考え
るよりも、女子部をよくしなくちゃって考え
てた。下級生とか学校のために考えて、行動
するほうが優先された
みんなも成長してるから、いろいろ変わって
きてて、もっと一緒にいたいって思った
高２・高３になると、友達の新たな面に気づ
く
友の会の子どものお泊り会で、在学生への対
応に憧れをもつ
同じ最寄駅を使っている在学生（当時、高校
生）の話を聞き、憧れる
高等科からの入学生を通して、違う考え方を
学んだ
なかなか時間が取れなくて、生活を振り返れ
なかった
高３になって仕事の話をするようになって、
うまくコミュニケーションがとれたけど、部
活等ではだめだった
もっと提案すればよかったのかも、ただ自分
が言うだけじゃなくて
自然の視野から学園を見るような新しい見方
をするようになった
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昼食、安心 昼食
働きかけること 学園特別実習 自然誌
庭の手入れや、H市の自然管理・記録など
植物を大切にしたい
社会的な意識
学園の利用 学園生にも、もっと勉強にも使ってほしい
生物の保護
掃除 抵抗なし
高校までの延長
自分たちでできること
一人の限界 一人じゃ変えられない
学部を変えるのは無理 学部はなおさら、無理
自分は行動できる
現状の肯定 学部を変えようと思わない
女子部をよくしたい
決まりを変えるんじゃなくて
考え方 外と比べすぎてる。マイナス思考に捉えてる
視座の転換 学園や社会の見方がまた変わる
発見
学外での活動 アルバイト
社会をよくするために
学園の教育がある
思想がすべてではない
学びを活かすこと
学外者との協働の困難
さ
海外 フランス、デンマーク、ネパール
自分の変化 いろいろ考えるようになった
学園内の植物をもっと大切にしたいって思っ
た
社会的にも、自然そのものが減ってきてるか
ら
学部は個人、個人で生活してるので、変えら
れない
女子部の子たちが自分たちの生活に自信をも
てたら、いい生活ができるんだと思う
しかし、学園の思想がすべていいわけではな
い
学園外にも学べることはある。学園で学んだ
ことを活かす場として
自分が動かすんじゃなくて、みんながこうし
たいって言えるように、手伝いたい
変えたいっていうよりかは、もっとよくした
い
忙しい中でも、私のために時間を使ってくれ
る先生
学園の学びの応用の場
大きく捉えると、社会をよくするために学園
の教育がある
学園の思想にとらわれるのではなく、学びを
通して社会に出たときに日本社会がよくなる
ように活動できると思う
大きく言えば日本のためかもだけど、貴重な
植物が絶えないようにしたい
自分たちでできるんだったら、自分たちで何
でもしたほうがいいなって思う
おいしいし、みんなに会える、ほっとでき
る、みんなの顔見ると安心できる
学園を知らない人の中でどう行動していくか
は難しい
でも、自分がこうしたいって思えば、自分は
行動できる
女子部の生徒がもっとよく生活できるように
援助したい
みんなの意識とか行動が上になる、よくなる
ように、サポートしたい
そのためには、過去の学園、学園の思想がど
うなのかを知る必要がある
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考える、流れで捉える 調べる意欲がわいた
流れで見るようになった
視野の広がり
将来 進学 看護士になりたい
人を癒す 人を癒す仕事
優しさと思いやりを
もった接し方
つらさへの対応 話す、冷静 友達に話す
落ち着かせる
自分がいいように考える
存在の肯定 この人はこういう人なんだ
排除はしない、普通に接する
あきらめる、学ぶ しょうがないと思う
不安だけど、捨てたも
んじゃない
原動力、友達・家族 友達・家族がいるから
楽観性 今日ちゃんと生活すれば、きっと明日は来る
やさしさや思いやりをもった接し方は活かせ
る
今後のために、何が悪かったのか学ぼうとす
る
不安は感じるけど、世の中捨てたもんじゃな
い
視野が広がったので、いろんな面から見られ
るようになった
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ID 3C
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 「暮らしてる」 親と本人の意向
母親：卒業生
他校の印象は、「学校」
男子部での学び 理想とのギャップ 高等科入学
転校生として、扱われると思っていた
悩む
高等科新入生３人で一緒にいた
とにかく、慣れることに大変だった
自己認識
黒歴史 高２の半ばから終わりにかけて
逃げていた 学校への不信感から、反抗的になる
将来への不安も重なり、荒れた
校則をやぶるような行動をとる
学校運営に携わる 寮長とか、リーダーとか
真面目にやってて、充実できてた
結局、高３の最後の泣きの出来事へ
他大学進学を目指す 高３
知らないをこと知れた
知らないことを教えてくれる美術だった
生活に慣れること。言葉、伝統
授業の進みの遅さへのいら立ち
でも、その考えを払しょくできた
自分のことを悩んでく
れた
嫌いだった先生が、陰で僕を信じてくれてた
妙に助けてもらえたっていう気持ちになった
みんなでよくする
大学進学 学園への不信感 他の大学に進学しようと思ってた
高３
学園への不信感
安心した 最高学部への進学を決めた
取り戻したかった 高等科３年間の時間を取り戻したかった
生活・授業への慣れ、
言葉、伝統
学校説明会にきて、想像ができた、「暮らして
る」
すでにある友達関係になかなかなじめず、１年
間悩む
高２のときに、公立の中学のほうが、自分には
あっていたんだと思った
学校にいない時間をつくって、遊んで、学校の
ことを忘れるようにしてた
逃げてるだけで、根本的な解決にはならなかっ
たから、高３のときに決断しなくちゃいけなく
なった
美術はもともと好きだったけど、それまでの美
術は違って、面白かった
印象に残っている経験や授業がない
クラスの友達と先生の
存在
友達っていうのは、ライバルだと思って、一線
引いてたところがあった、自分の中で
陰でいろんな人が自分のことを悩んでくれてた
ことを知って、申し訳なくなる
一人の反応に対して、みんなでよくしていこう
みたいな感覚
でも、考えなきゃいけないことは後回しにして
た
あんまり覚えてないけど、将来への不安、どん
な人間になるのか、学園にいることに疑問をも
つようになる
やめようとしてることがばれて、怒られて、泣
かれた
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学園にいるからわかる
ことを手に入れるため
学部での学び 好き 学部っていいとこ
当時の穴埋めはなかなか難しいと思う
団体の中の個人 個人的な意見が強調される
安心感 安心感のある団体のなかでの個人の追究
講義 個人の意見がどんな形でも取り入れられる
キリスト教 興味ある授業はキリスト教
キリスト教的価値観に興味がある
でも、そもそも学部の講義はおまけ
趣味の延長
一人じゃできないこと
に手をつけられる場
義務化ではない学び 勉強の義務化ではない学び
ゼミ 文化
体操会の練習 体操会の練習
認められること 努力の分だけ、自分に戻ってくる感覚
がんばりを認めてくれる場
解放
休み時間、友達と話しているとき
学外での活動 震災ボランティア、微
力な自分
自分の変化
視野の広がり
イベント運営、システ
ムとしての捉え方
自分の変化 システムを考えるようになった
学校と仕事との違い 学校と仕事との違いを実感
働きかけること 掃除 自治区域は、掃除が目的ではない
自治 その場を自治するイメージ
教育の一環 教育の一環として捉えてる
修行
自分のことを考えなくていい、全部忘れられる
感じ
自分の力が何かになるという成果を求めなく
なった
将来の就職とかにつなげた勉強として捉えたく
ない
それまで団体で生活してきた仲であるからこそ
言える、個人の意見
あんまり勉強って考えたことがない、趣味の延
長みたい
自分一人じゃできないけど、やってみたいもの
に手をつけられる場
１年の時は芝刈り担当で、本当に大変。掃除っ
て思ってやってられる量ではない
復興のための自分の力って、どれだけなんだろ
うって思ったら、自分一人いなくても変わらな
い
学びがあった、世代間
交流、未知の知を知っ
た 場所や年齢が違っても、価値観が同じ人もいれ
ば、その逆もある
この学園にいるからわかるっていうものを、自
分は全然手に入れていない
自分の力の小ささ、ゼロではないけどって思う
けど、ほぼゼロに近い
人と話をわかち合うことで、自分の視野が広が
る。人の視野が自分の視野になるみたいな感覚
何でもやろうと思ってたときだったから、２つ
の部署をかけもちしたら、学校もあるから、も
う無理って思った。やめるって話に言ったら、
トップにいた人に、自分の仕事がどういう位置
にあるのか考えろって怒られた
学部の生活の中に講義をうまくつなげられない
世代間の交流を通して、知らないことを知れた
どちらかというと、経験から学ばせてもらった
取り戻したいものは、今わかるものではないの
ではと思う
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自分の場所だから大切
変えたいと思ってない
今の学園が好き
単発的な改善
リサイクル
将来 就職 広告系に携わりたい
つらさへの対応 わかりあえなさ 最初から理解できないって思ってる
楽しい わからないから知ろうとすることが楽しい
喧嘩も、できる仲でよかったって思う
理解できない部分でわ
かろうとすることをや
める
試練として受け止める 高２のときの悪あがき
意味づけ
不安は誰でもある
不安要素を早い段階に摘んでしまう
未来のことは考えない、気にしないようにする
いまを大切にしたい いまを大切にしたい
判断基準 いまの気持ち 面倒くさくないこと
協力者がいる、友達とか
学園の強み 人間関係、信頼、安心
感
学園を変えたいと思っ
ていない
協力者、面倒くさくな
いこと
でも、震災ボランティアを通して考え方が変
わった
信頼できる友人、自分のことを理解してくれて
いる安心感
修行してるお坊さんみたいな気分、煩悩数えて
るような
正直やりたくない、でも、自分の場所だったか
ら大切にしたいなって。親になったような気持
ち
未来のことは思い悩ま
ない
将来の成果が証明されていないから、今楽しい
ことをしたい
間違ってることがあれば、改善したいと思って
も、それは単発的なもの
進学希望もあったが、親の定年を考えると、自
分のバイトでは追いつかないと思い、断念
震災の死者に対しては、自分なりの意味づけを
して納得させる
理解できないことはもうあきらめる。そういう
人なんだって、その部分においてわかろうとす
ることをやめる
抗えないけど、乗り越えられる力があるんだと
思う。その人に与えられた試練
244
3D
ID 3D
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 親の意向 親の意向
学園の教育にほれ込んだ
女子部での学び 委員 美術展、委員
クラスリーダー
達成感
評価
食主任
後輩へのケア
面倒を見て、可愛がったこと
達成感
人間関係の大変さ
先生との関係
乗馬の先生との出会い 孫のように親しみのある先生
先生との出会い 親身になって応えてくれる先生
大学進学 他大学への希望あり、断念
学歴への戸惑い
親からの説得
学部での学び 悩む４年間 学園を卒業することの意味を考えた
印象的な授業ない ない
先生との会話が多い でも、先生と会話をする時間が多いのがいい
ゼミ ライフスタイル
閉鎖性 地域との接続がない、封鎖されてる
いま、ここにいること 自分と向き合う時間にしたい、将来ではなく
精神性の蓄え
学問はいつでもできるから
解放 学校から家までの帰り道
体操と美術、昼食
自分を出せる場所、表現できる場所
学外での活動 ダブルスクール インテリア系
ものづくり 学園の環境が影響してる
フランクロイド・ライトによる建築、風情
木を扱うのが好き、自然に触れる
手を汚しながらやる
状況判断 その状況を見ること（人でも、ものでも）
後輩たちのためになると思った
夜まで会場づくりとか、上級生の仕事を手伝う
とか
いかに外とのつながりをつくれるかは、自分次
第
人間形成のためには学園の教育を受けてほし
い、学べないことがここにはあるから
異文化体験（デンマー
ク研修旅行） 他の文化を知れたこと、言葉の限界がある中で
も身ぶりとか気持ちがあれば通じることを知れ
た
寮生活での友達のグループ意識
仕事へのやりがいを、先生に褒められることを
通して実感
人のことを考えて行動することは、学園の学び
が活かされてる
当日、お客さんが来て、終わった後の達成感
知識だけではなく、経験的な学びは精神的なた
くわえとなるから、精神的な知識を蓄えたい
自分とほかのもののライフスタイルの関係を考
えたかった
責任を持てたこと。結果を人に見てもらえるこ
と
後輩たちをまとめて、指示したり教えたりする
やりたいことがあった、各種学校扱いへの迷い
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WOOF
働きかけること 掃除 抵抗なし
当たり前 当たり前のこと
汚染者負担、当然
日常生活への影響、手
伝う、親への敬意
家族の表情を見て、生活することが多い
自分の変化、気づき
苦労、変えること 違う流れにしたいっていう気持ちがある
変えるのは一苦労
一人の限界 自分一人だけなら変えられない
将来 専門学校への進学：動
物関係、いのちを大事
にする
つらさへの対応 客観視する
書き出す
過去の経験を活かす 昔の出来事を今の出来事で解決しようとする
疑う 解決できない以前に、人を疑う
続ける
不安だらけ、でも、絶望はしていない
手に職つければ、生きてけるから
自分がやりたいことを見てるから幸せなのかな
判断基準 周囲の人の喜び
意志 自分がやりたいって思えること
学園の強み コミュニケーション 自分で働くことと人との関わり
働くことと、人との関
わり
学外研修としても位置付けられるので、それが
許されるのも学園ならでは。みんなの活動を聞
きあうっていうのがあるのはいい
不安だらけ、絶望では
ない、手に職つける
家族なり、大切な人が喜んでくれるなら、大変
でもやる
学園を知らない人に話す、話すことで自分のな
かにあるものを整理する
積み重ねていくうえで、新たな問題に対処しな
がら、解決している
自分が満足するまで体当たりしつづける、その
先にある大きな達成が、楽しかったり、面白
かったりするから
場所をきれいにすることは当然のことで、誰か
にやってもらえることのほうが不思議
自分たちが生活して汚した場所だから、他の人
がやらなきゃいけないことではない
どこまで信じ切れるのか、相手に対しても、自
分に対しても過信しない
自分一人だったものが、いつか共感してくれる
人がでてくるかもしれないことを信じて。粘る
いのちを大事にするって自分の中で大切だか
ら、子どもとか、動物とか、植物とか、声ない
ものの
どう対処したらいいのかについては、いまだに
考える
自分ががんばって、きれいにするから、汚す気
にならない
人に対しての気づき、気づかないと問題提起に
ならないから
両親を敬うこと、手伝うことをするようになっ
た
伝統がなくなると、学園の枠組み自体がなくな
る
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ID 3E
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 外に出たかった 本人の意向
体操会 地元っていう道を通りたくなかった
体操会を見て、よさそうって思った
母親：友の会会員
男子部での学び がっかり
本音でぶつかる スキー合宿
高２
つらさからの成長
自分を第三者目線で見られるようになった
教師への不信 数学
高１
教師への不信
先輩の存在 高３の人
大学進学 最高学部進学 就職に有利
低い学力、就職に有利
学外での活動 キャンプ 知らない人と話せる
居場所
自分の居場所は学園だけじゃない
働きかけ
語学留学
働きかけること 掃除 抵抗あり
さぼる
学園を変えること 環境変えるのは難しい
影響はある 生活環境委員で節電の呼びかけをした
高校までにくらべて、響きにくい
政治 匿名でよければ、言いたい
世界との関わりより、
日本への関心
就職 高等科から働きたかった
学部での学び 自分の変化 物事に対して意欲がわくようになった
嫌いなものをさけなくなった
外部への発信 90周年の記念報告会
いい思い出が少ないけど、つらいことを通して
成長できた
受験勉強で忙しいのに、中１のときに接してく
れた
中３のときに外部進学を考えたが、男子部の学
力が高くないので、思いとどまる
呼びかける相手を見極める。響かない相手には
言わない
インターンが目的だったけど、もろもろの事情
で語学留学に
特別実習での経験、さぼってて、先生の信用を
失いかけた
父親の姿を見て、自分にもやれるはずと思った
理想との違い、上級生の厳しさ、同級生とのけ
んかなど最悪だった
報告する内容が対外の人にもわかるように、準
備した
学園だけのつながりよりも、学外の活動がある
ことで、居場所が増える
小学生への呼びかけに対して、同じスタッフ側
から、意識の低い反応がある
本音でぶつかり合って、クラスがまとまるきっ
かけだったから
呼びかけの効果があるのかわからなかったが、
案外効果があった
日本がだめな国にならないように。世界よりも
日本に関心がある
職というよりも、最終的には家庭。いい家庭を
作りたい
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わかりやすく見せるための技術を習得できた
ゼミ 自然の理解と創造
食に関係するから
つらさへの対応 客観視する 無視する、冷静になるように心がける
逃げはしない
表面的なつきあい
ささやかな抵抗 例、坊主に対してしたたかに髪を伸ばすこと
安全を確保すること
希望を持ってる
中高大で、一通りの苦難は終えた
判断基準 直感 悪いものといいものの差はわかる
安定 安定している方向に進む
学園の強み 各行事 机の上の勉強以外が大事
成長 成長があるから
つらさ、日常が楽 つらさがあるから、日常が楽になる
運営を任されること 運営とか任されること
希望、一通りの苦難は
終わった
ほんとに信頼してたら、第三者として見られな
い、簡単に嫌いになれる相手だからこそ、第三
者として見られる
文化が違う人でも、日本人相手にするのと根本
的には同じ
自分に益のあるものを選んでいけるようになっ
た
わるいものは9割、いいものは1割で転がってく
ると思ってるから
第三者として見られるのは、人間関係を地図み
たいに捉えることができる
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ID 3F
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 姉妹が在学生 本人の意向
友達づくり 全国に友達をつくりたかった
姉２人：在学生
女子部での学び 寮生活 期待通り
寮生活
高3の寮長の経験
自己認識
弱さの開示 自分の失敗を見せることをした
学外での活動 なし
先生との出会い 上手に自分のやりたいことを導いてくれた
手紙をくれるなど、常に気をかけてくれた
楽しむ授業 小学校の体育が苦手だった
初めて体を動かすことを楽しめた
大学進学 他大学医学部進学希望あり
人間を学ぶ
学部での学び 気持ちの整理 日本文学史
地域との交流
H市内の自然についても知れたこと
友達の再発見 友達の知らない部分を知れた
ゼミ 文化
学歴への気後れなし 各種学校であることへの気後れはない
自分が認めさせる むしろ、自分が認めさせようっていう意識
学部の時間を過ごさないほうが損だと思う
自信
学部の環境の中になる学び
新しい自分が発見された
自分をつくる 物事の判断のベースにあるのは女子部
女子部は自分が自分だとは思っていなかった
部屋替えの係りになり、寮生のことを観察し、
部屋をつくってるのは自分だと思った
いつも厳しく引っ張っていく上級生というイ
メージをやめたかった。気張らず、フレンド
リーな関係を築きたかったから
人間力とか言ってる学校を蔑ろにして、医学部
にいけるのか
人間ってものを学ぼう、そして、卒業してから
でも間に合う
毎時間読む本と、そこで書く感想文を通して、
学部の中での気持ちの整理がついた。特に、自
己や自我ということについて、考えたことが大
きい
特別実習で、学園の自然を地域の人たちに知っ
てもらえた
落ち着く、ねちねちしてない大人な対応をして
くれる、ラフなつきあい
卒論報告会を中高のときに聞いて、一番印象に
残った
理系よりも、もっと抽象的なことで、自分の考
えを残してみたかった
日本文学史の先生のもとで、もっと学びたかっ
た
最終学歴が学園であることの自信、それは、学
歴によった考えでないということ
学園の学びを客観視す
ること
女子部は非現実的な部分も多いから、学部は社
会に出るゼロとイチの中間の地点
働くか働かないかは自分で決める、外とどう関
わるとか
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大人として生きていく上での原点が学部
学びの広がり・深まり 幅広く学べた
関連する知の発見
複合的に考えられるようになった
学びきれてない学園の要素に向き合いたい
働きかけること 掃除 抵抗なし
自律
学部では、偽善だなと思うこともある
自己肯定 優越感、やらない人が多い中で、私はやってる
自分を納得させた、肯定させた
後ろめたさ さぼることの後ろめたさ
学園特別実習 自然誌環境グループ
社会変容の意識はない
よくしている意識 労作のときに感じる
学園の成長 学園自体が成長してる
上級生のイメージを、高等科のときに変えた
日常生活 近所の人へのあいさつ
地域の情報を学園に提供することができる
家事全般
ネパールワークキャンプ
それが、発展途上なんだ
小さな働きかけの影響
社会変容の意識はない
震災ボランティア 震災ボランティア
選挙には関心があるけど、まだ経験なし
社会変容の意識はない
将来 就職 住まい、住環境に関する業界に就きたい
暮らすっていう住空間の大切さ
つらさへの対応 友達に話す自分の言葉から、また考える
日記をつける
泣く
ほとんどが次の問題で消化される
先生の言葉に助けられる
待つ 何年か後に解決する
話し合う
女子部はやることが正しいし、みんながやって
るから当たり前のことだった
お客さんが来たときに実感する、褒められるこ
とで、学園の評価を高めてると思う
隔離されてる環境で、挨拶一つでつながりがで
てくると思う
話し合って、違いを探して、その違いをはっき
りさせる
発展途上国って、なぜ発展途上っていわれるの
か
気合の強さ、這ってでも行くべきところにはい
く
日本が飽和状態なだけ、途上国の人たちは、熱
意をもって変わろうとしてる
1か月間思いを共有して、何かを残せるってい
う経験を通して、思いとか活動が引き継がれて
いくこと、小さな働きが
友達と話して、客観視
する
女子部での学びを深めて、広げることができた
やるっていう意識がないと、絶対にやらないこ
と
学部で得た知識は、それぞれがつながってるっ
ていう発見があった
いろんなことをつなげて考えられる、いろんな
ことを知らなきゃいけないって駆り立てられた
システム思考、知るこ
とへの興味
途上国に対する意識の
変化
250
3F
できることをする あきらめない
自分が弱者の立場なら、人に自分の思いを託す
不安定な社会に対して 不安、だけどやれることに限界がある
やれることの限界
あきらめ
判断基準 直感
学園の強み 必然的にみんなでつくることを含んでる
自分の欲が満たされる範囲、それらのバランス
をくずさない道
女子部のときは絶望を感じてたから、私がやら
なきゃって医者を目指した。助けなきゃって
今は、社会が大きく変わることはないってあき
らめてる
友達とか家族からの言葉を消化させて、イメー
ジをしたあとで、がんばれば叶えられる道を選
ぶ
自分が動いて変えられる範囲のことなら、でき
ることをする
みんなでご飯を食べる
こと、生きること、協
力すること、生活を大
事にしてる学校
食べ物をとることは生きることで、生きること
の一番欠かせない部分を、みんなで協力してや
ること、共に味わうことは、生活を大事にして
る学校だから
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ID 3G
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 両親が卒業生 本人の意向
両親：卒業生
地元の中学校ではない選択をしたかった
男子部での学び 寮生活 来るとこ間違えた
先輩の存在 皆勤賞をめざしたけど、流行病で断念したこと
中３
高３生
かわいがってくれた
下級生に接する理想を示してくれた
学外での活動 なし
苦手 数学
苦手だったから
S先生
高３
自分の頑固さ
みんなの存在への気づ
き
過去の学園との比較 国語
面白かった、考えさせられた
大学進学 外に出たいと思わなかった
外の大学に意識がなかった
最高学部への進学
学部での学び がっかり ガクって感じ
どう学部で過ごしていいのかわからなかった
他愛もない話 昼食、休み時間
先生との出会い
気にかけてくれた
ゼミ 自然の理解と創造
将来のため
家業に関連した食関係を学べると思った
日常生活への影響 見受けられない
男子部のほうがあった
高３生が怖くて。でも、数か月後には生活にも
慣れて、楽しかった
室長が栄養剤を買って、ベット脇に置いてくれ
た。それを知ったのは、回復した後だった
つらかったり、むかついたりしたときに話を聞
いてくれた
固執した考えで、周りのみんなの存在を「切り
捨てて」た
男子部が終わる頃に、みんながいなくちゃ何も
できないことに気づいた
すごい熱くて、思いきりのいい先生、ポジティ
ブな考え方だから、憧れた
ロールモデルとの出会
い
学部で、その経験を活かして、周りに合わせる
ことを考えながら行動するようになった
先生も学園卒だったから、当時の思い出と照ら
し合わせて、考えた
親からも学部が終わって、学園卒であることを
教えられてた
外に出ることの魅力が
ない
学部での過ごし方を悩んでたときに、すごく相
談にのってくれた
中１のときに、漠然と学部にいくもんだと思っ
てた
先生だけど、一人の人間としてつき合ってくれ
た人
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洗礼を受けた
自分自身を取り戻して
いくこと
当たり前のことをする自分を取り戻す
学部での学びへの影響 正直、わからない
残りの時間
働きかけること 掃除 抵抗なし
他大学の状況のほうが気になる
さぼりたいときもある
自分をしっかりさせたいときに掃除する
業者委託したら 業者への委託は絶対反対
学園じゃなくなる
学園特別実習 樹木庭園
学園に無関心じゃなくなる
学園を見渡せる
学外での活動 震災ボランティア
経営のセミナー参加
学園の客観視 学園は甘いことを痛感、許される環境にある
学園への影響 変えられると思う
学部の可能性
学部の課題 指導者的な人の不在
システムがない
学部生が団結するなら、意識も変わるはず
政治 実感がわかない、税金とか選挙とか
大人になることは考える
国民としての責任感は、感じない
世界との関わりは感じない
集団への働きかけ 変容を意識する
将来 就職
どこかに就職した後、家業を継ぐ
社会変容
つらさへの対応 人に話す
話す相手は、日常から何でも話せる人
いまにつながるつらさ
後々、活きてくるんだろうと思う
卒業後、幸せだったなって思えるように、やり
残すことがないようにする
男子部でもってた自信がぶち壊され、自分ので
きなさに落胆する
壊されたものをそのままにしてるのは、肩の力
を抜くことを覚えたから
自分を壊すことができた４年間、見つめ直す時
期だった
集団の雰囲気ややる気が淀んでるときに、自分
が動かなきゃって考える
その場にいる人が近しいと、行動に移せるけ
ど、知らない人だと気が引ける
同情や反対意見をもらって、自分の考え方を客
観的に見ようとする
影響は与えられると思う、ライフスタイルの変
化でも
直してるのは、自分自身をやり直そうとするこ
と
つらい経験があったから、今の自分があるって
考えるようにしてる
自分で目標を見つけなくちゃいけないのが学
部、目標が与えられるのが男子部
学園って狭いから、学部という高等教育機関と
しての役割を考えれば可能
自分の変容があることが前提なら、ライフスタ
イルを変えたいけど、周囲の変化のためだけに
自分がつらい思いをしてライフスタイルを変え
たいとは思わない
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話しかける、挨拶をす
る
従う なるようにしかならない
とにかく従う、自分のできることをやる
ジタバタすると思うけど、落ち着かせる
不安定な社会に対して 不安ではない
判断基準 後悔のないようにする
こと
学園の強み 自治 生徒がやるっていうこと
自治、自分たちで考えること
僕たち意識 一体感 みんなでやらなきゃいけないとき
対話 一人ひとりが折り合いをつけることを学ぶ
生活すること
自分だけでも、誰かががんばればいいのではな
くて
みんなで考える。クラスの問題、学校全体の問
題を共有して、みんなで考えること
自分の考えがすべて反映される世界はないこと
を学ぶ
考えの違う人と一緒に生活すること、話し合う
ことで育まれる
わかり合えない部分はそのままにして、わかり
合える部分を探す
高３のときの後悔があるから、わかり合えない
から関係を切ることはしなくなった
先生や業者が首を突っ込んできたら、学園の魅
力はなくなる
みんなで一丸となって、クラス全員で動かない
といけないとき
誰かがやってくれるのは、すごく便利で簡単、
でも何も力にならない
先のことはあえて考えないようにする
社会情勢に興味がなかったから（高校まで）
自分の気持ちを大切にして、後悔しないように
すること
自分のできることをす
る
客観的にみようとすることは、高校のときに身
についた
特に、部活を通して、第三者目線が大事なこと
を学んだ
学部で、就職に関わってくるから、聞くように
はなったが、不安になってもしかたがないこと
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ID 3H
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 友の会、体操会 親（母親：友の会の会員）の意向
体験入学、体操会がよかった
女子部での学び 寮生活 家から離れて精神的なダメージが大きかった
自分の身の周りや寮の部屋のことが大変だった
農芸の係り
中３
親友って呼べる存在ができた
友達との楽しい時間 スキー合宿
高１
朝まで騒いでた、仲のいい友達と
委員の仕事 特に高２
家のことも重なって大変だった
上級生に私情をもちこむなと指摘された
上級生との出会い
他愛のない話
難しさ 数学
基礎の基礎 女子部の勉強
日常生活への影響
大学進学 学園の再確認
もう少し客観的に学園をみてみたかった
低い学力
学部での学び リベラル・アーツ 美術
やりたいことがやってられる、少人数体制
同じことを続けられる楽しさ
一体感 体操会
委員の経験
女子部とのギャップ
学外での活動 アルバイト
花屋での事務職、社長がOB
ゼミ 文化
本が好きだった
宗教美術に興味があった
その人の世界観が卒論に現れるから、不安
知識を深めて、広げていきたい
社会に出る準備期間 女子部の学びの発展型
やりたいことをする
信頼できるし、信頼されているって思える存在
に会えた
刻みものは速くなったけど、その他はあまり。
配膳は無意識にやってることがある
自分も地元の中学校の授業や先輩などとの人間
関係に興味が持てなくて、行きたくなかった
週末の帰省は、地方生が帰られないことを考え
なきゃいけない空気
信頼できる友達との出
会い
物事に対する独創的な考え方と、周りの人を大
切にしてる姿が好きだった
美術の時間で、当たり障りのないことを話しな
がら、描くことが好きだった
勉強嫌いだったので、学力的に外の大学は無理
だった
１年生で学部のこともわからないのに、副委員
長になってどうしたらいいかわからなかった
女子部にいるときに学園のよさがわからなかっ
た
自分の勉強したいことをゼミで勉強するとか、
異性との関わり方を知るとか
やりたいことをできるのは学生のうちだから、
男子部のルールに従う世界であることを感じ、
女子部のときとの違いにストレスを感じる
盛り上がりがないと思っていたけど、意外と楽
しかった
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働きかけること 掃除 抵抗なし
高校までの活動の延長線上
さぼりたいとも思うし、さぼれる
おしゃべりしながら
業者委託したら 抵抗あり
学園特別実習 農芸
自主性
面倒
学園への影響 学校は変えられない
何らか働きかけることで、自分は変わると思う
無駄なことが使える
一人の限界 学校自体を一人で変えられるわけではない
つらさへの対応 失敗を引きずる、今も忘れられない
同じ思いを共有してる人に話す
今につながるつらさ
関わらないこと 基本的に自分から人と絡まない
向こうから寄ってくるときは、うまく取り繕う
自分からは行動を起こさない
誰かに誘われることが多い
面倒 学校の規則は理不尽だし、面倒だと思った
そのリスクのほうが大きすぎる
不安定な社会に対して
判断基準 失敗しないほうを。負の感情から入る
少し新しい領域へのチャレンジもある
一緒にやる人を見る
学園の強み 自治 運営に携わったり、掃除したりする
同じ仕事をするから、友達ができる
一体感 つらかった経験
共通のトピックスがあるとき
学園のことについて考える時間を一緒に乗り越
えたこと
形は違ったとしても、つらい経験をしてるとい
う意識があること
私たちの場所を見慣れない知らない人が掃除し
てるって思う
別に嫌だとは思わないけど、女子部生だった
ら、見下すかも
先生に言われてやってるだけではだめで、気づ
いたことをやらなきゃいけないんだろうなって
思う
ローリスク、挑戦、協
働者
自分たちの学校のことは自分たちでするってい
う思いがある
そのときは無駄だって思える経験が、今になっ
て使えることがある
考えないように、勉強とか仕事して忙しくさせ
る
不安で、就職のことを考えると追いつめられて
いると思う
思いを共有している人
に話す
自分じゃ考えないことをやりたい
変えるには話し合うこ
と
忘れちゃいけないことだと思う、つらさがある
から今があるんだって思う
それを変えるには、話し合うことや交渉が必要
なんでこんなことに時間を使わなきゃいけない
のかって気持ちはある
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ID 3I
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 本人の意向
祖母が友の会会員
女子部での学び 希望と緊張 希望に満ちてた
高２と高３
下級生が増えることに対するプレッシャー
常に見られているって意識が強かった
下級生に思いが伝わらなかった
厳しい自律性 自分の生活をしっかりしようとした
自分の間違いが許せなかった
高２は上級生と下級生の板挟みになった
学外での活動 習い事と部活
学校との両立が正直、苦痛のほうが大きい
やってることに満足してた
友達との出会い
表面的な違いにこだわらない中学生
自分を出せる場所
小さいクラスでの生活
と労働
室長
経験するということ 生物
やってみることで記憶に残りやすい
大学進学 最高学部への進学
受験勉強への不適応
リベラル・アーツ
学部での学び 女子部とのギャップ
女子部は、率直に言えたり、本心を言っても非
難されない信頼がある
上下関係は大変だったけど、横の関係は落ち着
ける状況で、自分を出せる場所があったから、
やってこれたんだと思う
高校のときに研究職に憧れ、他大学を目指そう
とするが、受験勉強に適応できなかった。女子
部での生活を全力で過ごそうと思った
関心のある分野を学び、可能性を広げたいと
思って、学部への進学を決めた
生活団に通った時の思い出（子どもでも尊重さ
れる環境）が残ってたから
友の会、生活団の記憶
緊張とか、上級生の怖さとかあったけど、学校
で起きるすべてを吸収したい
下級生から見られてい
ることのプレッシャー
信頼、違いへのこだわ
りがない
ロールモデルとなる人
との出会い この人にすべてを預けても大丈夫だと思える、
母のような存在
小学校のときあまり楽しくなかったし、学校が
好きじゃなかった。自分の本心が言えない仲
だった
お互いにいい関係を築きたいっていう思いがあ
る
女子部の生活にどっぷり浸っていたので、女子
部でやっていたことが正しいことだと思ってい
た
中学のときから学部に行くこと以外考えていな
かった
磯の勉強や、カエルの解剖など、実際にやって
みることが多かった
小さいクラス内での生活や仕事が、仲のよい関
係を築くのに役立った
少人数で、独特のカリキュラムの中での勉強の
仕方が好きだった
学部に女子部でやっていたことがないので、苛
立ちを感じた
257
3I
個人の社会 それぞれのいいと思うことをする環境
理解を深める 数学
もともと好きだった数学の理解を深めたい
分野横断的な知 経済
学園新聞
失敗からの学び
ゼミ 数理、理系科目が好きだから
築く 崩されたものを築く
振り返り 自分を振り返りたい
学校で過ごす時間を疎かにしないようにする
学外での活動 アルバイト 塾講師
勉強の仕方の違い
働きかけること 学園特別実習 農芸
実践的なことができる環境は、ありがたい
掃除 抵抗なし
自分がやるもんだと思ってる
業者委託したら
面倒、汚染者負担
学園への影響 学園を変えられるとは思わない
試すこと
学校全体の中の自分の立ち位置とか、他者との
つき合い方とか、生活を向上させることとかを
考えていた
環境に対して疑問をもったら、自分で行動を起
こすことはできる
体を動かす時間は、一日の中でも息抜きになる
面倒なことなんだけど、汚した人が片付けるべ
き
上下級生との関係も密だから、失敗しても前向
きな言葉をかけてくれて、やりがいがあった
どういうふうに仕事をすればいいのかも考えら
れるようになった
掃除をするとか、食事中は静かにするとか、団
体の目標があって、それに向かうことが正しい
ことというのがなかった
女子部ではテストは確認するための手段で、点
数を稼ぐための手段ではなかった
今の生徒は、自分のことに目を向けている時間
が多い。近い将来のことを考えてる
次使う人があんまり不快に思わないようにする
程度
理想や固定観念に守られてたけど、すべて崩れ
た
自分の知らないことがあるということへの気づ
き
理想に向かって築くことを女子部で練習したか
ら、自分の理想をもって進むことがやりやすく
なってる。女子部で築いた土台の上に築いてい
るものが、学部で培ったもの
理系と文系間のつながりや、１年と２年の学び
のつながりを見つけることが好き
数字を使うことが多く、数学とのつながりを感
じる
不満に思っていたのは、生活面だった
小さな経験でも、どこかで活かせることは必ず
ある
今までできたことなのに、やらなくする意味が
ない
学園との違い
実践の場、未知への気
づき
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生活の向上
知らない間に変わってる気がする
日本の客観視 ネパールワークキャンプ
２年と３年
植林の意義
精神性の重要性 ネパール人の考え方
精神性
将来 就職 早く経済的に自立したい
つらさへの対応 耐えるしかない
待つ 共感できそうな部分に出会うまで待ってた
見えていない部分をみ
ようとする
周りに目を向けられる人になりたい
自分にできる最大のことをしたい
不安定な社会に対して 不安はない
判断基準 周囲への影響 周りに迷惑をかけたくない
自分の選択が周りにどう影響するのか考える
自分の成長 自分に厳しいほうを選びたい
自分が常に向上していたい
学園の強み 自労自治 自分のことは自分でするっていうこと
自分たちの食事を作るとか、掃除をするとか
目標に向かう団体意識 社会での活用は不可能に近い
社会とのギャップ 社会において、共有される社会像がない
仲介に友達を挟んで、自分が見えていない他者
のよさを知って、近づこうとした
不安になることが起こらないのがベストだけ
ど、起きたときに動揺しすぎないようにしたい
自分たちでやってることから得られることや考
え方が重要
女子部は、漠然とした共有されている考えや理
念がある
学校として目指しているもの、理想が共通して
いるので、それに対する個々の考えの差を議論
して、目標に向かって行動できた
理想がはっきりしてるほうが楽だけど、危険性
もある
ずっとは続かないから、できる全力をだせば、
後悔もしない
個々の理想や考えに対する議論になるから、一
つのところに向かって行動するのは不可能に近
い
宗教性を守ってる人は、何か畏れる存在みたい
なものに支えられていて、それが人の生活を正
す。学園の宗教性もそういう考え方があったは
ずで、女子部のときは意識していたのに、今、
忘れていることに気づいた
何か超人的な存在に対する畏れは、怠け心とか
に勝る重要な存在
耐えて、できることを
する
何かやりたいことがあれば、就職してからでも
いい
自分のことは自分でするっていうことは、大き
い
気の許せる相手であれば、自分の疑問を解消す
るために働く環境はある
自分が正しいと思ったことは試すことができ
て、いろんな人の意見と重なり合って、最終的
に生活の向上につながると思う
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正しいと思い込んでいたことが違ったとき、危
険な方向に行くんだと思う
それぞれに理想をもって、それぞれを共有でき
る環境や関係を築くことが大事
女子部は団体でやってる意識があるからまと
まっているけど、それが一番いい方法だとは思
わない
一つにまとまらなくても、何か新しいものがで
きる
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ID 3J
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 体操会 親と本人の意向
小５、体操会
雰囲気がよかった、自分の個性を活かせる
男子部での学び 入学後の印象 想定外のことばかりだった
ものづくり 美術
係りの仕事 新聞係
中１の冬
根性がついた
高３の新入生係
中１のとき
面倒を見てもらった
寮生活で、いろんな人のいろんな特徴が見えた
話を聞いてくれる教師 学校の先生
話し合う機会もあって、悩み相談をしていた
先生もすぐに対応してくれた
いじめ
高２ぐらいになると、仲良くなった
長いつきあいが人を変えたのかもしれない
大学進学 最高学部
クラスのみんなと一緒に行きたかった
学部での学び 実用的なものづくり 美術（陶芸）
自分で使えるものが作れる
震災ボランティア 食事作りでは、自分の経験が活かせた
ゼミ ライフスタイル
自分の思ったことができると思った
広告、特に静止画に関して調べている
自分次第
面倒見のよい人との出
会い
外の大学に関する情報がなかったから、学部に
行こうと思った
自分なら何かできるなって思ってたときに、学
部生からメールがきた
場所に対する居心地の悪さはなく、人に対して
の嫌悪感があった
根性とか負けず嫌いとか、頑固っていう性格も
功を奏したのかもしれない
何かが変わった、自分も昔みたいな感じではな
いし、相手も友好的になった
海で漂流してる状態、この先どうなるか自分次
第で、何をすべきか自分でみつけていかないと
生活できない
天気のように、いつ変わるかわからない状況
だった
先生たちの話（在学時代の話）を聞くのが好き
だった
先生も卒業生だから、アドバイスがありがた
かった
帰りたいとか休みたいとか思ったけど、通い続
けた
もともとものづくりが好きだった、特に机づく
り
ひと手間加えることで個性を出すことを教わっ
た
見かけとは違うその人の一面を知ることができ
た
早起きをして、新聞を事務室に取りに行って、
各部屋に配ること
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自分でやらないと何もならないことを学んだ
残りの時間の過ごし方 就活とゼミとの両立
学外での活動 アルバイト 郵便局の年末年始の配達
片づけとか掃除が、人よりもできていること
働きかけること 掃除 抵抗なし
さぼる気もない
何でもやるのが基本
学園特別実習 農芸
実際は自己満足だと思う
所属感と自身の役割の
認識
就職 政治活動に興味はない
社会に役立てることなら政治以外で関わる
当たり前の考え直し ネパールワークキャンプ
学部２年で参加
海外でのありきたりを考え直した
知ることから始まる
手作りの魅力 魂のこもった手作り品に興味があった
欲をもつこと
日常生活への影響
将来 就職
特異性
つらさへの対応 手放す 見切って、避ける
多様な材料から答えを
探す
わからないけど、ぐだぐだ話すことがいい
不安定な社会に対して 不安と希望が50：50の状態
続けること、隙を伺う
こと
判断基準 ローリスク 最小限の被害を考える
達成感 達成感のあるほうを選ぶと思う
学園の強み 人間関係 自分の成長があった
他愛もない話をする
自分で解決しないと、後々自分のところに降り
かかるから何かしら解決しないといけない
硬いもの同士では壊れてしまうから、柔らかく
なることで、受け止められる
学園を変えるというよりは、自分たちがやらな
いと成り立たない
子どもたちを通して、欲をもつことの大切さに
気づかされた
真面目くさった話ではなく、ぐだぐだすること
で、相手も何かをこぼすかもしれない
掃除やお小遣い帳へ記入から、細かいことに配
慮できるようになった
いろんな材料から答えを求めた（本、人の言葉
など）
無難なほうを選んだり、気になることを選んだ
り
行事などで自分たちの成果が出せればと思って
いた
特徴のある会社に入りたい、ありきたりではな
くて
ただ黙々とやり続けるしかないけど、その隙を
伺ってここならいけるところを探す
自分からアプローチしないと、何も変わらない
し、解決できない
できることがあれば小さいことからやってみた
い
何かできるかではなくて、話を聞くことがきっ
かけになると思う
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ID 3K
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 親の意向
母親：友の会
男子部での学び 中１の寮生活 緊張していた
学割の係り
中３
電車好き、係りを通していろんな人と話をした
数学、古文、現代文
難しいことを考えるのが嫌だった
登山
でも、その一体感は好きだった
みんなでやりきったのが気持ちよかった
マイ・ジェネレーション
先輩
励ましやほめ、叱りもくれた人
美術
ものづくりに取り組めることが好きだった
使っていく過程で愛着がもてた
大学進学 他大学進学希望
新しい環境が魅力的だった
学園を出て、他の場所で生活してみたかった
他大学への進学は学力の問題で、断念
学部進学後
学部での学び 表現 情報の表現
那須農場での川の調査と米づくり・販売
グループに入っていることでの差異化
製造から販売までの過程を知ることができた
活動を通して自分の存在を感じた
ネパールワークキャンプ
初めは、行きたいって思いだけで応募した
人の温かさ、生きてる感じを知れた
共通話題がないので、悲しさがある
学歴：ハンディ、悔し
さ
ゼミ 教育
つらいけど一体感は好
き
気にとめてくれる人と
の出会い すごい恐い人だったけど、常に気にとめてくれ
てくれた
自由になって、自分が生きたい生き方ができる
場所にきた
受験した学校の中で一番最初に合格通知をも
らったから
友の会
係りの仕事―人間関係
づくり
難しい
ものづくりの楽しさ
外の世界の魅力
縛られるのが自分には合ってないことを再認識
した
学園の社会的認知の低
さへの悲しさ、他校と
の比較に対応できない
学園の偏差値が低いこと、名前が通らないこ
と、説明が続かないこと、他の学校と比べるこ
とで対応できない自分がいる
わかってもらえない先入観があるのかもしれな
いけど、面倒くさいと思う。面白いって言われ
て、初めて熱が入る
那須での活動：プロセ
スを知ること、所属す
ることでの自己認識
普段の生活では知ることのない過程を見れたこ
とが面白かった
解放
現地での活動を通して、格差を知り、貧しい人
たちが生きていくための活動を一緒にできるこ
とがよかった
ネパールワークキャン
プ：格差を知る、人の
温かさ、生の実感、他
者への奉仕
ハンディになって、悔しさもあるけど、自分を
みてほしい
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多様な生き方の可能性
切り離したり、逃げた
りしないこと
飛躍
学ぶきっかけ 学園から与えられているものも大きい
学外での活動 音楽団体でのスタッフ経験
井の中の蛙って言われることが嫌だった
外に展開していく意思がすごいあった
自己再認識と学外の世界の発見と気づき
人は大学で決まらない
人の笑顔、他者への奉
仕、自分への誇り
掃除 抵抗ある
面倒くさい 面倒くさい
そのよさを学園生はわかってないのかも
業者委託したら 悲しい
学園じゃない 学園じゃないって気がする
自分たちのことは自分
たちでする
学園特別実習、面倒く
さい、自由だからやら
なくなる
使われてる 使われてるだけ
働きかけること 学園を変えられる 学園を変えられると思う
強いバックアップ 提案を聞いてくれる。バックアップは強い
経験どまり 経験どまり
多角的な視野 多角的にものごとを見られるようになった
自分の客観視 自分を客観視できるようになった
先見性 先を見通すこと、人を見ること
将来 進学 自分の夢のために語学力を身につけたい
就職活動への疑問 周囲の就職活動の動きに疑問を感じる
自分がどうしたいか 今後生きていく自分がどうしたいかだと思う
つらさへの対応 人に聞いてもらう
話す
下から、丁寧に聞く。関わろうとする
静観 状況を静観する
卒論を通して、落胆させた先生をこちらに向か
せたい
お世話になった先生にやるじゃんって思っても
らえる生徒に変われたらいいと思う
ドイツへの短期留学を通して、いろんな生き方
の可能性を見ることができた、複線的な教育の
システムに興味をもった
楽ができるゼミを選ぼうと思ってたけど、自分
をゼミから離すようなゼミではなくて、自分か
ら逃げることはしたくなかった
人と話す
残りの時間を使った学
園への貢献
これから、学園への楽しさのある関わりを増や
していきたい
卒論で扱う生活学校でのキャンプの実現を通し
て、生活学校の魅力を学園関係者にわかっても
らいたい
外での活動にある魅
力、自己の再認識と未
知の世界の発見
知らない環境で生活してきた人と一緒に過ごす
ことで、自分の知らない世界を知った
人の意見を聞くことで、自分の意見と混ぜた
い。自分だけの意見だけという不安。別の意見
もある
自労自治
震災支援で、被災者の笑顔が見れた。サポート
できて、役に立っている自分が誇らしかった
自分たちのことは自分たちでするっていうこと
を入学した当初から言われて、やってきたから
取り組むことはやじゃない。ただ、面倒くさい
だけ。それをやるのもやらないのも自由だか
ら、やらなくなってしまう
ナウな自分とウィルな自分を見てほしいという
強い思い
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できることをするとい
うこと、他者の存在を
通した生の実感
不安定な社会に対して 不安ある
原動力：自分の成長 自分の成長
その状況、自分のその先を見てみたい
後押しするもの 家族や友達など見てくれている人
家族や友達 その人たちの言葉
判断基準 自分の意志 後悔しないこと
自分がやりたいことを選ぶ
学園の強み 自労自治
自分たちのことは自分
たちでする
成長、人間づくり
行動と成長の有機的な
つながり
ごみ分別一つひとつも、人を作っていく過程
一つの目標に向けた行
動
クラスの力って強い
関わり合う環境、まと
まる
人の意見も聞くかもしれないけど、最後は自分
自分たちのことは自分たちでするということ
を、他の人に委託したり、大人が介入したら、
だめになる
誰かがやってくれるんじゃねって社会じゃない
し、生きてるのは自分自身。自労自治を通して
人間的に作り上げられる
できることをする、その先に何があるかわから
ないけど、人の笑顔とかありがとうって言葉
だったりを求めて生きているのかもしれない
不安を乗り越えたいし、それに入り込むことに
壁がない
学園の教育を受けているから、何か一つの目標
に向けて行動できる
関わりがある環境だから、まとまる力が身につ
く、協力してみんなでできる
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ID 3L
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 友の会 親の意向
母親が友の会会員
男子部での学び 体操と数学
体を動かすのと、解くのが好きだった
公式テニス
継続する人間関係の
つらさ
同じ人間関係が続くこと
数学
変わって、来た先生がわかりにくかった
中２ぐらい
大学進学
他の大学に魅力を感じなかった
自分の進路も全然何も決めていなかったから
学部での学び 人との出会いはない 印象に残っている人いない
印象な授業はない 学部での印象的に残る授業はない
自主研究
自分の無力さを知れた
労働 仕事を通して、自分の力がついた
無知と苦難 自分の力の無さを痛感して、きつかった
残りの学部での時間 やり残しがないように
学外での活動 住み込みのバイトなど
ゼミ 教育
教育思想に興味があった
抵抗なし
個人的に反対
今まで学生で運営してきたことだから
抵抗なし、農芸
学園への影響を感じるけど、変化は思わない
働きかけは自分のためだと思ってた
自分で考えること
自分の手で行うこと
世界との関わりなし 世界との関わりはない
国との関わりなし 国との関わりはない
就職
自主研究をして、流通について興味がある
不安定な社会に対して就職への不安
つらさへの対応 家に帰ってストレス発散をする
音楽とか運動とか
自分ができることをやっていく
学園の教育が熱心なわりに、生徒のモチベー
ションが低かった
思想への興味
学生で運営すること
体操―体を動かすこ
と、数学―解くこと
数学―先生が変わっ
たこと、国語―書く
のが苦手だったこと 国語、文章を書くのが苦手だったこと、授業内
容がついていけなかった
学園の思想と生徒の
実態とギャップ
学園への働きかけ、
リベラルアーツ
最高学部で男子部でやり残した「学園に関わる
こと」をしたかったから
自分の無力さを知る
つらさとは別のこと
をする、できること
をする
アルバイトを通して
学園と自分自身を客
観視する
ゼロから始めるバイト先で、自分自身を改めて
知ることができた
学園の固定した人間関係でのキャラ認証がや
だった
自分で考えることが
苦手
自分のためから、家
族である学園のため
に
自分で考えることが苦手で、行きたくなくなる
こともあった
学園が家族単位で見え始めたときに、学園に対
する影響にもつながることを感じた
働きかけること
自分でする
流通への興味
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気が合わない人は、関わろうとしない
挨拶ぐらい
関わらない別の路線に進むと思う
自分が正しいと思うことをする
判断基準 身の安全とできる範囲の仕事
少しの挑戦（自分の力量の1.5倍くらい）
学園の強み 自由
自分で選択するとか、責任を感じるとか
勝手気ままな態度ではない
家族だなって思えたときに、それを感じる
自治区域、寮生活、学園行事の運営
わかり合えなさとかそういうところに気づいて
いなかった
他者への最小限の関
わり―挨拶
自由：自分で選択す
る、責任、家族、自
治、寮
その場でできる正し
いことをする
安全と挑戦
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ID 4A
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 親が卒業生 親の意向
中学
女子部での学び しんどさ しんどかった。思春期ゆえの「わちゃわちゃ」
人間関係
居心地悪さ
高校受験 親に話す
断念 親の反対で断念
高１
成績もよかったから、他大学への進学希望
高２
最高学部への進学意思固まる
歴史 歴史
中等科
システム思考
音楽 音楽
好き 歌うのが好きだった
係り 学校説明会の係り
高３
客観視
システム思考
人との出会い
親
友達 友達
学外での活動
合唱団と教会 教会
息抜き、寮を出る口実
大学進学 最高学部 最高学部
高２
係り、得るものが大き
い
女子部を振り返る
学部での学び 記憶にない あんま記憶にない
音楽会 音楽会
2年
全体の組み立て
適材適所
ゼミ
学際性
拾い上げてくれた
視野が広く持てるし、分野横断的な扱えるから
高１のとき、委員生活で寮に入るので、週末
通ってた
係りとかにちゃんと取り組んだら、得るものが
大きいって思った
中間のポイントに立って、女子部を振り返れ
ば、新たな学びがあると思った
母：卒業生、父：学園への興味あり
全体の流れの中で見ることが培われた
劇的な出会いはない
親の言葉はありがたかった
環境、経済、社会
オールラウンドでやりたかった
ステージマネジメントの係りをやって、全体を
組み立てるのがすごい面白かった
学外の合唱団（中高）
息抜きであり、寮を出る一つの口実だった
自分に向いてる分野を見つけられた
自分と周囲との関係
温度差があったから、居心地が悪かった
準備不足、受験までの計画が立てられなかった
時間の流れを人がつくっているという感覚をも
つ
学校のこと（生活、教育、思想など）を客観的
に見ることができた
自分の動き方も全体的な流れのなかで捉えられ
るようになった
友達づきあいが下手でクラスで浮いたときに、
問題を拾い上げてくれた
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準備期間ではない
見定める時期
働きかけること 抵抗ない 抵抗なし
慣れ
教育の一部
仕事することに通じる
力がつく
閉鎖性
入学式での言葉
学外での活動 震災ボランティア
手伝いの感覚
わりきり
海外 なし
世界への意識がない
地域での活動 ない
お邪魔させてもらって
いる感覚
与えられた仕事はす
る、変化への期待はお
こがましい
日々の行いへの影響、
ごみやエネルギー、環
境の持続可能性
進路 就職 物流関係のIT
人とのつながり
つらさへの対応 あがく あがく
中等科、逃げ 中等科はとにかく嫌なことから逃げてた
高等科、考えていない
震災支援後、自分の考え方が揺らいで、どう自
分が社会に関わるか、ゼミで何を扱えるのかを
考えた
学校や教会の活動で、誰かのために活動するこ
とはあっても、世界っていう意識をしたことが
ない
入学式での言葉「あなたたちは学園をよくする
ために入学を許された」をよく思い出した。何
のためにやってるのか思い出してた。今すぐに
よくなるわけではないけど、最終的にはよく
なってて、何かが発展するのかもしれないなと
思ってた
活動期間も範囲も限られてるから、できないこ
とはしょうがないと思ってる
高等科になると慣れてくる
国よりも、その場所の人たちの手伝いの感覚が
強い
中等科のころは、作業によっては業者がやれば
いいと思うんだけど、慣れてくる。それが、教
育の一部だと思えるから
日々の積み重ねや気づき、協力、時間配分な
ど、仕事することに通じるんだと思う
学校内のことは当たり前だけど、地域に出て活
動することがない分、学園は内向きだと思う
し、遅れてると思う
地域への働きかけは、その場にお邪魔させても
らってるっていう感覚
喜んでもらいたいから与えられた仕事はするけ
ど、その場の変化を期待するのは、おこがまし
いと思う
市のごみやエネルギー政策は市報を通して目に
はしてるけど、それが最終的に国のためにやっ
てるわけではない。環境が次世代にも持続する
ようには思う
居心地よくなるような場所づくりやおもてなし
の経験が活かされてる
自分が今まで伸ばしてきたものを見つけて深め
るか、周りに広げるのかを見定める時期
高等科は時間がないから、どっかでひっかかり
ながらも、あんまり考えてなかった
学園で太い部分ができて、そこに内外でのいろ
んな経験があった
社会に出るための準備期間ではない
人と人をつなぐ、裏方の仕事がしたいと思った
訓練されてるとも思わないけど、力がついてく
る
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嫌いなものは蓋をする
自分の客観的な考察
学部、距離化、一人
じゃないことが救い
自己肯定、自己否定し
てそうになると不安
嫌いになるのは簡単
わりきり
存在の肯定、関わらな
い
抗えないものに対し
て、その場でできるこ
とをする、ヒーロー的
な感覚なし
不安定な社会に対して 不安ある
自分のことに対する希
望
社会に対する微々たる
自分の力
生活から離れたところ
に対する壁
判断基準 自分にとってのメリッ
ト
「見えない部分」への
価値
無駄にも気づきがある
信仰
礼拝 学園での礼拝がそれにあたる
「見えない部分」への
面白さ
次につながる何か、視
野の広がり
前のめり
逆転の発想
学園の強み 自主性と実学
自分以外の評価とその人自身は見るようにして
た
私とは仲よくなれないんだっていうとこに落ち
着く
存在は認めるけど、関わらなくてもいい
自分個人に対してはきらきらした部分を描くこ
とはできる
半分なりゆきにまかせて、あとはその場ででき
ることをする。無理にあがいて疲弊するより
は、目の前にあるものをちゃんとやろうってい
う気持ちが強い。何か無理にその状況を打開し
ようというヒーロー的感覚はない
やっておくことで、次につながるし、それだけ
視野も広がる
でも、何かあるかもしれないから、ちょっとが
んばろうと思うようになった。女の子の秩序を
乱さず、嫌いなものは蓋をしてた
自己中心的な考え方ではなく、自分は嫌われて
もいいから、こうだって割り切って、でも、自
分を客観的に考察した
学部では、切り離して考えられるようになっ
た。あえて好かれようとも思わない。仲いい子
はいたから。一人じゃなかったのは、救いだっ
た
自分が大好きだから、自分がまずあって、他者
のことを考える。今のままでいいとは思わない
けど、自分のことを肯定してる。否定しそうに
なると、むしろ不安
気持ちとしては、後ろ向きではなく、前のめり
嫌いになるのは簡単だけど、私から好きになれ
なくて、相手からの好きも受けとれない
いがみ合ったり、私利私欲に走るのやめればい
いとは思うけど、自分の生活から離れたところ
に対して、壁がある、何かしようとは思ってな
い。動向は見守るけど、劇的に変えるような奇
跡を起こすことはしない
自分にとってメリットがあるかってところ
やりたいわけではないものには、それをもし
やったら何か得られるかもっていう見えない部
分に価値を置いてきた
見えないものを信じる教育ってある、信仰って
いう部分だと思う
見えない部分に対して面白そうって思ってる
し、それをすることで優越感もある
もののとらえ方、逆転の発想
生徒の自主性と実学
でも、社会ってなると微々たる自分の力がって
思う
結局は無駄だと思うことも、解釈次第で気づき
がある
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生活の中にある実学
創立者の言葉
学際性 生活の中に実学があることで、分野横断的な学
びが含まれている
「24時間、すべてが勉強の時間だ」っていう創
立者の言葉に、意義がある
実学はほかでも体験的な学びが増えてきたけ
ど、大切なのはそれが生活の中にあるというこ
と
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ID 4B
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 親の意向 親の意向
生活力 生活力をつけさせたかった
校舎 フランク・ロイド・ライトの建築
男子部での学び 外に出たい あった
学力の低さへの不安 学力の偏差値に対する不安
美術 美術
他ではできないこと 他の学校ではできないことができた
手を使って造ること
個性を楽しむ 他の人の作品から、個性を楽しむことができた
寮生活 寮生活
中１と高３
苦労、けど楽しい
順応、社会性
クラスメート クラスメート
特に編入生
新しい価値観 新しい価値観を知ることができた
未知の世界を知る、覆
る価値観
学部での学び 法学 法学
授業形式 授業スタイルが好きだった
他者の意見 他の人の意見を聞くことができる
印象的な経験なし なし
先生との出会い 先生
学問への興味 学問に対する興味も上がる
底が見えない楽しさ どこまでもいける、底が見えない楽しさ
ゼミ 文化
リベラル・アーツ
多角的な見方 多角的な見方をしたかった
問題解決
メンバー メンバーもよかった
理論と実践の両輪 理論と実践の両輪が鍛えられた
プレゼンの力
発表の場
迷走
考えた
働きかけること 掃除 抵抗ない
委託業者の人に何も思
わない人へのおかしさ
学園特別実習 図書
実際に手を使って作ることができたことは大き
い
順応すること、社会性など基本的なことを学べ
た
学部に入って、学部生の掃除のしなさに驚いた
とにかく考えさせられた、何をすべきか
専門学校の同級生を見ていて、自分のプレゼン
力には自信がついた
普段から発表の場があったことに、学園の教育
を肯定できた
迷走してた４年間だった
他大学に行くことを考えるが、やりたいことが
定まらず
触れてこなかった世界を知ることで、もともと
持ってる価値観が覆ることもある
苦労の思い出だったけど、今思えば楽しかった
リベラル・アーツをうたって、好きな学問をい
ろいろ取り込めるところ
リベラル・アーツをやってきたから、一つの学
問に絞るのが好きじゃなくて、文化は何でもで
きると思った
自分からやりたいことを決めて、問題提起でき
るところもよかった
学部に行って、やりたいことを決めようと思っ
た
今、外部機関で委託業者の人が掃除姿を見て、
何とも思わない人たちにおかしさを覚える
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やらされている感じ 若干やらされている感じもある
実験的な場 実験的に自分の力を生かせる場であると思う
自治
変えられる楽しさ 変えられる楽しさもある
面白さ 実験的な組織にいる面白さもある
学外での活動 アルバイトとボランティア
与えられた仕事、自分
なりの考え
明日館
国 なし
海外 なし
進路 就職 就職
ダブルスクール
デザイン
つらさへの対応 相談が苦手
人の意見を引き出すよ
うに質問をする
人の素直さ、真摯な対
応を寮生活で知る
変われる存在
わかり合えない人はい
ない
同じ生活、人間関係を
避けられない
譲歩、自分のためにも
なる
関心を向けること、理
解への努力を続けるこ
と
自然災害の両義性
不安定な社会に対して 不安だけど、意識してなかった
判断基準 やること やらないよりもやるってこと
バックキャスト
自治を重んじてる学校だから、よくしていこう
と思えばできる
与えられた仕事に自分なりの考えを入れたり、
よくできるところはすべきって考えを持って
やってた
特に、明日館のバイトは半分学園でもあるか
ら、働きかけやすかった
文化に関する問題は、時間が解決する問題でも
あると思う。避けて通る方法もあるのかもしれ
ないけど、それについては経験していないか
ら、わからない。同じ生活をしていると、人間
関係を避けることができないから
譲歩するしかない。それは、お互いに。でも余
裕があるほうがすればいいと思う。自分が譲歩
するなら、それは自分のためにもなると思う
愛の反対は無関心だっていう言葉がある通り、
相手に関心を向け続ければ、理解できてくるも
のなのかも。悪いイメージでも関心を持ち続け
るとか、理解しようって努力を続けることは必
要だと思う
友達や上級生に相談することが多い中、自分は
苦手だった
極力周囲に自分の気持ちを悟られないようにう
まく心がける
でも、相談すると楽になることは経験していた
から、人の意見を引き出すように、質問をする
と思う
ある意味、割り切るしかない。災害って、恵み
と禍との両義性がある。昔の人はそれを理解し
てたし、現代人は忘れちゃったのかも。行き場
のない怒りを人に向けたらだめだと思う
専門学校とのダブルスクールをしてるので、卒
業は来年度
卒業後は企業に入ってデザインをやりたい
あとから考えて、どっちがいいのか、時間軸を
先に据えて、振り返ることをする
人は無関心なものって思ってたことがあった
が、素直に感情を出して、それに真摯に応えて
くれる人もいることを寮生活で知った
わかり合えない人とはぶつかるよりも、人は変
われる存在であることを認識していると案外受
け入れられる
人は何かしらの条件で変われることができる
し、自分も変わることができるから、ほんとに
わかり合えない人っていないのかなって思う
273
4B
学園の強み 伝統と信頼 伝統と信頼
人とのつながり
相互の信頼関係
経験、自信 経験していることでは自信があった
課題 籠の鳥 籠の鳥
守られてる、閉鎖性 守られてる環境だった
学歴コンプレックス 学歴に対するコンプレックスあり
生徒と教師、保護者、外部組織の協力などの相
互の信頼関係が必要
今の専門学校がネームバリューがあるので、そ
の点でカバーされた
古くからの人とのつながりがあって、独自のカ
リキュラムが成り立っている
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ID 4C
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 友の会 親と本人の意向
母：友の会会員
食事
実学 実学にひかれた
なんで？への応答
女子部での学び 英語と裁縫 英語と裁縫
英語は好きだったから
全体性
体操会 体操会
体操は嫌いだった。体育がやりたかったから
みんなが一緒、表現す
る場
寮 寮
緊張
今の自分がない
人間関係
友達
弱さの開示、サポート
先生
見守る
カプセル
大学進学 最高学部への進学、周
りの流れ
学部での学び 授業 まだわからない
客観できない
友達との関係
友達 友達
意思ある決断、少数、
仲よし
天井筒抜け
ゼミ 文化
働きかけること 掃除 抵抗なし
自然、やるかやらない
かの選択
女子部のときを思い出
して反省する
経験してなければ、今の自分がない
悩みがあって、すぐに相談できる環境だけど、
その人もこの環境にいるから人間関係は大変
だった
女子部のとき、学部生が働いていないのをみ
て、奮起してたけど、実際そうなってしまっ
て、女子部のときを思い出して、反省したりす
る
カプセルの中にいるみたいだったから、声出せ
ば響く
よくしようっていえば、変わる
学部は、天井が筒抜けだから、叫んでも響かな
い
学部に行くだろうと内心思っていたけど、周り
の雰囲気に流されて、自分も他校でいろんなこ
とができんじゃないかなって考えた
いつも見守っててくれた
むしろ、女子部のとき自然なことだったから、
学部になってやるもやらないも選択になっ
ちゃって、意思のある人がやるってなってる
こじつければ、いくらでもあるけど、客観的に
言えない
友達とより深く関わることができた
意思があって学部にきた子たちだから、人数も
少ないので、みんなと仲よくなれた
卒業後も手紙と本が送られてくる、その意味は
これからわかるだろうと信じている
プライベートがなくて、常に緊張してた
同級生
学業報告会で食べた女子部の食事がおいしかっ
た
詰め込みの教育ではなくて、子どものなんで？
に応えてくれると思った
裁縫は、体のサイズ測って、型紙作ることか
ら、服をつくるまで全部やるから
みんなが一緒に練習して、表現する場があっ
て、だんだんでき上がっていくのが楽しかった
お互いの弱みを出して、受け入れた。お互いに
悩みをサポートし合った
先生
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他愛もない話
学園特別実習 樹木庭園管理
運営の担い手という自
負
変える意識なし 変えるっていう意識はなかった
中高ではある 中高のほうがあったかも
学外での活動 ない
理想
変な学校
海外 ネパールワークキャンプ
国の違いを見つける
同じ人間なのに、違う
ことの理由
自分の生活への振り返
り
変わらないけど、信じ
るしかない
河口 河口的な、海と川の間みたいな感じ
人に支えられていた
進路 就職 就職
つらさへの対応 感謝 ありがたいと思うようにしてる
成長
試練を祈る
他者のわかりあえなさ
わかるって思ってる
違いの受容
あきらめる
できるだけのことをす
る
目を向けない
楽観性
学園の強み 伝統
効率化はだめ
いつも躓くところ
みんなとしゃべりながら、やだとは思わない。
普通の大学だったら、こんなことしないよねっ
て言いながら
学園全部の手入れだったから、自分たちがいな
かったら、学園回らないだろうっていう自負が
あった。そういうモチベーションでやらない
と、疲れる
でも、終わるころ、みんな同じ人間だって思っ
て、こんなふうに違うのはなんでだろうって考
えてた
節電とかエネルギーに関しては、日本が普通に
使えることに気を付けようと思う
実際、こんなことで何にも変わらないだろうと
思うけど、そんなこと言ってても、何も始まら
ないので、信じるしかないと思っている
平凡な日常のほうが楽だけど、何かあったとき
のほうが成長してるって経験的にわかってるか
ら、また強くなれるんだって変換するのが染み
ついてる
裁縫の授業での運針がなくなった、授業の効率
化してたらだめ
理想として、そういう経験ができたらって思う
学園はちょっと変な学校で、そこで育ってるか
ら変わってるんだろうなって思う
途上国と日本との違いを見つけようとしてた
自分の環境に対する不安はあるけど、外にあま
り目を向けていない
お祈りとか礼拝のときに、クリスチャンじゃな
いけど、試練を与えてくださいって言う
自分のこと、学校のこと、将来のことも考えて
自分がいかに人に支えられてたかを学んだ４年
間だった
できるだけのことはして、それでも無理ならあ
きらめる
わかりあえないけど、この人のそのままを受け
入れて、自分で納得して違うところもあるって
思いこむしか、できない
昔だったら、悩んで考えてたけど、今はあきら
める
どうにかなるでしょって、そうなっていくのが
自分の人生だと思うから、不安はない
特別な授業
学園のことも考えつつ、外の空気も吸いつつ
話し合えばわかるんじゃないかって思ってるか
ら、どうやって向き合ったらいいかわからない
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同じことをくり返すこ
と、基礎、成長
創立者の言葉の現代的
な解釈
寮生活 寮生活も大きい
創立者の言葉を現代的な文脈で解釈できる先
生、思春期だからこそ、必要
毎日同じことを繰り返すってのは、普通じゃな
い宿題で、努力が目に見える。成長がみられ
る。手縫いの練習で、基礎の動きがあるから。
ミシンばっかり使えてもだめ
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ID 4D
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 友の会 親の意向
祖母：友の会の会員
兄弟6人、学園に入って、託児からいた
男子部での学び 出たくない ない
ラグビー ラグビー
高３
みんな本気、楽しい みんな本気になってやってるのが楽しかった
体操会、リーダー 体操会の組み立てのリーダー
高３
成功、うれし泣き
友達とのけんか 友達とけんかしたこと
中１
無視、怒らせた
罪悪感、謝ってくれた
苦い経験、でも、今の
自分がいる
クラスメート
みんなのおかげ
いろいろ学べた
S先生
巻き込める
大学進学 迷い 高２に迷った
各種学校、専門性
集大成
学部での学び サッカー部 サッカー部
仲間
OB 就活でお世話になったOB
面倒見てくれた
ゼミ 数理
モチベーション
価値観の確立 「価値観が固まる」
崩壊と再構築
多様な価値観を通した
価値変容
生活を通してつなが
る、多様な価値観の受
容
働きかけること 掃除 抵抗なし
無視されたり、自分も悪かったところがあっ
て、相手を怒らせた
罪悪感を感じてたけど、なかなか自分から言い
出せず、結果的に相手から謝ってくれた。学校
やめようかと思ったけど、やめなくてよかった
ゼミ選択のとき、自分一人かと思ったけど、６
人ぐらい集まった
いろんなことを教わったし、面倒を見てくだ
さった
男子部でできた価値観が、学部で崩れて、もう
一回作り直している
いろんな価値観があるから、それを吟味しなが
ら、自分の価値観も変わっていくと思う
ゼミの学生も先生のモチベーションもしっかり
してるから
前日になって、やっと成功した。初めてうれし
泣きをした
今の自分の理想像とか価値観があるのは、みん
なのおかげ
苦い経験だけど、それがあるから、今の自分が
いる
人を巻き込める人で、プロジェクトを進めるこ
とができる人
男子部でも一緒にやってきた仲間とやれるのは
最後だったから
クラスメート
一緒に長くいるからこそ、いろいろ学べた
でも、学園の教育を最後まで受けたいって思っ
た
大学じゃないこと、専門の勉強ができないから
授業内容が役立ったということではなくて、学
部で生活することで、いろんな人と深くつなが
りながら時間を過ごせるから、いろんな価値観
を受け入れることができたと思う
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汚染者負担
面倒くさい さぼりたいと思う
面倒くさいから
学園特別実習 食
変わる 自分の働きかけで何かが変わるって思う
高校、委員長 高校の委員長の経験
学部、実習 学部では、特別実習
おいしい、楽しい
学外での活動 震災ボランティア
震災直後の４月に学校とは関係なく、行った
呼びかける 呼びかけて、同級生や下級生と一緒に行った
人との出会い ボランティアに来てた人たちとの出会い
価値観の共有
国 選挙
問題への関心
海外 ネパールワークキャンプ
押しつけ
募金 募金でも、できるだけしたい
価値観の共有→影響
使命感
日々の行いへの影響 学園の学びが日常に影響している
寮生活の学び 特に寮生活の学びはそのまま活きてる
進路 就職 就職
自立 自分で稼ぎたい
チャレンジ
つらさへの対応 相談 人に相談する
聞いてもらうことで、安心する
落ち着かせる
わかりあえない部分はみんな持ってる
わかり合えるところを
探す
変わる存在
自分だけでもやろうと思ったことはやる
逃げの必要性
不安定な社会に対して
努力
学園の強み 教育方針 自分のことを自分でするっていう教育方針
話すことで、わかりあえない部分を見出すけ
ど、その人のすべてがわかるわけではない
環境が変われば、人も自分も変わるから、仲よ
くすればいい
影響があるように思うけど、自分一人よりも周
りの人と価値観があったときにできるんだろ
うって思う
昼食においしいものを出すことで、学部の昼食
の時間が楽しくなるかなと思った
今後、価値観が合わない人もいると思うけど、
ここで得た価値観を曲げずに、自分がやろうと
思ったことはチャレンジしていきたい
基本的には自分で考えて、感情を落ち着かせる
国の問題に関心がある。ネットで調べたりする
貧しいって基準は、機械を作り出した側の押し
つけ
震災ボランティアの呼びかけは、使命感があっ
たから、すぐに動けた。いつどう感じるのか、
まだわからない
知らない人が自分たちが汚したところを掃除し
てるってほうが、気持ちが悪い、不自然
学園関係者じゃない人とも話が合って、学園外
にも、同じような価値観を持ってる人がいるこ
とを知れた
状況に応じて、逃げることも必要になってくる
と思う
不安だけど、社会情勢のせいにするのはナンセ
ンス
一生懸命努力すれば、それに見合うだけのもの
は返ってくると思う
わかりあえないところばかりを見ないで、わか
りあえるところを大事にしたい
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システム、人との関わ
り
判断基準 直感 直感
本能
仲のいい人とそばにいられる
ここがなくなるといろいろ矛盾したり、らしさ
がなくなる
本能的な部分に頼って、何が好きだから、やり
たいから選ぶ
寮とか、掃除とか食事作りとかのシステムがあ
るからこそ、いろんな人といろんな形で関われ
る
話したことがない人と一緒に仕事をするとか
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ID 4E
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 体操会 本人の意向
男子部生の態度
男子部での学び 寮生活 期待外れ
がっかり
自律
親切、歓迎
美術 美術
信頼
体操会 体操会
練習 体操会に向けて練習すること
継承 上級生の思いを感じられる
下級生へのケア 下級生の面倒をみなくちゃいけないこと
中３、高３
注意することのつらさ
男子部をよくしたい、
覚悟
大切な出会い クラスメート
周りによる認証、変容
居心地のよさ 自分がしたかった居方。居心地よかった
自分の行動が変化を生
み出す
大学進学 魅力ない 学部に魅力を感じなかった
学部生のイメージ だらけてる
他大学進学希望 他大学に行きたかった
学部生のよさ
高3の生活への責任
学部での学び イメージ通り、自律
共学 女子との共学
違いを知る
時事問題 時事解説とか時事研究
社会を知る わかりやすく世の中のことを教えてくれた
男子部と違い
個人、一人ひとりの時
間の使い方の違い
自覚 個人の自覚だから
学外での活動 アルバイトとボクシング
生活団にいってて、小４のときに体操会を見
て、男子部生の態度がすごいかっこよかったか
ら
中学は公立でいいっていう父親の考えに従っ
て、公立にいったが、どうしてもあきらめきれ
なく、編入した
高等科生がしっかりしていないことに対して
がっかりだった
自分は絶対そうならないって思って、生活は
しっかりしてた
作らせてもらえることに、生徒が信頼されてい
ることを感じた
同級生はすごく親切だったし、歓迎してくれた
高３の生活をしっかりしたかった。受験すれ
ば、どんなときも勉強しなきゃいけなくて、そ
こまでしたくなかった
生活がしっかりできていない下級生に注意をし
なきゃいけないこと
本当なら、踏み込まなくてもいいところにふみ
こまなきゃいけないのがつらかった
高３のクラスが男子部をよくしたいって思いが
あったから、下級生に嫌われても覚悟しようっ
て決めた
周りが自分を認めてくれたことで、自分が公立
にいたときから変わったことがわかる
いろいろな違いを知れて、いい出会いだと思う
男子部のときは、自分が動かなきゃ変わんな
いって思ってた
男子部のスタンスでは通用しないってわかった
学部は個人だから一人ひとりの時間の使い方も
違う
やっぱり、だらけた団体だと思ったけど、自分
はしっかりやろうと思った
でも、同級生のお兄さんに相談して、学部生に
もいい人がいることを知った
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学園との違い
ゼミ 文化
本が好きだったし、ほかに苦手な子がいたから
学歴への自信 各種学校でも、自信がある
ほかではできないことをやらせてもらえたから
学力のハンディ
整える 「調整」
力の分散
考え方の変化、学園で
の学びへの確信
働きかけること 掃除 抵抗ない
自治
さぼれる さぼれるし、やりたいくないときもある
ルーティンワーク 食事のあとは掃除っていうルーティンワーク
学園特別実習 食
実学 座学だけだったら、耐えられないかも
役立て
国 選挙
自覚 子どもじゃないんだって思った
自分
海外 ネパールワークキャンプ
帰国後の変化 ない
進路 就職 就職（公務員）
国防 国を守りたいから、自衛官になりたい
つらさへの対応 話す 友達と話す
待つ、受容
認める
全否定する人はいない
暮らしている仲間
抗えない状況について
話す
友達と話す。負けたくないから
思いの共有、小規模で
も行動すること
不安定な社会に対して 生まれた時からなんで、不安はない
夢
学園の強み 自主性 生徒主体
信頼
自分たちの使ってるものは自分たちでっていう
学びだから
働いたら楽しいとか、結婚とか家庭を作るとか
夢があるから、お先真っ暗じゃない
生徒が信頼されてて、大人が入らず、生徒主体
でやれるから
ほかの活動については、興味がない。自分のこ
とで精いっぱいだから
学園がよくなってるかはわからないけど、ため
にはなってると思う
他大に行ってる子からの話から、学園との違い
を感じる
そこまでの衝撃を受けてはいない。行ってよ
かった
学力でのハンデはあるかもだけど、それだけだ
から
わかりあえないけど、認めてる
頭ん中ぐちゃぐちゃな状態でも話して、自分が
冷静になれるのを待って、自分を認めてくれる
中２のときも、生活面では上級生のことが理解
できなかったけど、ほかの面で尊敬してたか
ら、ほんとにだめって思った人はいなかった
下級生に対しても、よくなるって期待してた。
最初は、敵だと思ってたけど、同じ学校で暮ら
してる仲間だって思えるようになった
同じ思いを共有できる人に呼びかけて、行動す
る。規模は小さくてもいい
学部に入って、考え方を変えなきゃいけないと
は思ったけど、それまで自分がやってきたこと
は間違ってないと思った
男子部はエネルギー爆発させて動き回ったけ
ど、学部に入ってから、外に出るためにいろん
なことに力を分散させたり、まとめたりしてき
たから
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集団行動 一人の限界
つながり みんなとつながってるって思ってると思う
判断基準 成長 つらくて、自分が成長できるほうを選ぶ
違う自分を見つけられる
自分一人じゃできることはそんなにないってい
う思い
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ID 4F
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 自立 母からの推薦と本人の意向
女子部での学び ホームシック 寮はホームシックだった
生活に慣れることに必
死
少人数制
裁縫 裁縫
未知の世界、こだわ
り、楽しい、手づくり
体操会シーズン 体操会シーズン
発表の場 発表する場って感じ、競争がない
学園の人 学園で出会ったすべての人
成長できた場
安心感、両面を知って
いる
今へのつながり
高3生 新入生係の高３生
憧れ
時間的拘束性
大学進学 他大学進学希望 初めは、他大学に行こうと思ってた
専攻決めに悩む 専攻を決めることができなくて悩んだ
ネパールへの魅力
リベラル・アーツ 専攻決めなくてもよかったのも大きい
学部生のイメージの悪
さ
学部での学び 想像通り やっぱりって思うことはあった
自律
自分次第
音楽会 音楽会
裏方の楽しさ
考える
学外での活動 アルバイト、吹奏楽団
客観視 学園の客観視
学外とのギャップ
外に出ることで見える
よさ
親と離れること、寮の生活に慣れるのに必死
だった
母が仕事で学園に来たことがあったのと、知り
合いの娘さんが通っていたので、話を聞いた
自立したかった、一人っ子で何もできない状況
だったから
自分がまだ踏み込んだことのない領域に強制的
にあきらめてやっていくなかで、自分でこだ
わってやっていくのが楽しかった。自分で作っ
て完成すること
本音を言っても嫌われない安心感、やなことも
いいことも見てるから
ネパールに行きたいって思って、学部進学を決
めた
一人ひとりがいたから、今の考え方ができると
思う
自分はこうはならないようにしようと思って生
活してた
裏方のほうが楽しくて、みんなを導いていくの
が楽しかった
走りまわって、次のことを考えたりとかしてる
のがよかった
「何も縛られるものがない中でどれだけ自分に
厳しく生活するか」
女子部はやることが決められていて、時間が区
切られていた
縛りがなくなって、何をするかは自分次第
学園は人として成長させてくれた場所だったか
ら
学校は、少人数制ですごい授業も受けやすかっ
た
学園の当たり前が学外で通用しなかったし、同
年代の文化についていけなかった
就職活動を通して、一回外に出るからこそ見え
てくるよさがある
全部いろいろ教えてもらったりお世話しても
らったり、憧れだった
学部生見てて、こんな人になりたいって思えな
かった
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表現 表現技法
友達の再認知 友達の新たな面が見れて面白かった
ゼミ 教育
デンマークに行って、教育に興味をもった
学部の扱い、人を見て
ほしい
学力以外の学びがある
影響 ないとは言えない
直接にはつながらないけど
働きかけること 掃除 抵抗なし
業者委託したら
自治
学園特別実習 消費組合
楽しい、学園とのつな
がり、誇り、貢献
販売の仕事 消費組合で販売の仕事をしてた
変えられる意識ない 変えられる意識はない
よくなる よくなるとは思う
気づき 気づいて動くようになった
広い視野 周りを見るようになった
国 うるさいぐらいに関わりたくはない
選挙、関心ある
海外 デンマーク
人を大切にする、信頼
人を見る 一人の人をちゃんと見たいって思った
進路 就職 就職
理念
社会貢献 社会貢献に重きを置いている会社
つらさへの対応 話す、気分転換
思いの共有 お互いの思いを言う
押しつけない
抗えない状況について
話し合う
同意見を持つ人を探し、話し合う
一人の限界 自分ひとりで行く勇気はない
不安定な社会に対して 不安
可能性を探す
学園の強み 自主性 生徒主体
先生がやることでほかの学校と同じになる
手伝う、考える
判断基準 直感
雰囲気とか、人の気持ち
でも、会社に対する期待や、自分のわからない
可能性を見つけたい
自分のことだけ考えてるっていうのではなく
て、困ってたら手伝うとか考えるとか
学園とつながって、関わっていることを思うと
誇りに思うし、自分のやってることが役立って
るってわかると、楽しかった
話をしたり、気分転換に何かおいしいもの食べ
たりする
理念で人を大切にしているところ、社会もお客
さんも
人を大切にしている、尊重していること、信頼
当たり前になると、掃除してくれてるってこと
すら忘れてしまう
感謝することすら忘れると思う
気にしてなかったけど、会社側の対応に対し
て、人を見てほしいと思う
学園卒に対して、学力の面でないかもしれない
けど、ほかの学びをして得たものがある
掃除してくれることが
当たり前になる
選挙は行かなきゃだし、政治や社会の話はよく
親とも話す
外の意見も聞きながら、自分がいいと思ったほ
うに行く
学生の見えないところで掃除してくれてるこ
とが当たり前になるのがやだ
自分が使ってる、生活してる場所は自分で掃除
する
押し付けすぎず、譲るところと譲れないところ
を確認する
285
4G
ID 4G
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 親の意向 親の意向
父親が明日館を見て感動した
高等科までの学び 友達づくり 生活団からの生徒と友達になるのが大変だった
難しさ
情報 情報
高２
授業でのハプニング
評価、教師への尊敬
水泳 水泳
６年生
講師との出会い 講師の大学生との交流が印象に残ってる
水泳の指導の大学生
優しかった
数学と英語 数学と英語
わからない わからないんでやめちゃう
寮生活 中１の寮生活
叱ること、叱られるこ とにかく高３の怒られないようにしてた
と
大学進学 最高学部進学 最高学部への進学を希望してた
外に出ることは考えなかった
学部での学び 自由な時間
学外での活動 学童保育のボランティア活動
コミュニケーション いろんな人とのコミュニケーションできた
OBとの出会い
アドバイス
特別講義
夢
ゼミ 教育
基盤構築 人間の基礎、自分の基盤ができた時期
初等部時代が畑の芽が出た
男子部時代が育ちざかり
特別講義の影響大
みんなでつくること
手助け、見捨てない
社会への応用可能だと思う
働きかけること 掃除 抵抗なし
当たり前 当たり前で、自分の中に染みついている
不満言うなら、行くべきと思って行ってた
自治
業者委託したら 何かがなくなってしまった気持ちになると思う
面倒、楽しさ 面倒と思いながらも、やることの楽しさ
悩んだときに相談して、そんなに急がなくても
いいし、いろんなことやったほうがいいってい
う一言で救われたから
婦人之友社の特別講義で、乳幼児と遊んだこと
捨てていい場所とか知ってるのは自分たちだか
ら、業者では無理。
子どもに関われる仕事につきたいって、思った
できないことに対して手助けすること、見捨て
ないこと
乳幼児実習して、アフタースクールでの活動が
大きい
一人でつくるのではなくて、みんなでつくるこ
と
もともと仲がいいところに入っていくことの難
しさ
アフタースクールのチーフ
出会った子との再会（初等部の説明会）
自分の父親が外部講師として担当した授業
CMを作るのに、データが全部消えてしまった
寄せ集めで作ったCMに対して、親ではなく、
一教師として評価してくれたことに、尊敬した
高３のときは下級生を怒ることができなくて、
そのことを陰で言われてて、つらかった
何も期待もなかったので、好きに自由に時間を
過ごせた
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学園特別実習 考古学
地味、面倒 地味な仕事を毎日して、面倒くさかった
意見を聞いてくれる
国 選挙
海外 ない
地球規模の問題とのつ
ながり
影響してることはないと思う
地域との関わり アフタースクールの夏祭り
楽しい
進路 就職 介護職
人との関わり 人と関わる仕事を探し、介護職に就く
数学 数学
つらい経験 ない
各行事、面倒、楽しい 行事も面倒くさがりながらも楽しんでる
学部の扱い ハンディを感じる
社会的認知度の低さ
自分から売り出す
若い世代が知らない
つらさへの対応 相談
咀嚼
受容
わかり合える努力
謙虚さ 低姿勢で対応する
自然災害に対して
不安定な社会に対して 不安はない
内定、周囲が自分を認
めてくれること
学園の強み 信頼 信頼関係
ケア
コミュニケーション、
人への思いやり
判断基準 客観視 意見を聞くこと
聞いてもらうこと
何もできないと思うけど、集団でいれば逃げる
と思う
自分とは違う意見に対して、最初は突っぱねる
けど、時間をかけて受け入れていく
距離を置くことはあるけど、わかりあえるよう
に努力する
誰かに聞いてもらう
いろんなアドバイスを受けて、自分なりに噛み
砕く
自分から売り出していくしかない
若い世代が知らないから、知ってもらおうと思
う
ずっと保育士になりたくて、進学を希望してい
たが、親の反対を押し切れなかった。アフター
スクールのチーフからアドバイスを受け、就職
することを決める
地域の子どもたちが楽しんでたこと、それを通
して保護者も自分たちも楽しかった
苦手だったけど、無駄な経験じゃないなって
思った
どこって言われるときに認知度の低さを実感す
る
コミュニケーション、人への思いやりは大事な
部分
内定ももらっているし、自分のことを認めてく
れる人もいるから
学生、保護者、教師の３者の信頼関係があるこ
と
時間を作って、相談にのってくださること、辛
抱して面倒見てくださったこと、叱ってくれる
し、励ましてくれること
評価される場がないから、あればやりがいもあ
る
学生の一意見を聞いてくれるときもある
勇気がなくて、上の人には言いづらい
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ID 4H
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 体操会 本人の意向
女子部での学び 普通 思ったより普通の人がいた
世間と違いすぎてるイ
メージがあった
物理と英語 物理と英語
面白い 面白かった
緩い 公立のほうがガツガツしてて、学園は緩い
体操会 体操会
楽しい やってるほうが何倍も楽しかった
練習期間も楽しかった
午餐会 午餐会
みんなが一堂に会す、
楽しみ
時間の共有
友達との出会い 友達
時間との共有
裁縫 裁縫
面倒 授業始まるまでが面倒くさい
楽しい 始まれば、楽しい
遠足 遠足
体力的な厳しさ 体力的に厳しかった
忙しさ
客観視、学園のよさの
発見
一致 女子部は「家と学校の一致」
キャラ
大学進学 悩む 少し悩んだ
他大学受験への興味
塾の勉強の仕方に意味
を見出せない、高3の
生活への責任
学園みんなが一堂に会してご飯を食べるのが毎
年楽しみ
自分たちが準備したところに来て、時間を共有
するのが好き
精神的につらかった時期に、時間を共有したこ
とが大きかった
女子部のとき、食事も作って、掃除もして、礼
拝をして、ほかの仕事もあって、一日が忙し
かったけど、公立は授業を受けて、友達と話し
て、暇だったのかなって、自分が一日何をして
たのか疑問がわく
中学を全部で３つ行ってるから、常に客観視し
て学園のよさを見ようとしてた
学外に出れば、つらくないって思って、学外に
出ることが希望にあふれてると思っている子が
多いから、いつも説得するために、学園のよさ
を話してた
体操会を見て、自分も踊るほうが楽しいと思っ
た
中２のときに、学園に合格するために塾通っ
て、すごい勉強したら、塾の先生にあと一年い
たら、どこでもいけるレベルになるから、もう
ちょっと勉強してみないかって言われたことが
記憶に残ってた。だから、それだけ勉強すれば
ほかに行けるのか気になった
高３になる直前に塾に行ったけど、勉強の仕方
に意味を見出せなかったのと、高３の頭に遠足
でリーダーに決まって、高３としてやっていく
ことがやるべきことだと思って、辞めた
引っ越しを機に、友の会に入ってる知り合いに
学園を紹介された
思想とか古いと思ってたから、世間と違いすぎ
てるイメージがあったけど、普通だった
自分のキャラが一致したのはすごく大きかった
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ネパールの魅力
学部での学び 共学 男子がいる
雑だな
ネパールワークキャン ネパールワークキャンプ
出会いへの興味
ゆったりした時間 ゆったりした時間、人に会いたかった
みんなとの生活 みんなとの生活も楽しかった
日本との違い 見るものすべてが日本と違う楽しさもあった
哲学 哲学
考える楽しさ
ゼミ 文化
学部の扱い、ハンディ ない
学園だから、これができないとか思わない
学園への誇り
自覚 「学園生であるっていう自覚」
卒業生とのつながり
家族、共有話題
学部の影響 あり
諸活動で感じたこと
働きかけること 掃除 抵抗なし
強制ではない
業者委託したら 反対
お金の無駄使い そこでお金を使うとこじゃないって思う
抵抗ある 委託のほうが抵抗ある
学外での活動 震災支援
学園特別実習 農芸
楽しい
やることの大切さ やるのとやらないのとでは違いがある
労働 掃除と同じ、労働みたいな感覚
よくしていない よくなってる感覚はない
行事の成功への貢献と
学園の発展への貢献の
違い
学園の方向性と自分の
気持ちとの一致
国 ない
女子部みたいに強制されないから、やらなくて
も済むところはある
誰かが掃いたり、除草しようって思えば、自分
もやるって思える
就職活動も学園だからだめと思うような組織に
属す必要ないって思ってた
考えても考えても正解はないから、意味ないな
と思ったけど、考えるのが楽しかった
違う人たちに会えることに興味があったんだと
思う
卒業しただけでつながりが持てること、学園と
社会の間にある学部を卒業することで卒業生と
なって自信になる
卒業生、学園生っていうだけで、みんな家族み
たいな雰囲気がある。共通話題があるから
やり始めるまでが嫌だったけど、始まれば楽し
い
何もしてないから、できるならしようと思った
学部での時間がないと、思えなかったこと
行事に対して、自分が与えられた役割を担い、
成功させたことには力になれたと思うけど、学
園全体に対しては毎年入学希望者が少なくなっ
てるから、そういうことにつながるとは思えな
い
学園が意見を求めていて、学園の動きたい方向
に自分の気持ちが一緒なら、それは反映される
と思う
講義ではないかもしれないけど、社会に出てい
くためにネパールを始めとする活動で感じれた
こと
学部進学は、ネパールに行きたいって思った。
あと、もう少し学園にいようと思った。外がど
ういう感じかはわかってると思ったから
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直接的な関りはない
海外 ネパールワークキャンプ
グローバル化 グローバル化への恐さ
どこの国行っても、服が同じになってること
生活の豊かさ、時間を
かけること
地域性の希薄化、もっ
たいない
進路 就職 就職
間を取り持つ仕事がしたかった
よくなる期待
つらさへの対応 寝る 寝る
わかり合えない他者に
は関らない
関わらなくていいなら関わらない
いいところを探す でも、相手のいいところを探そうと思う
抗えない状況に従う 従いたくないけど、従うと思う
待つ
不安定な社会に対して 不安なし
人とのつながり 人とつながっていれば生きていける
判断基準 価値観 自分の価値観がすべて
居心地 家庭にある居心地とか価値観があっていること
自分らしさ
学園の強み 体操会 体操会
環境
業者ではない 業者が入ってもできない
日々の積み重ね 学生は練習をしなきゃいけない
学部生も出席しないと卒業できないから
自分が影響を与えられる立場になれたら、自分
の思うやり方でやってみたい
就職活動のときだけ、何ともならなくて、家族
からも性格が悪くなったって言われた
一日の一つひとつのことにどれだけ時間をかけ
て、心をこめてやれるかで毎日の生活の豊かさ
が変わってくる
個人的には国政に対して思いはあっても、直接
の働きかけはない
地域性がだんだん薄れていくこと、もったいな
いと思う
大芝生できないとだめで、それはあの建物とあ
の環境も必要
学園の仕事には、１年生のうちからちょっとず
つ仕事して、３年生の仕事をしてっていう段階
があるから
自分が自分らしく、自分がいいなって思えると
ころ
自分の働きかけでよくなるっていう期待を持っ
ている
友達、家族、親せきとかのつながりをしっかり
していけば大丈夫だと思う
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ID 4I
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 家族が卒業生 家族と本人の意向
構内の雰囲気のよさ、
寮生活への興味
男子部の学び 寮生活 びっくり
大変
厳しさ、大変さ
ギャップ 聞くとするのとのギャップに困惑した
ホームシック、身内の
心配
自分の限界の受容、祈
り、委ねる
国語と体操 国語と体操
考え方の基礎
体の動かし方、表現の
仕方
恒例行事 恒例行事
学外での活動 なし
先生の存在、話を聞い
てもらった
考えるきっかけをくれ
る
視野の広がり 視野を広げてくれるアドバイスをくれる
専門家との出会い 女子部の卒業生の研究家
考え方の変化、多角的
な視野
濃い価値観
ロールモデル 山口瞳とか伊丹十三、北杜夫、
紳士、面白い、こだわ
り、表現できる力
土台づくり
大学進学 他大学進学希望 他大学進学を考えた
美術やデザインに興味 美術やデザインに興味があったから
最高学部への進学、学
園が好き
教育の集大成 学園の教育の集大成なら行こうかなと思った
学部での学び 印象よくない 正直あんまりよくない
がんばる雰囲気の緩
和、自由、だらしなさ
祖父母も父母も卒業生だったから、自分も入る
んだろうと思っていた
構内の雰囲気がいいなと思ったのと、両親の話
から寮生活が面白そうだと思った
上級生の厳しさ、自分が何でもやることの大変
さ
いろんな題材を持ってきてくれて、今の自分の
考え方の基礎になってるものがある。影響を受
けたと思う
体育は義務的に定められている課題をすること
が苦手だったけど、デンマーク体操やって、体
の動かし方とか表現の仕方を学べた
思っていたより厳しくて、大変なところだった
中1のときに、ホームシックで親と離れるのが
すごく怖かった。自分が気づかないところで、
親や地元の大切な人が死んじゃったらどうしよ
うって思ってた
何かのきっかけで、自分ではどうすることもで
きないことを正面から受け止められるように
なった。祈るしかないような、何かに委ねよう
と気持ちが切り替わった。中２の始めぐらいに
高等科までの自分たちでがんばってやっていこ
うっていう雰囲気が緩和されてて、自由だった
から、男子部のときに見てきた上級生がだらっ
としてて、いい印象をうけなかった
いろいろ道にそれたい学年のときに、自分の話
を聞いてもらったのが印象深い
基本的にマンツーマンで話をして、その悩みを
考えるきっかけを与えてくれる
自分の土台は男子部で大方作られたと思う
紳士的で、面白くて、自分なりのこだわりを
はっきり持っている人で、そのこだわりが周り
とけんかしない。それを表現できる力を持って
いるところ
ものの考え方を変えてくれた。博識で多角的な
見方ができる人
価値観も濃くて、話してるだけで、いろんなこ
とが吸収できる
代々学園卒業生であること、６年間学園が好き
だったこと
291
4I
学外での活動 ない
表現 情報の表現と哲学
視野の広がり
ゼミ
学部の扱い、ハンディ
認知への期待
リーダーシップ
崩壊、考える
再構築の継続、未完成
学際性、多角的な見方
視野の広がり、自分の
パターンを増やした
多様な考え方の練習
内向的な自分から対外
的な働き方を身につけ
た
働きかけること 掃除 抵抗なし
普通 学校っていう空間にあるのが普通
業者委託、違和感
プロセス、学園らしさ
の喪失
違和感がある
学園特別実習 図書
面倒、制度自体はいい
変容 変えられると思う
問題意識、違和感
自己変容と社会変容 両者は同時におこり続けている感覚
国 政治には興味はある
海外 ネパールワークキャンプ
経験を増やす 自分の経験を増やしたかった
客観視
今まで自分の内向的だった部分が、学部で考え
てきたことを通して、対外的な働きかけ方を吸
収できている
日本と全然環境が違うので、日本を客観的に見
ることができた
自分の生活環境をありがたいな、恵まれてるな
と思う
ある
情報の研究室が持っている資料も豊富だった
「随所作主立処皆真（ずいしょさくしゅりっ
しょかいしん）」
先生が厳しいから、技術や知識がしっかり身に
つくと思った
表現や考え方、生活の中でのデザインを知る
きっかけになったので、自分の視野が広がった
デザインのことについて学びたかったから
数理モデルとインターフェイス
どんな場所でも自分がその空間の主（あるじ）
になりなさい、そうすれば、あなたが立つとこ
ろはすべて真（まこと）になるみたいな意味
そうなるなら、そうなるでいいけど、学園はそ
ういうことも学生たちが自発的に提案して制度
になっていくって思うから、学園側が決めるの
は違う
学際的な学びを通して、自分自身について、物
事について多角的に見れるようになっている
学部でつくっているものは、これからもやって
いかないといけないし、完成するのかどうかも
わからない
大卒と認められることの審査が多くなる
大学として社会認知されるといいなと思う
一つの考え方に固まりすぎないで、自分の重点
を置くポイントを変えていく練習だった
授業外の活動を通して、視野が広がって、いろ
んな場における自分のパターンを増やしていっ
た
プロセスも違うし、掃除の時間をなくしてしま
うと、学園らしくない
面倒だと思うけど、この制度自体にはいいと思
うし、違和感ない
土台の上にあったものが一回壊されて、学部で
いろいろ考えてきた
問題意識や違和感を持ったとき、自分にも変化
がある
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技術至上主義への問題
視
日々の行いへの影響―
節約、次年度の活動的
な貢献
ネパールの環境問題の
意識化
考え方の変化
進路 進学
つらさへの対応 聞いてもらう
考える
わかり合えなさ―話し
合う
相手の考え方を知る
両義性
視野の広がり、意識化
抗えない状況について
考える
発言や行動することで
状況把握する、自分に
従う
自然への尊重、過去の
記録からの準備
不安定な社会に対して
同世代の動き、エネル
ギー、社会の変化への
希望
学園の強み 自主性
考える、実践する場が
あること
教師のサポート
ネパールの環境問題でポイ捨てが多くて、何か
変えられないかなと思って、２年目に参加した
２年目は副リーダーで、３年目はリーダーを
やって、自分が何を吸収できるかから、自分が
何を出せるかに考え方がシフトした
学部になって、男子部のことを考えると、先生
たちが相当支えてくれていた。後ろで手をまわ
してくれていたり、あとから一緒に怒られたり
してくれたりした。そういう人たちの存在があ
ることに、学部になって初めてわかった
だからといって、生徒・学生がど真ん中・中
心っていうわけではないと思う。まずは、生
徒・学生が考えて決める機会が失われたら、だ
めだなと思う
学生が自分で考えて、それがよくても悪くて
も、自分たちで考えたことを実際にやってみ
て、学校はその方向性を正したりでコミットし
てくるところ
逆に、現代の技術に依存していることに問題意
識を持つようになった
その人ととことん話し合う
気の許せる友達に聞いてもらって、ほぐしても
らう
デザインの勉強を専門的にしたいから
生徒の自発性・自主性
同世代のアーティストとかの動きを見ている
と、エネルギーはあると思ってて、自分の中に
もそういう意識はでてくるから、周りの人たち
や僕で変えていくことはできると思う。希望を
持っておかないとつらいってのもある
絶望ではないけど不安はある
自然に対しては、尊重すると思う。災害に対し
ては過去の記録からどう対処したらいいか準備
しておきたい
相手の話を聞くことで、自分の視野が広がる。
自分にかけている部分、真反対のところを意識
できる
物事の両義性をわかってるから、自分の考え方
が100％正しいと思っていない
進学
節電や節水をしようと思ったぐらい。次の年の
活動から、何か活動的に貢献したいって考えて
やった
何かしら動いたり発言しないと、反対勢力の意
見も聞けないので、自分の信念に従って、動く
か発言するかすると思う
環境と自分の関係について、じっくり考えたい
と思う
あとから笑い話にできればいいなと思う
人に言えないことはひたすら考える
平行線だとしても、相手の考え方を理解するこ
とはできる
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システム自体が中心に
ある
判断基準 後悔しない
成長
相手に聞かせるだけのスキルがほしいから、自
分が向上できるほうを選ぶ
自分自身の研鑽につながるほうを選んでいると
思う
後悔したくないこと
生徒だけではなくて、それを受け入れたり、場
合によっては断るとか叱りきってあげるってい
う体制自体が中心にあって、初めてなること
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ID 4J
焦点的コーディング オープン・コーディング 文書セグメント
志望動機 家族が学園生
高等科までの学び 理科 理科
小４
実学
テニス部 テニス部
仕事との両立の大変
さ、キャンプテン
学外での活動、カンボ
ジアのスタディツアー
姉の影響
数学
苦手
理想がストレスに
先生との出会い
人間的な深さ、親近感
友達の存在
ロールモデル
学園が好き、委員での
責任を全う
大学進学 他大学進学希望
学園嫌いのまま卒業し
たくない、父も自分も
否定したくない
学部での学び 選択の自由
仲のいいクラス
学園特別実習
大変だけど、楽しい
学園新聞
大変
数学
表現
中高の経験の振り返り
ゼミ
解放
したいことができる環
自分を追い込むこと
厳しさ
高２の数学
苦手だった
こうあるべき姿っていうのがストレスだった
総合表現法
編集長のときの意思決定が大変だった
一番厳しいところだったから
他大学進学希望
親の反対と友達の一言で学部進学を決意
学園特別実習
姉２人が在学生であり、両親も卒業生だったか
ら
蚕から繭をとって糸をとる取り組みを楽しみに
していた
学校の仕事があるから毎日大変だったけど、そ
んな中で中高キャプテンをしたこと
カンボジアのスタディツアーに参加したり、
フィリピンの孤児院に知り合いに連れて行って
もらったこと
姉がNGOに所属していたことも影響して、自分
もそういう活動がしたいなと思ってた
学園新聞
数学
先生がやる気にさせてくれたから、乗り切れた
自由学園が大好きで、委員もすべて責任を全う
していたから
このまま学園を出たら、学園を嫌いなまま卒業
してしまい、父のこともそれまでの自分も全部
否定することになると思ったから
女子部で縛られていたことが全部なくなって、
自分が選択していろいろできることが、すごく
よかった
クラスも仲よくて、来てよかったと思う
精神的にも体力的にも大変だけど、働くの好き
で楽しかった
友達
姉
自分がしたいことよりも学校が求めていること
をしなきゃいけないことが嫌だった
数理
中高での経験を文章化して、面白かった
親と本人の意向
担任の先生
人間的に深くて、親近感もある
話していて、いつも学ぶことがある人
樹木庭園
自分を追い込むことをしてきた
一番厳しいところを選んできた
「のびのび過ごす」
こうあるべきものがなくて、解放されたこと
自分がしたいと思っていることができる環境
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働きかけること 掃除
学部のだらしなさ
業者委託したら
学園特別実習
お金ではない価値
誇り
管理に不可欠な存在
学園の改善 普段は思っていない
委員
自律した生活の影響
地域への関わり
学外での活動 震災支援
自分の属する社会の変
容
身近なところからの変
化
国
海外
経済至上主義への疑問
関係性
不平等への疑問
進路 就職
迷い
悩む
つらさへの対応 泣く、寝る
目標に向かってがんば
ること
弱さの開示、自分の強
み
わかり合えない人に対
して
話す、受容
学部はちゃんと掃除されていないから、そのほ
うが問題だと思う
話す
お互いの考えていることを受け入れて、何のわ
だかまりもなかったように話せるようになるま
で話す
かわいそうって上から目線だったのが、現地の
人と話したら、時間を共にして、向こうの人も
幸せに過ごしていたので、経済発展がすべて
じゃないって思った
留学したかったのと、進学も考えていた
悩みながら就職活動していた
泣いて、寝る
中高の頃はテニスがあったおかげで、目標に向
けてがんばっていたから精神的に強かったと思
うけど、学部に入ってそれがなくなって、精神
的に弱くなったと思う
人に弱みを見せるのがまったく苦にならないの
で、話を聞いてもらう。それは、自分の強みで
もあると思う
自治体の環境会議の中の、地域の子どもたち向
けの料理教室に参加した
抵抗なし
反対
お金をもらわないでやることのほうが価値があ
るんじゃないかと思った
自分の身近なことから変えていかなきゃいけな
いって思いがある
あんまりない
海外に留学中に日本人とは何かについてよく考
えていたけど、自分の活動で国を動かせること
は考えたことなかった
カンボジアとフィリピン
キャンパス管理の中でなくてはならない存在だ
と思っていた
日本にはない関係性とか、自然の中での生活と
かがある
不平等とか、虐げられていることがあるのはお
かしいけど、日本のようになってほしいとは思
わない
自分の属する社会からよくしていかなきゃいけ
ない意識がある
バイトなら、いくらもらえるんだろうって考え
ることもあった
委員の時は、どうやったら学部をよくできるか
考えていた
自分たちを誇りに感じているところはあった
普段のことをしっかりやっていると、下級生の
意識も変わるし、学校のスタンダードが上がる
のかなと思った
スポーツ関連
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弱さを開示しても、嫌
われない関係
抗えない状況の受容、
自分と合うところを探
す
不安定な社会に対する
希望
社会をよくする人
スポーツの力
学園の強み 自治
判断基準 父の信頼
人を傷つけないこと
大変さ
自分の悪い面を見せても、簡単に嫌われない関
係があることが、わかり合えているということ
だと思っている
父の信頼を裏切ってもしたいことはする
どうなるのか考えるけど、このままで終わった
りしないだろうと思っている
社会をよくする人でありたいということだけあ
る
生きていくためにはある程度は受け入れていか
なければならない部分があるけど、自分の考え
に合うところを探す。もし、無理なら、別の道
もあると思う
人を傷つけないこと
楽なほうは選ばないこと
自分たちでやっていることを誰か雇ってしまっ
たら、意味がない
やってきたことにプライドもあるし、それがな
くなっていくのは悲しい
スポーツの力で何か変えていけるんじゃない
かって思っている
自治
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